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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第五十話　勇者帰き還かんせず







〈九月十六日──快かい晴せい〉





　人間にとって『死』は永遠の謎なぞだ。


　いま生きている人間で、死んだ経けい験けんのある者はいないからだ。


　死は常つねに他た者しやのものである。


　どれだけ多くの死に接せつしようとも、死という壁かべの向こう側に何があるのか、残された者には知りようがない。


　死は無む期き限げんの不ふ在ざいと同どう義ぎである。


　少なくとも生せい者じやにとって、死はそれ以上でもそれ以下でもないのかもしれない。





　　　　一





　Ｐｒｒｒｒｒ……


　電話の呼び出し音が、薄うす暗ぐらい寝しん室しつに響ひびく。


「……んにゅ～～」


　ベッドの上でアルマジロのごとく丸まっていたピンク色のフリルの塊かたまりが蠢うごめく。


　その塊から白い腕うでが伸のびて、枕まくら元もとに置いてある電話の子こ機きを摑つかんだ。


「ふぁい……菱ひし沼ぬまですけど～」


『──奈な々な子こ君かね？　私だ。藤とう堂どうだ』


「……どちらの藤堂様で～？」


『寝ね惚ぼけているのかね？　校長の藤堂鷹たか王おだ』


　奈々子はむくりと身体からだを起こした。ベッドの上であぐらをかき、やたらフリルだらけのベビードールの裾すそから手を入れてお腹なかをポリポリ搔かきながら、ぼんやりと宙ちゆうをさまよっていた視し線せんを枕元の目め覚ざまし時計に向ける。


　時計の針はりは午前六時を少し回ったところだった。


「寝てて当たり前でしょ～？　何時だと思ってんのよ～」


『午後四時だが──』


「はあ～？」


　奈々子は目覚まし時計を手に取った。秒びよう針しんは規き則そく正しく動いている。ベッドから降おりてカーテンを開けてみる。すでに夜が明けて東の空は白しらんでいるが、間ま違ちがっても午後の日ひ差ざしではない。


「寝惚けてんのはそっちじゃないの～？」


『確たしかに寝不足だがボケてはいない。こちらの現在時じ刻こくは九月十五日の午後四時だ。日本とは時じ差さがあるからな』


「時差ですって～？　いったいどこから掛かけてらっしゃるの～？」


『ニューヨークの日本領りよう事じ館かんだ』


「ええ～、ひど～い！　黙だまって一人で旅行～!?」


『旅行ではない！　信じられないだろうが……気が付いたらニューヨークにいたのだ』


「……おじさま、冗じよう談だんは顔だけで十分よ～」


『冗談ではない！　バイパーズの大会が行われていた地下闘とう技ぎ場じようから地上へ向かったら、どうしたわけかマンハッタン島のど真ん中に出てしまったのだ』


「へえ～」


『ここにいるのは私だけではない。〈Ｖ─１エクストリーム〉を観かん戦せんしていた客の多くが同どう様ように地球の反対側に出てきてしまっている！　私はパニックに陥おちいっていた彼らをまとめてとりあえず日本領事館に助けを求めて来たというわけだ』


「ふう～ん」


『原因は分からんが、おそらくあの地下闘技場は四次元的にニューヨークとつながっていた……いや、正確には一時的に池いけ袋ぶくろの清せい掃そう工場と接せつ続ぞくされていたに違ちがいない。あの闘技場に見覚えがあったのは私の錯さつ覚かくではなかった。あれは昨年のクリスマスに南な雲ぐも君がウィラード・ゲイツと闘たたかった場所なのだ！』


「…………」


『ともかく今、帰国のための渡と航こう書しよの発行手続きをしているところだが……問題は手持ちの金が心こころ許もとないことだ。私一人だけさっさと帰るわけにはいかん状じよう況きようなのでな。急いで送金の手続きをしてもらいたい』


「…………」


『なら自分の家に掛けろと言いたいのだろう？　それは確かにその通りなのだが、状況があまりに異い常じようだ。私自身ですらまだ信じられないほどだからな。家内に説明してもそう簡かん単たんには理り解かいしてもらえんだろう』


「…………」


『奈々子君？　聞いているのかね？』


「…………」


『まさか寝ているのではないだろうね!?』


　藤堂の心配した通り、奈々子は子機を持ったまま居い眠ねむりを始めていた。送金するにしても朝六時では銀行はまだ開いていない。そもそも今日きようは振ふり替かえ休日なんだから無む理りじゃん──そう考えたとたんに瞼まぶたが重くなったのだ。


『奈々子君……奈々子君！』


「おやすみなさ～い……」


　奈々子はトロけた声でそう言うと、ほぼ無む意い識しきの操そう作さで通話を切り、子機を充じゆう電でん台だいに戻もどした。元通りに丸くなって安らかな寝ね息いきをたて始める。


　それからおよそ三十分後──


　再ふたたび奈々子を眠りの国から呼び戻したのは、携けい帯たい電話の着信音だった。


「……うにゃ～～」


　腕を伸ばして枕元を探さぐるが、携帯スタンドは空だった。眠ったままベッドから這はい出すと、化け粧しよう台だいの上に置いてあるショルダーバッグを摑つかむ。ひんやりしたフローリングの床ゆかにゴロンと寝ね転ころがりながらバッグの中を探り、携帯電話を引っ張り出した。


「はぁ～い……菱沼～～」


『──奈々子先生ですか？　おはようございます。神かみ矢やです』


　聞こえてきたのはよく知っている少年の声だった。奈々子の口元がゆるむ。


「あ～ら大だい作さくくぅ～ん？　お・は・よ～」


『お休みのところ申もうし訳わけありません。急なお願いなんですが、これから飛ひ天てん神社の鬼おに塚づか家けまで来ていただけませんか？』


「ええ～、今すぐに～？」


『はい。詳くわしい事じ情じようはこちらに来ていただいてからお話ししますが、昨さく夜やちょっとしたトラブルがありまして……怪け我が人にんが二人いるんです』


　大作の声はいつもの潑はつ剌らつさに乏とぼしく、気持ちの良い朝だというのに少し嗄しやがれていた。


「怪我人って、うちの生徒～？」


『涼りよう子こさんと美み雪ゆきちゃんです。美雪ちゃんの怪我はすり傷きず程てい度どなんですが、何か薬を打たれたようなんで診みてもらいたくて──』


　それまで閉とじたままだった奈々子の目がパチリと開いた。


『診しん察さつのための道具や薬はこちらで用意してありますから身体一つでいらしてください。朝あさご飯はんも用意してますから』


「わかったわよ～」


　奈々子は勢いきおいよく立ち上がろうとしたが、軽い立ちくらみを覚おぼえてベッドに寄よりかかった。もともと朝は弱い方である。身体の方はまだエンジンがかかっていない。


「あのさ～大作く～ん……そっち行くの、朝シャンしてからでい～い？」


　あくまでマイペースな奈々子であった。





　　　　二





　ヴオオオオオオオォォォォォ──────ッ!!





　巨きよ龍りゆうの咆ほう吼こうが大たい気きを震ふるわせる。


　豊と島しま清掃工場の巨きよ大だい煙えん突とつから、黄こ金がね色いろに輝かがやく光の奔ほん流りゆうが天に向かって駆かけ上がる。


　朝日よりも燦さん然ぜんと煌きらめく〈光の龍〉が、上じよう空くうに蜃しん気き楼ろうのごとく出しゆつ現げんした天てん地ち逆ぎやくの城しろに食らいついた。


　空中から垂れ下がった最もつとも高い尖せん塔とうが粉ふん砕さいされ、数すう瞬しゆんの間まをおいて〈逆さ魔ま城じよう〉全体が膨ぼう張ちようし、閃せん光こうとともに爆ばく裂れつ四し散さんする。


　しかしそれがすべての終わりではなかった。


　天に向かって崩ほう壊かいする魔城から現あらわれた物ぶつ体たいがあった。尖塔が粉砕されたことにより、内部に収おさめられていたそれが露あらわになったのだ。


　現れた物体──それは巨大な剣つるぎであった。


　陽よう光こうを反はん射しやして銀色に輝く両もろ刃はの刀とう身しんが垂すい直ちよくに落ちてくる。


　その切きっ先さきは〈光の龍〉を、煙突を斬きり裂さき、清掃工場に突つき刺ささった。


　地面に激げき震しんが走り、衝しよう撃げき波はと爆ばく煙えんが放ほう射しや状じように広がる。


　清掃工場とそれに隣りん接せつする『健けん康こうプラザとしま』ビルの輪りん郭かくが崩くずれ、瓦が礫れきと化して空中に吸すい上げられていく──





「──────!!」


　声にならない叫さけびを発して涼子は跳はね起きた。


　天てん井じように向かって突き出した右手が空を摑む。


　数回瞬まばたきして、ようやく涼子は自分が布ふ団とんに寝かされていることを認にん識しきした。


　周囲を見回す。見み覚おぼえのある襖ふすまと障しよう子じ。鬼おに塚づか家けの和わ室しつである。


　身体を起こそうとして上半身が不自由なことに気付く。胸むねから腹にかけて包ほう帯たいが幾いく重えにも巻まかれ、コルセットよろしく固定されている。脇わき腹ばらに手を触ふれると傷きずの痛いたみが走ったが、我が慢まんできないほどではない。痛みは涼子の混こん乱らんした意い識しきをはっきりさせた。
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　天空の〈逆さ魔城〉を撃うち砕くだく〈光の龍〉、魔城から出現した〈巨大な剣〉に貫つらぬかれ崩ほう壊かいする清掃工場──それらの映えい像ぞうは夢ゆめではなかった。意識を失う直前に涼子が目もく撃げきした光こう景けいであり、まぎれもない現実の出来事であった。


「確たしかめないと……」


　涼子は枕元に畳たたんで置いてあった浴衣ゆかたを取ると、立ち上がって袖そでを通した。とたんに身体中の筋きん肉にくが悲鳴を上げる。腿ももが痙けい攣れんし、目の前が暗くなって布団の上にへたり込んでしまう。


　鉛なまりのような疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていた。目が覚めたのは神しん経けいが昂たかぶっているためで、回かい復ふくしたわけではない。意識を失っていたのも数時間だろう。


　涼子は気力だけで起き上がり、浴衣を着て廊ろう下かに出た。


　玄げん関かんの方から差し込んでくる朝の光が眼がん窩かの奥おくに刺さり、頭がクラクラする。壁かべに手をつきながら廊下を進み、居い間まへ続く障しよう子じ戸どを開けた。


　居間には卓ちや袱ぶ台だいが出ていて、その前に一人の少年が座すわっていた。少年は涼子が入ってきたことにも気付かず、正せい座ざしたままどうやら居眠りをしているらしい。涼子は急に腹立ちを覚えてズカズカと居間に踏ふみ込んでいくと、少年の後頭部を平ひら手てでひっぱたいた。


「──うはっ!?」


　不ふ意い打うちを食くった少年──神矢大作は寝ね惚ぼけ眼まなこで周囲を見回したが、真後ろに立っている涼子に気付かず、夢だと思ったのか卓袱台に顔を伏ふせて再ふたたび居眠りを始めた。


「寝てんじゃ～ないわよ！」


　涼子は大作の胸ぐらを摑んで引き起こした。


「ああ……涼子さん、おはようございます」


「呑のん気きなこと言ってる場合じゃないでしょ！　あのビルが崩れるところ、あんたも見たわよね!?」


「ええ、まあ……」


「あれからどうなったの!?　静しず馬まは？　南な雲ぐも先生は？」


「…………」


　大作は答えず、手を伸のばして卓袱台の上のリモコンを取った。鬼塚家では普ふ段だんはあまり観みられることのない家か具ぐ調ちようテレビの電でん源げんを入れる。


「テレビなんて観てる場合!?」


「観てる場合なんですよ。あれが現実に起きたことなら──」


　テレビ画面に映うつし出されたのは午前中によくやっている主しゆ婦ふ向けの生活情報番組だった。しばらくその画面を凝ぎよう視ししていた涼子は、大作の手からリモコンを奪うばってチャンネルを次々と切り替かえた。しかしどのチャンネルでも涼子の求める情報は報道されていなかった。


「建設中の清掃工場と巨大煙突が倒壊したっていうニュースならどこにも出てませんよ。今け朝さの番組で、池袋から生なま中ちゆう継けいされた映えい像ぞうも出てましたが何の異い常じようもありませんでした」


「じゃあ、あたしたちが見たのは何だってのよ？」


「夢かはたまた幻まぼろしか──」


「でも二人はまだ戻もどってきてないんでしょ？　無ぶ事じなのよね？　どうなの!?」


　涼子は大作の身体を揺ゆさぶって問いつめる。だが当の大作は沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。


「その質問なら、僕ぼくがすでに右う京きようさんにさんざんぶつけたものですよ」


「あいつは何て？」


「それが……右京さんの言うには『俺おれの知ったこっちゃねえ』と」


「なぬう!?」


「美雪ちゃんの救きゆう出しゆつが最さい優ゆう先せん事じ項こうであって、目もく的てき達たつ成せいのためにどんな犠ぎ牲せいを払はらったとしてもそんなものは必ひつ要よう経けい費ひだと……『後のことまで面めん倒どう見る義ぎ理りはねえ』って」


　苛いら立だちの極きわまった涼子はギリリと奥おく歯ばを嚙かんだ。


「あんにゃろはどこ？　とっ捕つかまえて吐はかせてやるわ！」


「一応、右京さんから涼子さんへの伝でん言ごんは預あずかってるんですけど……」


　大作がそう言って一枚まいのメモを見せた。





『さがさないでください　　右京』





「──家いえ出で少年の書き置きか!!」


　涼子はメモを両手でクシャクシャに丸めて畳たたみに叩たたき付けた。


「ちなみに涼子さんのそのリアクションも当とう然ぜん予よ言げん済ずみなわけですが」


　大作があらかじめ予言されていた涼子の台詞せりふと行動が記しるされた第二のメモを取り出すが、次の瞬しゆん間かんにはそのメモは涼子によって細こまかく千ち切ぎられて紙かみ吹雪ふぶきと化した。


「あの占うらない師しの居い場ば所しよは？　あんたなら知ってるんでしょ!?」


「捕つかまえるのは不ふ可か能のうですよ。本人の方から接せつ触しよくするつもりがない限り……なにしろ的てき中ちゆう率りつ一〇〇パーセントの予言者なんですから。それに遠くに逃にげるようなことを言ってましたしね」


「逃げた？　なんで？」


「他ひ人との運命にあれこれ干かん渉しようすると反はん動どうでとばっちりを受ける危き険けんがあるから、身の安全のためにしばらく雲くも隠がくれするんだそうです。今ごろ北ほつ海かい道どうにでも行ってるんじゃないですか？　知り合いの実じつ家かが牧ぼく場じようをやってるんで」


「ったく……人を顎あごで使っといて自分だけバカンス？　いい気なもんね！」


　そう吐はき捨すてると、涼子は居間を出て行こうとした。しかし大作に手を摑まれて足が止まる。


「どこへ行くんですか？」


「知れたことよ。池袋に戻って二人の安あん否ぴを確かく認にんしてくるわ」


「無ぶ事じならここに戻ってきますよ。慌あわてて捜さがしに行くこともないでしょう。第一、現実にはビルは倒壊していないんですから、無む駄だ足あしになると思いますが」


「そんなの行ってみなけりゃ分からないわよ」


「気持ちは分かりますが、今は十分な休きゆう息そくをとることが先せん決けつですよ。僕ぼくの手を振ふりほどく力すら残ってないじゃないですか」


　大作の指し摘てきした通りだった。涼子は自分の意い志しで足を止めたのではなかった。口は達たつ者しやでも身体の方はバッテリーがあがってしまっている。


「は……放しなさいよ」


「そうはいきません」


　大作に腕を引ひっ張ぱられると、涼子は抵てい抗こうできずに尻しり餅もちをついた。さらに静馬直じき伝でんの『必ひつ殺さつカニバサミ』で胴どうを挟はさまれ身み動うごきできなくなる。普ふ段だんの涼子のパワーなら大作の体重くらいものともせずに動けるのだが、今はゼンマイの切れかけたオモチャのごとくジタバタするしかない。


「──あ～らあら、意外と元気じゃな～い」


　間ま延のびした声を耳にして涼子は顔を上げた。白はく衣い姿すがたの菱沼奈々子が立っている。ここが大だい門もん高校の敷しき地ち内ないであれば別だが、鬼塚家で見かける白衣には大きな違い和わ感かんがあった。


　頭の上に大きな？マークを浮うかべている涼子をよそに、奈々子は卓ちや袱ぶ台だいの前の座ざ布ぶ団とんに座すわった。続いて居間に入ってきた鬼塚鉄てつ斎さいが、持ってきたお茶と菓か子しを奈々子の前に置き、自分も対面に座って深ふか々ぶかと頭を下げる。


「……して、美雪の身体の具ぐ合あいは？」


「とりあえず外がい傷しようの方は大したことありませんでした。暴ぼう行こうを受けたような痕こん跡せきも見られませんし、一週間もすれば跡あとも残らず綺き麗れいに治なおるでしょう。問題は腕の注ちゆう射しや痕こんですが、簡かん単たんに診しん察さつしたところではこれといった中ちゆう毒どく症しよう状じようは見られませんでした。血けつ液えきを分ぶん析せきしてみないと判断はできませんが、こちらの結果が出るのは明日になります。万が一、今後容よう態だいが急きゆう変へんすることがあれば迷まよわず病院へ行かれた方がよろしいでしょう。一いち応おう、紹しよう介かい状じようを書いておきます」


　患かん者じやの容態についてハキハキと答える奈々子を見て、まるで本物の医者みたいだと涼子は思った。


　鉄斎が謝しや礼れいの入った封ふう筒とうを差し出したが、意外にも奈々子はそれを辞じ退たいした。


「お礼なんてい～んですよ～。今回のことは南な雲ぐも先生に貸かしにしておきますから～」


　そう言ってほくそ笑む。やはり奈々子は奈々子である。


「ところで南雲先生は？　美雪ちゃんを放ほったらかしてどこで油を売ってるわけ～？」


　鉄斎が無む言ごんで涼子に目を向けた。涼子は大作と顔を見合わせる。気まずい沈ちん黙もく──


「慶けい一いち郎ろうは所しよ用ようで出で掛かけておる。帰りが何時になるかは聞いておらん」


　二人に代わって事じ情じようを知らない鉄斎が答えた。その場しのぎの適てき当とうな答えだが、堂々と言うと何な故ぜか根こん拠きよのない説せつ得とく力りよくが発生するから不ふ思し議ぎである。


「また例の失しつ踪そう癖へきが再さい発はつしたのかしら～？　困った人よねえ～」


　昼ひるご飯はんをここで御ご馳ち走そうになるつもりだったのか、当あてが外はずれて気落ちしたように奈々子は言うと、よく冷えた麦むぎ茶ちやをすすった。


　ようやくカニバサミから脱だつ出しゆつした涼子は息も絶たえ絶だえの状態だった。卓袱台の上のピッチャーを摑つかんで湯ゆ飲のみに麦むぎ茶ちやを注つごうとしたが、容よう量りよう一・二リットルのピッチャーが片手で持ち上がらない。見かねた鉄斎が代わって麦茶を注いでやる。しかし今度は湯飲みを摑んだ涼子の手がブルブルと震ふるえ、口に運ぶまでに中身は半分に減へっていた。


「涼子ちゃん、変なクスリでもやってるの～？　それともギャグ～？　もしかしてただの筋きん肉にく痛つう～？」


「……お、おかまいなく！」


　立て続けに麦茶を三杯ばい飲み干ほすと、ようやく手の震えは収おさまった。しかしいざ落ち着いてみると、奈々子がいる居い間まは微び妙みように居い心ごこ地ちが悪かった。奈々子が大作に呼ばれてやってきたであろうことは涼子にも容よう易いに想そう像ぞうできたし、適てき切せつな判はん断だんだとも思う──が、昨さく夜やのことについて質問されたらどう説せつ明めいすればいいのか。美雪はともかく涼子自身の怪我についても『実は仕し込こみ杖づえの殺し屋と斬きり合いまして……』などと言えるはずもない。奈々子がそこそこ非ひ常じよう識しきな大人おとなだとしても、ゾンビや怪かい人じん怪かい物ぶつてんこ盛もりの異い常じような話を頭から信じるとは思えなかった。


「そういえばさ～」


　お茶請うけのわらび餅もちを口に運びながら、奈々子が訊きいた。


「昨夜は例のバイパーズの大会だったんでしょ～？」


「ええ。今世紀最大のビッグイベントでしたよ。菱沼先生も観かん戦せんすればよかったのに」


　大作が『厚こう顔がんの美少年』の異い名みよう通りの愛あい嬌きようたっぷりのポーカーフェースで答える。


「その大会って、グラサン校長も観戦してた～？」


「藤堂校長ですか？　ええ、まあ……観戦というか解かい説せつしてましたけど」


「その大会って、池袋でやってたのよね～？」


「そうですけど」


「巴ともえも──静しず馬ま君のお姉さんも応おう援えんに来てた～？」


「来てましたけど……」


「ふう～ん、じゃあ本当のことなのかしらね～」


　奈々子は顎あごの先に手を当てて考える仕し草ぐさをする。奈々子の関かん心しんが自分たちの方を向いていないことに気付き、大作と涼子は互たがいに目め配くばせした。


「何か気になることでも？」


「今け朝さ、おじさまから電話があったのよね～。それもニューヨークから」


「ニューヨーク？」


「バイパーズの大会の後、外に出たら地球の裏うら側がわだったとかトチ狂くるったことほざいてたのよね～。とーぜん冗じよう談だんだと思って切るじゃな～い？　そのすぐ後に大作君から連れん絡らくがあったわけだけど～、家を出る前にま～た電話があったのよ～。今度は誰だれからだと思う～？」


「話の流れからすると、巴さんからですね？」


「そうなのよね～」


「やっぱりニューヨークから？」


「そう言ってたわね～」


「それで何と？」


「帰りの飛行機代を送れとかぬかしやがるから～『泳いで帰れば～？』って速そつ攻こう切っちゃった～。生なま意い気きにもコレクトコールだったし～」


　助けを求めるならもっと頼たよりがいのある人物にすればいいのに──涼子はそう思ったが、考えてみれば自分たちもそれを言える立場にはない。


　しかしそれよりも問題は二人が電話を掛けてきたという場所である。昨夜地下闘とう技ぎ場じようで観かん戦せんしていた藤堂校長と草くさ[image: ]なぎ巴が現在ニューヨークにいるというのはどういうことなのか。最さい終しゆう戦せんを見み届とどけることなく美雪の救きゆう出しゆつに向かった涼子と大作には何が起きたのか知るよしもないことだった。そして校長と巴が口くち裏うらを合わせているとは考えにくい──となれば、新あらたな可か能のう性せいが浮かび上がってくる。


　涼子が口に出して言うよりも先に、大作は自分のするべきことを理解していた。


「菱沼先生、すぐに帰ってください」


「ええ～!?」


「ニューヨークからの電話を受けるためですよ。僕も校長先生に訊きたいことがあるんでご一いつ緒しよさせていただきます」


　大作はわらび餅を食べている途と中ちゆうの奈々子を急せかせて居間から追い出すと、一いち礼れいして出て行った。二人を玄げん関かんまで見送り、戻ってきた鉄斎が言った。


「さては慶一郎もニューヨークか」


「さあ……それはまだ分かりません」


　涼子は居い住ずまいを正ただし、鉄斎に向かって一礼した。順じゆん序じよは逆ぎやくになったが、弟で子しとして昨夜の報ほう告こくをしなければならない。


「おおよそのところは大作から聞いている。凄すさまじい真しん剣けん勝しよう負ぶであったそうだな」


　向き合って座った鉄斎がねぎらいをこめて言った。


「相手は居い合あいを遣つかう殺し屋と聞いた。真剣に対して木ぼく刀とうでよくぞ勝利を得えたな」


「……いえ、あの武ぶ器きでなければ勝てなかったと思います」


　涼子が用意していった〈梳くしけずる牙きば〉はただの木刀ではない。櫛くし状じようの鉄てつ心しんで受け止めた刀とう身しんを砕くだくという工く夫ふうが施ほどこされた『和わ製せいソードブレイカー』とでも称しようすべき特とく異いな武器であった。それに加えてあらかじめ着き込こんでいた防ぼう刃じん防ぼう弾だんベスト、さらには右京の助じよ言げん、そして万に一つの幸こう運うんが涼子に味方した結果の勝利だった。相手の剣けん士しとしての実力は涼子を圧あつ倒とうしており、かりに再さい戦せんしたとして勝てる相手ではなかった。


　また厳げん密みつに言えば殺し屋[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜんに最後のとどめをさしたのは涼子自身ではない。対たい決けつで精せい魂こんを使い果たした涼子は、不ふ覚かくにも烈膳の生死を確かく認にんしなかったのだ。烈膳は後に息を吹ふき返し、その場に居合わせた慶一郎によって倒されている。


　その後の地じ獄ごくのような脱だつ出しゆつ行こうを思い返してみると、よく生きて帰ってこれたものだとあらためて身み震ぶるいがした。


「そして……よく美雪を救い出してくれた。礼の言いようもない」


　鉄斎は深ふか々ぶかと頭を下げた。それを見た涼子は慌あわてて平へい伏ふくする。


「どうか顔を上げてください。そもそもあたしが飛ひ天てん流りゆうの剣けんを学んだのはこういった時のためです。悪あくと対たい決けつするための力をくれたのはお師し匠しようさまじゃないですか。礼を言うのはむしろあたしの方です」


　そう言いながら、涼子はようやく美雪を救出するという最大の目的を果たしたのだと実感し、肩かたから力が抜ぬけていくのを感じた。しかしそれは勝利の喜びにはほど遠い、虚きよ脱だつ感かんにも似にた感覚だった。素す直なおにただ喜ぶことのできない複ふく雑ざつな感情が胸の底で渦うずを巻いている。その正しよう体たいが何なのかは涼子自身にも説明しがたいものであった。


　ぎゅるるるるるる……


　緊きん張ちようが解とけたせいか、いきなり涼子の胃い袋ぶくろが盛せい大だいに鳴った。


　不ふ意いのことに頰ほおを赤らめる涼子に、鉄斎は微笑ほほえんで言った。


「腹はらの虫も催さい促そくしておることだし、朝あさ飯めしにするか」


「いや、あの、その……」


「用意はできておる。あの男の書き置きにもそう書いてあるしな」


　鉄斎は卓袱台の上のメモを取って涼子に見せた。





『御み剣つるぎ涼子の本日の予定……ジジイの作った握にぎり飯めしをたらふく食った後、爆ばく睡すい』





　結局、その通りになった。





　　　　三





　九月十八日──水曜日。


　行く夏を惜おしむ蟬せみの声が聞こえてくる、気け怠だるい昼ひる休やすみ。


　涼子は机つくえに頰ほお杖づえをつき、ぼんやりと窓まどの方に目を向けていた。


〈Ｖ─１エクストリーム〉決けつ勝しよう戦せんから二日、窓側の列の一番後ろの席せきは空あいたままになっている。静馬とともにクラス担たん任にんである南雲慶一郎の姿すがたも校内にはない。静馬はもともと不良生徒であるし、慶一郎も失しつ踪そう癖へきで知られる問題教師なので今回の二人の不ふ在ざいについてもたいした話題にはなっていない。


　大作が藤堂校長と連れん絡らくを取ったところでは、決勝戦を観かん戦せんに来てニューヨークに飛ばされた観客の中に静馬と慶一郎はいないという。静馬はともかく海外生活の長い慶一郎なら地球の裏側からでも自じ力りきで戻もどってくるのはわけもないはずだが、いまだに電話ひとつ寄こしてこない。連れん絡らくの取れない場所にいるのか、あるいはその状じよう態たいにないのか──どちらにせよ行方ゆくえ不ふ明めいであることに変わりはなかった。


　美雪はあの日から眠ねむり続けていた。


　ときおりベッドから起きあがってくることもあるらしいが、鉄斎が話しかけても反はん応のうはなく、すぐにまた眠ってしまうのだという。奈々子の話では血けつ液えきにはとくに問題は見られず、覚かく醒せい剤ざい等とうの薬やく物ぶつも検けん出しゆつされなかったらしい。一度医い師しが往おう診しんに来たが、眠り続けているのは精神的肉体的にショックが大きかったせいだろうという診しん断だんである。眠ったままで水も食事も摂とらないため昨日きのうからは点てん滴てきで栄えい養ようを補ほ給きゆうしている。


　涼子自身の体たい調ちようもすぐれなかった。筋きん肉にく痛つうはすぐに治なおったものの、軽かるい頭ず痛つうと食しよく欲よく不ふ振しんが続いている。何より気分が落ち込んでいた。


　憂ゆう鬱うつの原因は明めい白はくだった。[image: ]原烈膳との真しん剣けん勝しよう負ぶである。


　試し合あいではない命いのちがけの決けつ闘とうがどういうものか、数多あまたの剣けん豪ごう小説を読んで十分に知っているつもりだったが、実際に経けい験けんしてみて初めて気付いたことがあった。


　二人の剣士が闘たたかえば、必ずどちらかが斃たおれることになる。


　勝った者は生き残り、敗やぶれた者は死ぬ。


　真剣勝負は強い者が勝つ。また勝利者こそが強きよう者しやであり真しん理りである──涼子はそう単たん純じゆんに信じていたが、現げん実じつにはどうだったか。


　剣士としての[image: ]原烈膳の実力は涼子をはるかに凌りよう駕がしていた。


　烈膳の居い合あいに伝でん統とう芸げい能のうの要よう素そはない。純じゆん然ぜんたる職しよく能のうとしての人ひと斬きりであり、そのためにくぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがう。まともに挑いどめば万に一つの勝ち目もない相手である。


　しかし結果として勝利したのは涼子だった。


　勝利そのものに不ふ満まんがあるわけではない。どうしても勝たなければならない勝負だった。それは間ま違ちがいない。


　だが時が経たつにつれ勝利の実感は薄うすれていき、涼子の心でひとつの事実が重おもさを増ましていった。


　現代に生きるサムライ──その一人を斃してしまったという事実である。


　剣けん術じゆつとは人を斬る技術である。涼子の師し匠しようである鬼塚鉄斎はその本ほん質しつを正面からとらえ、現代に生きながら実じつ戦せんの剣を追つい求きゆうしている。その求めるところには高こう尚しような理り念ねんなどはなく、ぞんざいな言い方をするならばただ『ぶった斬ぎるべき相手をぶった斬るべき時に確かく実じつにぶった斬る』ための技術があるだけだ。そういった点において鉄斎と烈膳は同じジャンルに属ぞくしている希け有うな人物といえる。


　烈膳と相あい対たいしたときに感じた肌はだが粟あわ立だつような凄すご味み。


　相手が涼子のような女子高生であっても甘あまく見て油断したりせず、確実に仕し留とめようとする憎にくたらしいまでの用心深さ。


　仕し込こみ刀がたなを折られても一いつ瞬しゆんの動どう揺ようすら見せなかったあのしたたかさ。


　対決の内容を思い返すほどに、自分が闘たたかった相手がいかに強い剣士であったかを思い知らされる。


　それだけに惜しいと思う。


　あの居合いの業わざを会え得とくするまでにどれほどの鍛たん錬れんを重ね、どれほど苛か烈れつな経験を経へてきたのか。磨みがき上げられたそれらの技術も精神も、誰にも伝えられることもなく、遣つかい手の死とともに闇やみの彼方かなたに消えていく。


　立場こそ違えど、サムライを目指す涼子にとって、烈膳は学ぶべき多くのものを持っていたはずだ。しかしその機き会かいはもはや永久に失われてしまった。


　それはあまりにも愚おろかで残ざん酷こくなことではないのか──


　その思いが涼子を憂鬱にさせている。


　それがはっきりしたのは昨日のことである。





　昨日、涼子は美雪を見み舞まったついでに、飛ひ天てん神社の道どう場じようで鉄斎を相手に烈膳との対たい戦せんを再さい現げんした。囲い碁ごや将しよう棋ぎにおける感かん想そう戦せんのようなものである。


　ところが互たがいに木刀を手に向き合ったとたん、涼子は不ふ意いに喉のどの渇かわきをおぼえた。動どう悸きが速はやまり、全身から冷ひや汗あせがふき出す。木刀を摑つかむ手が痙けい攣れんしたように震ふるえた。まるでパニックの発ほつ作さを起こしたように視し界かいが暗くなり、涼子は立っていられなくなった。


　この時、涼子の心の底で渦うず巻まいていた感情がようやく言葉として形になった。


　鉄斎と同じく現代に生きる剣士でありながら、敵てきとしてまみえ闘わざるをえなかった巡めぐり合わせ。そして闘えばどちらかが斃れることになる真剣勝負の残ざん酷こくさ。その結果、儚はかなく失われる精せい妙みようなる剣けん技ぎと研とぎ澄すまされた精神──


　発作がおさまった後、涼子はそれらの思いを鉄斎を前に吐と露ろした。自分の中でも整せい理りできていない、胸の奥おくからあふれ出るままに言葉を吐はき出した。


　すべてを聞き終えた鉄斎は、やがて答えた。


「人間は……その場その時において、それほど多くの選せん択たく肢しを持ち合わせてはおらん。あれも、これもというわけにはいかんのだ。美雪を救うためには、その男を斬る他ほかに選べる道はなかった──それで納なつ得とくはできんのか？」


「それは分かっています。分かってはいますが……」


「御剣よ。飛天流が現代にあるのは、生しよう涯がいに一度あるかいなかの土ど壇たん場ばで後こう悔かいせぬための力──あくまで闘うための技術にすぎぬ。闘うことの意味、闘ったことにより生しようじた結果は、ともに闘う者自身が背せ負おわねばならんものだ。誰にも肩かた代がわりできるものではない」


　鉄斎の言葉は穏おだやかでありつつ厳きびしかった。


「しばらく稽けい古こは休め。剣も握にぎるな。自分で答えを出すまではな──」





　涼子は机に突つっ伏ぷして気の抜ぬけたため息を吐ついた。


　身体を動かしている間は悩なやみも忘れていられるのだが、師匠から稽古を禁きんじられては自じ宅たくで素す振ぶりもできなかった。実じつ際さい、木刀を構かまえただけで気分が悪くなるので稽古どころではないのが現げん状じようである。とはいえ一度考え始めると涼子の心は千ち々ぢに乱みだれてしまう。


　涼子はいま無む性しように慶一郎に会いたいと思った。


　俺おれみたいにはなるなよ──そう言い残して死し地ちへ赴おもむいた一人の男に。


　自分の担たん任にんするクラスの生徒と同じ年とし頃ごろの少年であろうと、敵とあれば容よう赦しやなく屠ほふることができる非ひ情じようの男に。


　戦士としてはるかな高みにいるはずのあの大男なら、涼子の心の迷まよいなど簡かん単たんに吹ふき払はらってくれるように思えた。『俺みたいにはなるな』などという言葉を口にする人間にどの程てい度どの責任感があるのかという根こん本ぽん的てきな矛む盾じゆんを無む視しした思し考こうである。


　慶一郎の残した言葉の意味を理解せずに虫のいいことを考えていると、慌あわただしい足音が教室に飛び込んできた。


「涼子さん、涼子さん！」


　顔を上げて確認するまでもなく声の主あるじは大作である。相手をするのも面めん倒どうなので無む視しを決め込もうとした涼子だったが、大作の次の言葉に意い表ひようをつかれた。


「狸たぬき寝ね入いりしてる場合じゃありませんよ！　帰ってきたんですよ!!」


「────!?」


　涼子は反はん射しや的てきに椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がっていた。





　　　　☆





　ポロロロ～～ン……


　哀あい愁しゆうと能のう天てん気きさをあわせ持った弦げん楽がつ器きの音ね色いろが響ひびく。


　大作に導みちびかれるまま校長室に足を踏ふみ入れた涼子は、目の前に飛び込んできた光こう景けいに啞あ然ぜんとなった。


　ハイビスカス柄がらの真まっ赤かなアロハシャツを着た中年男が、胸に抱かかえたウクレレをつま弾びいている。サングラスをかけたその顔は少々日ひ焼やけしているが、涼子もよく知っている人物だった。


「帰ってきたって……校長じゃない！」


　涼子は大作の後頭部を平ひら手てでひっぱたいた。


「だからって叩たたかれる理由はありませんよ。誰だれだと思ったんです？」


「そりゃあ──」


　言わずもがなのことを言いかけたが、空むなしくなってやめた。期き待たいに胸をふくらませただけに落らく胆たんも大きいが、自分の勘かん違ちがいとあってはふてくされるしかない。


　校長室には中なか村むら環たまきをはじめとするＫファイト実行委員会の面めん々めんの姿すがたがあった。涼子の後から菱沼奈々子も校長室に入ってくる。


「なぁに～？　その格かつ好こうは～？」


「あいにくとハワイ経けい由ゆの便びんしかなくてな」


「とかなんとか言っちゃって～。実はニューヨークじゃなくてハワイでバカンスしてたんじゃないの～？」


「そう言うだろうと思ってな。見たまえ。これが証しよう拠こだ」


　藤堂校長は写真の束たばを奈々子に渡わたした。


　ブルックリン橋、自由の女め神がみ、二階建だてバス、セントラルパーク、タイムズスクエアｅｔｃ……ニューヨークの観かん光こう名めい所しよ＆名物を背はい景けいに校長を写うつした証しよう拠こ写真である。写真は三〇枚まい以上あり、一いつ緒しよに飛ばされた中村の他、草[image: ]巴と姫ひめ川かわ沙さ羅らも写っている。


　写真を見た大作が軽けい蔑べつの眼まな差ざしを校長に向けた。


「完全に観かん光こうじゃないですか！　しかもちょっとしたハーレム気取りだし」


「これって浮うわ気き旅行じゃないの～」


「人ひと聞ぎきの悪いことを言うのはやめたまえ。同じ場所で一枚や二枚撮とったところで合成だと疑うたがわれるのがオチなのでな。これだけあれば私がニューヨークにいたという確かく実じつな証拠になるだろう」
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「その写真が何だって言うんですか？」


　写真に興きよう味みのない涼子は早くも帰りたい気分になっていた。


「御剣君を呼んだのは他ほかでもない。神矢君とともに証しよう言げんしてもらいたいのだよ。〈Ｖ─１エクストリーム〉決勝戦の会場となった地下闘とう技ぎ場じように私と中村君がいたことをな。あの短時間では池袋からニューヨークへの移動は飛ひ行こう機きでも不ふ可か能のうなはずだ。そしてもう一つ、君たち二人は最さい終しゆう戦せんの前に闘技場を離はなれて地上へ出ていたそうだが、その理由を知りたい。あるいは君たちはあそこで起きることをあらかじめ知っていたのではないのかね？」


　首にレイまでかけたハワイアン丸出しのオヤジにしては鋭するどい質問だった。ここはすっとぼける以外にない。


「別に……地上にいたのはたまたまです」


「決勝戦を最後まで観戦することなく、たまたま地上に出ていたというのかね？」


「トイレを探さがしていたら外へ出てしまったというだけです」


「……ふむ、筋すじは通っているな。ではもうひとつ質問だ。ニューヨークに飛ばされた人間の中に草[image: ]君の姿はなかった。地上で彼に会わなかったかね？」


「────!!」


　涼子は絶ぜつ句くしてしまった。


　あの時、地上で静馬と会ったのは事実である。しかしその前後の状じよう況きようについて語ることはできなかった。涼子は[image: ]原烈膳と対決し、できたてゾンビが群むれをなすビルから美雪を連れて脱だつ出しゆつした直後だったし、静馬はその後涼子たちが脱出してきたばかりのビルに向かったのである。


「どうしたのかね？　何か知っているのかね？」


「あたしは知りません。南雲先生にでも訊きいてください」


「どうしてそこで南雲君の名前が出てくるのかね？」


「…………」


「そういえばあの日以来、南雲君も行方ゆくえ不ふ明めいだというじゃないか。何か関かん連れんが？」


　話をそらすつもりが思わぬ墓ぼ穴けつを掘ほったようだった。地下闘技場で〈Ｖ─１エクストリーム〉決勝戦が開かい催さいされている頃ころ、地上のビルに慶一郎がいたことを知っているのは涼子と大作の二人だけなのだ。


　藤堂校長にしてみれば自分の身に起きた怪かい現げん象しようの謎なぞを解ときたいという一心からの質問だろうが、あの一夜の自分たちの行動について詮せん索さくされるのは面めん倒どうだった。適てき当とうな話をでっち上げてこの場を切り抜ぬけようという気力もなく、涼子は不ふ景けい気きな顔で黙だまり込こんだ。


　タイミング良く昼休みの終しゆう了りようを告つげる予よ鈴れいのチャイムが鳴なり響ひびいた。ものも言わず校長室を出ていこうとする涼子の背中に藤堂が呼びかける。


「待ちたまえ。話はまだ──」


「ノーコメント！」


　投げやりに言い放はなって廊ろう下かに出た涼子は、二年Ｂ組の教室とは逆方向に足を向けた。





　　　　四





　午後の授じゆ業ぎようをサボり、涼子はエアコンのきいた図と書しよ館かんで時間をつぶすことにした。


　気分転てん換かんにと山田風太郎の忍にん法ぽう帖ちようシリーズの一冊さつを棚たなから持ってきたが、超ちよう人じん的てきな能力を持つ忍にん者じやが大おお勢ぜい登場しては忍法合がつ戦せんの末すえに次から次へと死んでいく展てん開かいにカタルシスを感じるどころか逆に悲しくなってしまい、結局、椅い子すを並ならべてふて寝を決め込んだ。


　六時限目の授業が終了からほどなくして、結ゆう城きひとみが起こしに来た。ろくに寝た気がせず頭はぼうっとしている。


「涼子ちゃん、部活は？」


「……今日きようは休む」


　正せい確かくには『今日も』である。しかしそこを指し摘てきするほどひとみも野や暮ぼではない。


「じゃあ買い物に付き合ってよ。私も今日は当番じゃないし」


　とくに断ことわる理由はなかった。大作に見つからないように注意して大門高校を脱だつ出しゆつすると、高たか島しま平だいらの駅前でバスに飛び乗る。


　バスに揺ゆられながら、涼子はふとあることに気付いてひとみに訊たずねた。


「つかぬことを訊きくけどさ……氷ひ室むろ那な智ちはどうしてる？　最近連れん絡らくとった？」


「そういえば今週はまだ話してないけど、氷室君に何か用？」


「用っていうか、日本国内にいるかどうか気になって」


「？」


　ひとみは要よう領りようを得えない顔をしている。やはり〈Ｖ─１エクストリーム〉決勝戦については何も知らないらしい。那智がニューヨークまで飛ばされたかどうかは後で大作に確認させればいいだろう。もし那智が静馬と同じく地上に出ていて〈幻まぼろしの大だい崩ほう壊かい〉に巻き込まれたとすれば行方不明になっている可能性もある。決勝戦に出場した他のバイパーズがどうなったのか興きよう味みはあったものの、今はそのことを深く追つい及きゆうする気にはなれなかった。


　終点の池袋に降おり立つ。街まちは何なに事ごともなかったようにいつもの喧けん噪そうに包つつまれていた。


　ひとみに付き合って大型書店やＣＤショップをハシゴする。バイパーズ・レイヴを覗のぞきに行きたい気分ではなかった。やっていたとしてもおそらくロクな面子メンツが揃そろっていないだろう。


　西日がビルを赤く染そめる頃ころ、涼子はひとみにわがままを言って繁はん華か街がいを離はなれ、建設中の豊と島しま清せい掃そう工場に足を向けた。


　ＪＲ山やまの手て線せんをまたぐ陸りつ橋きようから清掃工場全体を眺ながめる。建設工事は滞とどこおりなく進められているようだった。涼子と大作が目もく撃げきしたゾンビたちは一人も見つからなかったという。すべてが一夜の夢ゆめのように痕こん跡せきも残さず消えてしまったのだ。


「──ほほう、こいつは面おも白しろい。重じゆう力りよく場ば異い常じようがはっきり出ているぞ」


　怪あやしげな声を耳にして振ふり向くと、怪しいとしか言いようのない人物がいた。


　四〇前後に見える恰かつ幅ぷくのいい男である。


　白はく衣いを着ているところは研究者のようだが、携たずさえている機き械かいが異い様ようだった。


　ガンマイクやレーダー、アンテナ等とうのセンサー類るいをでたらめに組み合わせたような機き器きを右みぎ肩かたに担かついでいる。バックパックのサイドから伸のびた鉄のアームが、ちょうど男の手元の高さに小こ型がたのノートパソコンを保ほ持じしている。頭にも三種類のレンズが付いたゴーグルを装そう備びしていた。とにかく何かを測そく定ていしたくてしょうがない人物であるらしい。


　涼子は怪かい人じん物ぶつと清掃工場を交こう互ごに見た。何度確かく認にんしても男のカメラアイはまっすぐ清掃工場に向いている。


「歪ゆがみの中心は……」


　男は左手でパソコンのキーボードを叩たたくと、センサーの束たばの角度を上げた。センサーの動きに合わせて顔が上がり、カメラアイの仰ぎよう角かくがどんどん大きくなっていく。清掃工場の煙えん突とつのさらに上空に目を向けているらしい。


　測定に夢む中ちゆうになっている男は担かついだ機器の重じゆう量りようを忘れていた。重心が後ろに下がりすぎてバランスを崩くずしかけた瞬しゆん間かん、涼子は手を伸のばして男のネクタイを摑つかんだ。


　転ころぶ寸すん前ぜんの微び妙みようなバランスで静せい止しした男は、涼子に顔を向けた。伸びきっていた大型レンズが縮ちぢんで涼子の顔に焦しよう点てんを合わせる。


「……ふむ、美しい」


　男はレンズ付きゴーグルを跳はね上げて素す顔がおをさらした。立りつ派ぱな口ひげをたくわえた紳しん士しである。目の光に油ゆ断だんのならない鋭するどさと少年のような純じゆん真しんさが同どう居きよしていた。


「何なに者ものかね、君は？」


「通りすがりの高校生。あんたは？」


「見ての通りの科学の使し徒とじゃよ」


　生はえ際ぎわに白しら髪がこそまじっているが、歳としに似に合あわぬ年寄りくさい口く調ちようだった。涼子は清掃工場をあごでしゃくった。


「あの建物に何か問題でも？」


「大ありじゃな。空間の歪みの痕こん跡せきがある。重力場の異常といっても人間の五感では察さつ知ちできんほどのレベルではあるが──」


「つまり……？」


「重力場に影えい響きようを与あたえるほどの──すなわち天体クラスの巨きよ大だい質しつ量りようを持った『何か』が存そん在ざいしたという証しよう拠こじゃよ。おそらくは数日前、時間にして数秒といったところかの。正確なところは厳げん密みつな測定と再計算が必要だが、おおよそそんなとこじゃろ」


「どうしてそんな現げん象しようが？」


「仮か説せつならいくらでも立てようはあるが、実じつ際さいに何が起きたのか解かい明めいするのは難むずかしいじゃろ。現代科学の限げん界かいというものもあるが、この程度のことでいちいち寄より道しているほどワシも暇ひまではないのでな」


「あれを調しらべにきたんじゃないの？」


「うむ、違う」


「…………ちっ」


　急きゆう速そくに興きよう味みを失い、涼子はネクタイから手を放はなす。男は少しふらついたが転てん倒とうはまぬがれた。


「待ちたまえ、お嬢じようちゃん」
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　呼びかけを無む視しして涼子は早はや足あしで立ち去っていく。代わりに足を止めたひとみに、男はシャツの胸むねポケットから取り出した銀ぎん色いろのカードを手て渡わたした。


「科学の力が必要になったら呼ぶといい。相そう談だんに乗るぞ。ただし暇ひまなときにな」


　カードは金きん属ぞく製せいの名めい刺しのような物だった。


　表にはオリオン座の三つ星を模もしたマークと『ドクター・マックス＝ムラサメ』の名前が彫ほり込まれている。裏うら返がえしてもバーコードが印いん刷さつされているだけで、住所や電話番号は見当たらなかった。これでどうやって連れん絡らくを取れというのか。


　謎なぞの科学者ドクター・ムラサメはコードの束を怪かい獣じゆうの尻尾しつぽのように引きずりながら涼子とは逆方向に去っていく。


「……もうっ」


　ひとみはカードを定期入れにしまうと、駆かけ足で涼子を追った。





　　　　☆





　二人が再ふたたびバスに乗って地元に帰ってきたのは、あたりに夕ゆう闇やみが降おりてきた頃ころだった。


　赤あか塚つか公こう園えんの歩ほ道どうを肩かたを並ならべて歩く二人の間に会話はなかった。


　物もの思おもいに沈しずむ涼子は帰りのバスの中でも無む口くちで、ひとみが話しかけないでいるといつまでも難むずかしい顔で黙だまり込んでいる。


「──ねえ涼子ちゃん、そろそろ教えてくれない？」


　別れ道にさしかかったところで、ひとみが口を開いた。涼子の足が止まる。


「何が？」


「バイパーズの大会がどうなったのかってこと」


「……大作君から聞けば？」


「だって、涼子ちゃんも観かん戦せんに行ったんでしょ？」


「あたしも最後までは見てないから──」


　そう言いながら、涼子は最後に会った時の静馬の様子を思い出した。静馬はひと目見て分かるほどのダメージを負っていた。慶一郎とＫファイトで対たい戦せんしてＫＯされた時よりもずっと深ふか手でだったように思える。


　最終戦は刹せつ羅らとの一いつ騎き討うちだったはずだが、相当に苦く戦せんしたのだろう。最後まで実じつ況きよう席せきで観戦していた藤堂校長なら対たい戦せんの内容も詳くわしく知っているはずだが、会えば逆に詮せん索さくされることになりそうなので本人の口から聞くのは気が進まなかった。後から大作経けい由ゆで教えてもらうしかない。


「氷室君は？　決勝まで残ってた？」


「え？　ああ……そっちね。一応、決勝に残った八人の中には入ってたわ。静馬と対戦してけっこういいところまでいったけど、惜おしくも敗はい退たいってとこね」


　結果的に敗やぶれたとはいえ、那智は必ひつ殺さつ技わざ〈ワン・ショット・アット・グローリー〉で静馬をＫＯ寸前まで追いつめていた。大だい健けん闘とうといっていい。


「あそこまでやれれば優ゆう等とう生せいとしちゃ上じよう出で来きでしょ。負けても悔くいなしってとこで」


「そう……よかった」


　ひとみはほっと胸をなで下ろした。なるほど次に会ったときに〈Ｖ─１エクストリーム〉の結果を知っているのといないのとではとるべき態たい度ども違ってくる。


「でも、どうして最後まで観戦しなかったの？」


　当然の疑問である。ひとみに他た意いはないのだろうが、また言いい訳わけをするのかと涼子は気が重くなった。


「それは……」


　涼子は異い様ような気配を感じて口ごもった。


　まだまだ残ざん暑しよ厳きびしい季節だというのに、冷れい気きに肌はだが粟あわ立だつ。エアコンの冷風を直じかに浴あびたような感覚だが、近くにそんな冷気の漏もれてくる建物はなかった。


　不ふ意いに、背はい後ごに人の気配がした。


　冷たい風はその人ひと影かげから流れてくるようだった。まるで氷の柱はしらがいきなり出しゆつ現げんしたかのようである。


　金かな縛しばりにあったように振ふり向けずにいると、耳元でささやくような声がした。


『──御剣涼子だな』


　低いが、まだ少年と分かる声こわ色いろである。


『お前を……殺す』


「────!!」


　涼子は丹たん田でんに気合いをこめて金縛り状態から脱だつすると、ひとみを歩道から芝しば生ふの方へ突つき飛ばした。跳とび退すさりながら肩にかけた竹刀しない袋ぶくろを摑つかみ、口くち紐ひもに手をかける。


　振り向いた時、声の主は眼がん前ぜんに迫せまっていた。


　街がい灯とうに照てらし出された『敵てき』は、ボロ布ぬのを頭からマントのようにかぶっていた。フードで顔は隠かくれていたが、その下に射いるような眼がん光こうを宿やどした黄色っぽい双そう眸ぼうがちらと見えた。


　バチィ！


　電でん光こうのような白い輝かがやきが閃ひらめき、涼子の網もう膜まくに焼き付いた。


　稲いな妻ずまに打たれたような衝しよう撃げきを受けて歩道に尻しり餅もちをつく。


　再び目を見開いた時、マントの少年の姿は消えていた。頭上で何かが木の枝を揺ゆらす音がして、続いてカラスの鳴き声が聞こえた。


「い……いきなり何なの？　涼子ちゃん……」


　突き飛ばされたひとみが文もん句くを言いながら起きあがってくる。


　涼子は尻餅をついたまま固かたまっていた。全身から冷ひや汗あせが噴ふき出している。


　両手で前方に突き出す形になっている竹刀袋が、中に入っている竹刀と木刀ごと、真まっ二ぷたつに斬きり裂さかれていた。
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　第五十一話　サムライガール［天てん魔ま降こう臨りん篇へん］







〈九月十九日──晴れ〉





　最高の拳けん法ぽうは、その動作の内に宇宙の法ほう則そくを体たい現げんしているという。


　拳法を正しく体たい得とくすることは、すなわち宇宙と一体になることを意味する。


　仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威カムイの拳けん〉は厳げん密みつには拳法ではないが、その鍛たん錬れんの基き本ほんとなる呼吸法は〈気〉の流れ──まさしく『宇宙の力』を借かりるための技ぎ術じゆつだ。


　拳法を学ぶにはまず心を純じゆん真しんにして宇宙へと開かねばならないというが、〈神威カムイの拳けん〉の場合はむしろ逆ぎやくだ。宇宙の力を借りて闘たたかえば闘うほど精神は透とう明めいになっていき、無意識のうちに肉体自身が最さい適てきな動きを選せん択たくするようになっていく。


　しかしそれが極きよく限げんに達した境きよう地ち──〈神威カムイの拳けん〉の究きゆう極きよくの姿を、俺は知らない。


　意識が限りなく透明になり、やがて無むの境きよう地ちへと至いたろうとするその寸すん前ぜん、俺の意識はぷっつりと途と切ぎれ、肝かん心じんなところは何も覚おぼえていないからだ。


















　壱ノ章　禁きんじられた瞳ひとみ
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　空が赤く染そまっていた。


　燃もえる夕ゆう焼やけの赤ではない。暗くらい血の色の赤だった。


　その深しん紅くの空の下に蠢うごめく黒い影かげがあった。


　複ふく数すうの尖とがった爪つま先さきが地面を踏ふむ。


　しかし敵は一人──否いな、一体だった。


　黒光りする鎧よろいのような皮ひ膚ふに覆おおわれた身体からだは、節せつ足そく動どう物ぶつと同どう様ように頭部・胸部・腹部にはっきりと分かれている。


　胸部の左右から三対ついの長い脚あしがＭ字形に伸のび、頭とう頂ちよう高こうで四メートル近くある巨きよ体たいを支ささえていた。頭部を囲かこむように無む数すうの節足が生はえており、さながら花はな弁びらのように見える。


　矢や尻じりのように三角形に尖とがった半はん透とう明めいの頭部には、青白く光る二対の複ふく眼がんと、中央に真しん紅くに瞬またたく単たん眼がんを備そなえていた。


　その五つの邪じや眼がんが涼子を見み据すえている。肌はだが粟あわ立だつ感覚を覚えながら、しかし涼子は冷れい静せいだった。


　涼子の視し覚かくは目の前の怪かい物ぶつの死点を見み抜ぬいていた。喉のどの下にあたる部分、頭部と胸部のつなぎ目の奥おくに、邪じや悪あくな生命力の源みなもとたる〈核かく〉がある。


　そこを貫つらぬけば一いち撃げきで倒たおせる。それ以外に勝しよう機きはなかった。


　頭部を囲む細い節足が槍やりのように伸のびた。コンマ一秒の時間差で次々と繰くり出される節足を、涼子は紙かみ一ひと重えで躱かわしながら右方向に回り込む。


　節足の射しや角かくの外に出ると、怪物は六本の脚あしを波打つように踏ふみ換かえて涼子を正面に捉とらえようとした。


（──鈍にぶいわ！）


　涼子は直角に方向転てん換かんすると、上体を屈かがめて怪物の胸の下に潜もぐり込もうとした。


　怪物は後ろの四本の脚で身体を支え、胸を反そらせるようにして立ち上がると、前の一対の脚で涼子の身体を左右から挟はさむように攻こう撃げきしてくる。


　その動きが見えていた涼子は跳ちよう躍やくし、前脚を蹴けってさらに高く跳とんだ。


　涼子の眼前に怪物の弱点が無む防ぼう備びにさらされている。首と胸の装そう甲こう皮ひ膚ふの隙すき間まを狙ねらって木ぼく刀とうを突つき出す。


　その刹せつ那な、涼子の身体に衝しよう撃げきが走った。


　真下から突き上げてきた三つ叉またの矛ほこのような武ぶ器きが、涼子の胸むな板いたを貫いていた。


（なっ──!?）


　それは怪物の尻尾しつぽの先せん端たんだった。尻尾が股またの下をくぐり、その鋭えい利りな穂ほ先さきで空中にあった涼子の身体を刺さし貫いたのだ。


　熱い塊かたまりが気き管かんを逆ぎやく流りゆうし、涼子の口から噴ふき出す。大量の鮮せん血けつであった。


　肉体の芯しんから凍こおり付くような悪お寒かんとともに、死の痙けい攣れんが涼子の身体を走り抜ける──





「うわあああああああぁぁぁ────ッ!!」


　タオルケットを蹴け飛とばして涼子は跳はね起きた。


　自分の部へ屋やのベッドの上である。


　全身に滝たきのような汗あせをかいていた。身体にべったりと張はり付いたＴシャツを脱ぬぎ、胸に手を当てる。傷きずがないことを確認して、涼子は大きく息を吐ついた。


　おそろしくリアルな夢だった。胸を貫かれた激げき痛つう、死の感かん触しよくまでもが本物としか思えなかった。


「…………痛つうっ」


　涼子は頭を押おさえた。左側頭部に強い痛みがある。外がい傷しようではなく偏へん頭ず痛つうであった。


　目の奥に火花が散ちるような痛みに歯を食いしばって耐たえる。壁かべに手をつきながら階かい段だんを下り、バスルームにたどりつくと下した着ぎ姿すがたのまま頭から冷れい水すいのシャワーを浴あびた。


　床ゆかに座すわり込んで壁に背をもたれ、死体のようにピクリとも動かずシャワーを浴び続けること数分──


　ようやく頭痛が和やわらいだ頃ころ、涼子の頭から悪あく夢むの記き憶おくは煙けむりのように消え去り、不ふ吉きつな感触と憂ゆう鬱うつな気分だけが残った。


　涼子はシャワーを止めようと蛇じや口ぐちに右手を伸のばした。その手が空くうをきる。


（────？）


　蛇口が二つになっていた。電でん波ぱ状じよう況きようの悪いテレビのように像ぞうがダブって見えている。


　涼子は何度か目をつぶったり開けたりしたが、二重像は直らない。再ふたたび右手を伸ばすがやはり摑つかめず、結局両目をつぶったまま手て探さぐりで蛇口を探り当てて水を止めた。


　あらためてバスルームの中を見回す。左右の目で見た像が完全にずれていて、立体的な視し覚かくとして統とう合ごうされていない。左右の目で別々に見てみると、右目の視覚が狂くるっているようだった。見たい方向とは別方向に目が向いてしまうのだ。


　脳と身体は神しん経けい的てきには左右逆ぎやくにつながっているという。右半身の情じよう報ほうを処しよ理りしているのは右脳ではなく左脳である。左側頭部の頭痛が原因で右目の視覚に狂くるいが出ているのではないか──涼子は少ない知識で一応の仮か説せつを立てて自分を納なつ得とくさせた。とにかく右目をつぶっていれば行動には支し障しようはなかった。


　バスルームを出て身体を拭ふき、下着を着き替がえる。リビングに移い動どうして救きゆう急きゆう箱ばこに一つだけ入っていた眼がん帯たいを着つけたところで、涼子は愕がく然ぜんとなった。およそ忘れるはずのないことを失念していたからである。


『──お前を殺す』


　昨日、涼子は謎なぞの敵てきから宣せん戦せん布ふ告こくを受けた。


　日が暮くれていたとはいえ声をかけられるまでその存在にまったく気付かず、涼子は木刀を抜ぬき合わせることもできずに攻撃を受けた。敵の使った武器は分からないが、竹刀袋に入ったままの木刀と竹刀が一いち撃げきで切せつ断だんされている。


　敵がそのつもりならあの場で涼子を仕し留とめられたはずだが、なぜかそうせずに姿をくらました。ありがたいことではあるが、敵の顔も武器も分からずでは対たい策さくの立てようがない。


　敵の少年（少なくとも声こわ色いろは少年のそれだった）の正体が実は[image: ]原烈膳の弟で子しで、使う武器は仕し込こみ杖づえ、烈膳の仇かたきとして涼子を狙ねらってきた──そう考えると筋すじが通りそうだが、涼子が烈膳と勝負した事実を知っているのは今のところ大作と鉄斎だけである。推すい理りというよりは根こん拠きよのないただの妄もう想そうにすぎない。


　確たしかなことは、いま現在、涼子は視覚の右半分がふさがっているという事実である。こんな状じよう態たいでは勝しよう負ぶどころではなかった。否いな、万ばん全ぜんの状態であっても木刀では敵の武器を防ぎきれない。


　涼子は二階の自じ室しつに戻もどると、机つくえの一番下の引き出しを開けて左手を突っ込んだ。奥から出てきたのは小型のアタッシュケースである。それを机の上に置き、ダイヤル錠じようを合わせて開く。


　中に入っていたのは油あぶら紙がみに包つつまれた何本ものナイフだった。


　折りたたみ式のフォールディングナイフ二本に、固定式のいわゆるシースナイフが一本。バタフライナイフにスイスアーミーナイフ、ランボーモデルのサバイバルナイフから肥ひ後ごの守もりまである。多た彩さいといえば多彩、無む節せつ操そうといえばそれまでのナイフコレクションだった。最も古いシースナイフは母親の遺い品ひんで、それ以外は涼子自身が中学時代に収しゆう集しゆうしたナイフである。メインの武器を木ぼく刀とうに持ち替かえて以来、封ふう印いんしたまま忘れていた武器だった。


　フォールディングナイフの一本を手に取ると、掌てのひらに握にぎり込んだ状態から素す早ばやく刃やいばを展てん開かいして構かまえてみる。手にするのは二年ぶりで、涼子が成長したためやや小さくなった印象があるが、かつては毎日持ち歩いていただけあって手に馴な染じんだ感覚はすぐによみがえってきた。


（これじゃ間に合わない……か）


　敵の能のう力りよくを考えると、収しゆう納のう状態からすぐに戦せん闘とうに移るにはフォールディングナイフではやや難なんがあった。刃は渡わたりが長く構こう造ぞう的てきにも丈じよう夫ぶなシースナイフかサバイバルナイフが候こう補ほだが、肌はだ身み離はなさず持ち歩くには大きすぎる。携けい帯たい性せいにすぐれたコンパクトな戦せん闘とう用ようナイフが見当たらないあたり、しょせん素人しろうとが見た目の格かつ好こう良よさだけで選んだ代しろ物ものといえた。


　涼子はケースの蓋ふたのポケットからベルトのバックルのような物を取り出した。バックルの両りよう端たんからはＴ字形のグリップが出ている。グリップを摑つかんで引き抜くと、矢や尻じりかギターのピックを思わせる三角形の小さな刃やいばが現あらわれた。


　忍にん者じやが使う暗あん器きのような隠かくしナイフで、グリップを握にぎり込むとちょうど刃が指の間から飛び出す形になる。刃渡りは極きよく端たんに短いので殺さつ傷しよう力りよくは高くないが、パンチを打つ要よう領りようで突き刺させばたいていの男は怯ひるむし、突き刺してから手首の回かい転てんを加えて肉をえぐってやればほぼ戦せん闘とう不ふ能のうにもできる。


　バックル型のものは隠かくしナイフを二本収納できる鞘さやで、ズボンのベルトに付けたり腕うでに巻まいたりして装そう備びする。涼子は左手首の内側にベルクロで巻き付け、その上から包ほう帯たいを巻いてカムフラージュした。


　しかしこんな隠しナイフ二本で木刀を真っ二つにした武器を防げるわけもない。防ぼう御ぎよ用ように普ふ段だんは木刀のサブとして持ち歩くこともある特とく殊しゆ警けい棒ぼうをショルダーホルスターで右みぎ脇わきに下げる。セーラー服の下に隠れるので外からは見えない。左手で抜いて一ひと振ふりすれば二〇センチほどのコンパクトな棒ぼうが一いつ瞬しゆんで六〇センチに伸びるため素す早ばやく戦闘に移れる。


　この二種類の武器に加えて飛ひ天てん流りゆうの棒ぼう手しゆ裏り剣けんをオーバーニーソックスに忍しのばせた。昨日のように至し近きん距きよ離りへの接せつ近きんさえ許さなければそれなりに闘たたかえるはずである。ただし立りつ体たい視しができないため手裏剣の精せい度どについては期待できない。


　武ぶ装そうの吟ぎん味みを終えて時計を見ると、時じ刻こくはすでに午前九時を回っていた。遅ち刻こくも気にせず落ち着いて身み支じ度たくし、九時半に家を出る。


　大門高校までの道のりでは右側の死角をカバーするために必要以上にキョロキョロしながら歩いた。いつもの通学コースを変えて待ち伏ぶせのしにくい開けた場所を選ぶ。高校に着く頃には一〇時近くになっていた。


　二年Ｂ組の教室ではなくまずは保ほ健けん室しつに向かう。右目を診しん察さつしてもらうためだ。


「ストレスじゃないの～？」


　症しよう状じようを聞いた奈々子の答えはあまりにも適てき当とうだった。


「視し野や狭きよう窄さくじゃなくて左右の視覚がズレてるのよね～？　頭痛は視し覚かく異い常じようの原因じゃなくて、狂くるった視覚を修しゆう正せいしようとして起きている症状ともとれるし～、あんがい眼がん帯たいなんかしない方が早く治なおっちゃうかもね～」


「ろくに診察もしないで適当なこと言わないでください」


「じゃあ検けん査さしてみる～？」


　そう言うと奈々子は壁かべにかけてある視力検けん査さ表の前に立った。涼子は眼帯をかけ直して左目を覆おおい、右目だけで検査表を見る。


　奈々子が指し示じ棒ぼうで表に並んだ『Ｃ』マーク（ランドルト環かん）を次々と指していく。


「……右……下……左上……左下……上……」


「涼子ちゃ～ん、真ま面じ目めにやってる～？」


「やってますよ」


「ふう～ん、すると意外と重じゆう症しようなのかもね～」


　奈々子が何を問題にしているのか涼子には分からなかった。Ｃマークはすべてはっきり見えていたし、正解を答えている。


　ドアが開いて大作が入ってきた。ノックの音が聞こえる。


「失礼しま～す」


　涼子の姿を見つけた大作は嬉うれしそうな顔で近ちか寄よってくると、口をパクパクさせた。


「こんなところにいたんですね。今日は欠けつ席せきかと思いましたよ。ところでその目はどうしたんです？」


「…………？」


　涼子は奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。下へ手たな腹ふく話わ術じゆつのように大作の口の動きと声のタイミングが合っていない。


　確かく認にんしようと目をこらすと、不ふ意いに脳が痙けい攣れんを起こしたような痛みが左側頭部に走り、視界が歪ゆがんだ。涼子は慌あわてて眼帯をかけ直して右目をふさぐ。


「また頭痛？　鎮ちん静せい剤ざいでも出しとこうっか～？」


「……それ、飲むと眠ねむくなりますか？」


「そうね～ちょっと眠くなるかもね～」


「なら結けつ構こうです」


「そ～お？　ベッドは空あけとくから、今よりつらくなったらいつでもいらっしゃ～い。あと、病院へ行くなら紹しよう介かいしたげるから言ってね～」


　涼子は礼を言うと、大作を連れて保健室を出た。


「三時限目は？」


「自習ですよ。代わりの先生の都合がつかないとかで」


　慶一郎が担たん当とうする英語の授業である。


「連れん絡らくは？」


「まだです。二人とも」


「……そう」


　涼子は校こう舎しや裏うらに場所を移し、大作に昨日の出で来き事ごとを話した。涼子の命いのちを狙ねらうと宣せん言げんした謎なぞの少年のこと、現在の涼子は右目が見えないも同然の状態であること──


「ははあ……『お前を殺す』ときましたか。それはまた、ずいぶんとストレートな言い方ですねえ」


　大作のコメントはどこか他ひ人と事ごとのようだった。


「その言い方からすると、相手はプロの殺し屋じゃなさそうですね。ついでに言えば[image: ]原烈膳の弟で子しというセンもないと思います」


「どうしてそう言い切れるわけ？」


「背後に立たれても声をかけられるまで気付かなかったんですよね？　本当に殺す気があれば声をかけるより先に攻こう撃げきしているはずですよ。それに涼子さんの木刀を折って武器を奪うばっておきながら、その場で決着をつけなかったのは不ふ自し然ぜんですよね。『殺す』と口では言っていますが、本当は殺すつもりはなかったんじゃないですか？」


「だったら何のつもりだって言うのよ？」


「そうですねえ……宣せん戦せん布ふ告こくというより、ある種の『警けい告こく』と受け取るべきかもしれませんね。涼子さんの命を狙っている敵てきは別にいて、その少年は注意をうながすために現れたとしたら──」


　大作は得とく意いげに自じ説せつを披ひ露ろうするが、それを聞く涼子の表ひよう情じようは冷さめていた。


「あのさ大作君。すごい推すい理りだとは思うけど、それって結局あたしの身が危あぶないってことと、敵の正しよう体たいが皆かい目もくわかんないってことに変わりはないんじゃない？」


「それは確かにそうですけど……」


「無む駄だな推理なんかより先に、あんたにはやってもらうことがあるのよ」


「何ですか？」


「あたしの右目になんなさい」





　　　　☆





　昼休み──


「……どういうこと？」


　学食で今日はじめて涼子と顔を合わせたひとみは、涼子の右みぎ隣どなりに座すわっている大作を見て不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。


　他の生徒にはあまり知られていない事じ実じつだが、涼子は大作が自分に近ちか寄よることを原げん則そくとして許きよ可かしていない。その理由は単たん純じゆんで、小こ柄がらな大作が横に並ならぶと自分の背せの高さが際きわだって見えるからだ。大作が寄ってきても普ふ段だんなら煙けむたがってすぐに追おっ払ぱらう涼子が、しかし今日に限ってはその存在を許している。奇き妙みような事じ態たいといえた。


「涼子さんの死角を補おぎなうという大たい役やくを仰おおせつかったからには、一日中お供ともさせていただきますよ。それこそコバンザメのごとくぴったり密みつ着ちやくして離はなれませんからね」


「授業中とトイレ以外はね」


　見るからに嬉き々きとしている大作に対し、涼子の表情は冴さえない。正体不明の敵に訳わけもわからず命を狙われているうえに原因不明の体たい調ちよう不ふ良りようが重なっている。憂ゆう鬱うつになるなという方が無理な話だった。


「その目……もしかして昨日の怪け我が？」


「直接の関係はないみたい。とにかく頭が痛くて……そのせいかどうかは知らないけど、左右で見たものがうまく立体的になんないのよ」


「また？」


「──また？」


　涼子はひとみの言葉をおうむ返しに繰くり返した。


「またって、何が？」


「前にも同じようなことがあったじゃない。確か中二の頃だと思うけど、涼子ちゃん、一時期ずっと眼帯してる時があったでしょ？」


「そうだっけ？」


「覚おぼえてない？　近所で通とおり魔ま事件が起きたとかで、学校の方から集団で登とう下げ校こうするように指し導どうされた時期があって……その前後だと思うんだけど」


「まるで記き憶おくにないわね」


　涼子は投げやりに言って肩をすくめた。頭痛のため過去の記憶を探さぐるのもおっくうになっている。その話に食いついたのは大作の方だった。


「通り魔が出たって、具ぐ体たい的てきにどんな事件だったんですか？」


「さあ、私も詳くわしくは知らないんだけど……確か二人目の犠ぎ牲せい者しやが出て、それからすぐに解決したと思う」


「犯はん人にんはどんな？」


「その二人目の犠牲者が犯人だったのよ。本当かどうかは知らないけど、発見された時に『この者、通り魔事件の犯人』って書かれたメモが顔に貼はってあったらしいの。で、念のため尋じん問もんしてみたら自じ白はくしたんだって」


「へえ～、そんな裏うら話ばなしがあったらテレビや新聞で話題になりそうなのに、見たり聞いたりした覚えがないなあ」


「どういう訳わけかあまりニュースにならなかったのよね。同じ時期にもっと大きな事件があって、そっちが優ゆう先せんして報道されたから……かも」


　中二といえば三年前だが、ひとみの記憶も曖あい昧まいで頼たよりなかった。


「でもその事件、犯人は捕つかまっても解決していない部分がありますよ。通り魔を探し出してやっつけた正せい義ぎの味方がいたわけですよね？　その正体は？」


「結局わからずじまい。犯人もいきなり襲おそわれたから顔も見てなかったとか」


「正義の味方というより『正義の通り魔』がいたんですねえ。南雲先生ならそれくらい晩ばんご飯はんの買い物のついでにやりそうだけど、その頃は海外にいたから無む理りか……涼子さん、通り魔をやっつけた覚えは？」


「ないわよ。通り魔を見分けられたら逆ぎやくに通り魔してやるけど、無理でしょ？　普ふ通つう」


　そう言ってから、例れい外がい的にそれが可か能のうな人物が一人いることに気付いた。


「そういやあの占うらない師しがいたわね。あいつなら通り魔を見み破やぶるくらいお茶ちやの子さいさいなんでしょ？」


「甘あまいですね涼子さん。犯はん罪ざいが起きる前の現げん場ばで待ち伏せて、やってきた通り魔やひったくり犯はんをひどい目に遭あわせるのが右京さんの趣しゆ味みなんですから。二度目どころか初しよ犯はんからだって防げますよ」


「へえ～、そいつはよかったわね」


　自分の手て柄がらでもないのに得とく意いげな物言いに腹はらが立ったので、特に意味もなく大作の頭を拳こぶしでグリグリする。


「──違ちがぁ～～う！」


　素すっ頓とん狂きような声がいきなり聞こえてきたかと思うと、鶏とりガラのような瘦やせぎすの男子生徒が涼子の前に立った。


　三年生の伊い福ふく部べ吉よし光みつである。文芸部所しよ属ぞくにしてＫファイト実行委員会の初期メンバーの一人でもあるが、涼子との接せつ点てんは演えん劇げき部ぶの公こう演えんで涼子が主役を演じた女用よう心じん棒ぼうシリーズのシナリオライターとしてであった。伊福部は涼子のことを（演えん者じやとして）いたく気に入っており、女用心棒シリーズは涼子が主演でなければ書かないと言いい張はっているらしい。


「そうじゃない！　きっ、君はとんでもない思い違ちがいをしているぞ！」


　顔からはみ出るほど大きい黒くろ縁ぶちメガネの奥おくの目を血ち走ばしらせ、伊福部は興こう奮ふんした口く調ちようでまくしたてる。


「違うって……こうですか？」


　涼子は両手の拳で大作の頭をはさんでグリグリしてみる。


「誰だれがそんなことを言っている!?　問題は君自身にあるのだ！　それに気付かないとは、いったいどういうつもりか!!」


　伊福部は興奮を通り越して逆ぎやく上じようしていたが、言っていることがさっぱり要よう領りようを得えない。涼子の頭に浮かんだのは『伊福部の顔はトンボかカマキリに似にている』といったようなどうでもいい感想だけだった。


「ええい、分かった！　もういい！　君が分からんというのなら僕ぼくが持ってきてやろう。そこで待っていたまえ！」


　いきなり現れて一方的に非ひ難なんしたあげくに勝手に憤ふん慨がいした伊福部は、涼子の返事も聞かずに学食を飛び出していった。


「相変わらず自由だな～あの人」


「持ってくるって……何を取りに行ったのかしら？」


　興きよう味み津しん々しんの二人をよそに、涼子はまだ半分以上残っているカレーライスを口に運ぶ。普段なら一気に平たいらげて二品目に挑いどんでいるところだが、昼食はこれ一皿さらだった。食しよく欲よくはないが敵の襲しゆう撃げきにそなえてカロリーは摂せつ取しゆしておかねばならない。伊福部が何を持ってこようと知ったことではなかった。





　五時限目。


　古こ文ぶん担たん当とうの小こ関せき教きよう諭ゆは、普段からゆるみがちな口元をいつも以上にひきつらせながら言った。


「さぁ～てと、次の段だん落らくを誰に読んでもらおうかな……よし、十兵衛！」


　教室にさざ波のような動どう揺ようが広がった。二年Ｂ組に『十じゆう兵べ衛え』という名の生徒はいない。しかし小関の言葉でクラス中の視し線せんが一人の生徒に集中した。


　その視線をうざったい表情で受け止めながら、涼子は聞き返した。


「……その『十兵衛』とやらは拙せつ者しやのことですか？」


「たりめーだろ。おめー以外に誰がいるんだよ！」


　小関のツッコミで教室中がどっと受けた。


　伊福部が持ってきた物──それは日本刀の鍔つばに下さげ緒おを通した『鍔つば眼がん帯たい』であった。


　鍔眼帯を着けた涼子が教室に入ってきた時の、生徒全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれて息を呑のんだ様子もそれなりに見物ではあったが、学食における『無む言ごんで鍔眼帯を差し出す伊福部→何の迷まよいもなくそれを装そう着ちやくする涼子→うなずき合う二人』の比ひではなかった。決定的瞬しゆん間かんを撮さつ影えいした大作がデジカメの画が像ぞうデータを即そく座ざに削さく除じよ禁止指定にしたほどのレア映えい像ぞうである。
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　教室に入ってきた小関も気付いてはいたがあえて触ふれず、二〇分以上引っ張ったうえでの『十兵衛』のツッコミにより生徒たちは異い様ような緊きん張ちよう感かんからようやく解かい放ほうされたのだった。


　爆ばく笑しように包つつまれる教室の中、涼子はニコリともせずに言った。


「十兵衛というのが柳生やぎゆう十兵衛三みつ厳よしのことなら、それは違ちがいます」


「何が違うってんだ？」


「柳生十兵衛の場合は左目に眼帯ですが、あたしのは右目ですから」


「細かいことにこだわんだなあ。十兵衛でいいだろ？」


「いいえ、ダメです」


　涼子はきっぱりと断だん言げんした。


「右目に眼帯といえば伊だ達て政まさ宗むねですから、どうせ呼ぶなら『独どく眼がん竜りゆう』でお願いします」


　いったん静まった教室に、どよめきと拍はく手しゆが巻き起こった。





　　　　二





　五時限目は出席したものの頭痛が悪あつ化かしたため、涼子は奈々子に紹しよう介かいしてもらった区内の大学病院で診しん察さつしてもらうことにした。


　大作をお供ともに正門から出たところで、タイミングよく通りかかった空車のタクシーを拾ひろう。〈独眼竜涼子〉の姿すがたを見た運転手は一いつ瞬しゆんギョッとなったが、頭痛のため険けわしい顔つきになっている涼子を恐おそれてか気き安やすく話しかけてくることもなく、行ゆく先さきを告げると無む言ごんでタクシーを発進させた。


　左脳が締しめ付けられるような頭痛は治おさまる気配もなかった。とりあえず眼がん科かでの診察だが、結果によっては脳のう神しん経けい外げ科か行きになる可か能のう性せいも考こう慮りよしての大学病院である。


　タクシーは高速五号線の高こう架かに沿そって板いた橋ばし方面に向かう。板橋本町で交差する環かん七ななを右折して間もなく、窓の外をぼんやりと見ていた涼子は、常盤ときわ台だい近きん辺ぺんにさしかかったところで異い様ような光景を目にした。


　おそろしくリアルな〈ハエのマスク〉をかぶった男が歩道を歩いている。


　頭の大部分が巨きよ大だいな複ふく眼がんで占しめられた、ハリウッドの超ちよう一いち流りゆうの技術で製せい作さくされた特とく殊しゆメイクのように精せい巧こうなマスクだった。しかしシュールなのは首から下がまるっきり背せ広びろ姿のサラリーマンだという点である。ごていねいにアタッシュケースまで持っている。


　映画かＣＭの撮さつ影えいかと思って周囲を見回すがカメラクルーらしき人ひと影かげは見当たらない。


　赤信号でタクシーが止まった。涼子は大作を肘ひじで小こ突づく。


「ほら見て。ハエ男よ、ハエ男」


「ハエ男……？」


　大作は涼子の肩かた越ごしに外を見たが、怪け訝げんそうに首をかしげる。


「何がハエ男なんです？　看かん板ばんですか？」


「違ちがうわよ。あそこに頭がハエで身体がサラリーマンの男がいるでしょ？」


「どこですか？」


「コンビニの前よ」


「背広のサラリーマンらしい男の人なら見えますけど、どこがハエなんです？　ハエっていうのは何かのたとえですか？」


「だから頭がまんまハエで──」


　大作の察さつしの悪さに苛いら立だちかけた涼子は、奇き妙みようなことに気付いた。〈ハエ男〉がコンビニに入っていったのだが、入り口ですれ違った若いカップルも、中にいる客も〈ハエ男〉の異様な姿を気にする様子がまるでなかった。演えん技ぎでそうしているとは思えない自然な態度で無む視ししている。


　信号が青に変わった。


「すいません、ここで降ります！」


「ええ～っ!?」


　抗こう議ぎの声をあげる大作を急せかせて料金を払はらわせ、後こう続ぞく車しやのクラクションが鳴り響ひびくなか歩道に降り立つ。〈ハエ男〉の入ったコンビニは環七の向こう側である。涼子は左右を見み渡わたして五〇メートルほど戻ったところに歩ほ道どう橋きようを見つけた。


「病院へ行くんでしょ？　こんなところで降りてどうするつもりなんです？」


「いいから！」


　涼子は駆かけ足で歩道橋に向かい、階かい段だんを登ると歩道橋の半ばからコンビニを見下ろした。ちょうど〈ハエ男〉が買い物を終えて店を出たところだった。


「いまコンビニから出てきたあの男……何に見える？」


「営えい業ぎよう担たん当とうのサラリーマンに見えますね。歳としは三〇前後ってところですか」


「普ふ通つうの人間？」


「外見上、とくに変わったところは見当たらないですね」


　大作のコメントを確かく認にんすると、涼子は意を決して〈ハエ男〉を追うべく歩道橋を渡った。


　尋じん常じようならざる事じ態たいが起きているのは確実だった。


　涼子の視し覚かくには、問題の男は今でも〈ハエ男〉に見えていた。しかし大作が男とグルになっている可か能のう性せいはきわめて薄うすい。


　となれば答えは二つに一つである。涼子の頭がおかしくなったか、あるいは〈ハエ男〉に問題があるのか──それはこの場で速すみやかに確たしかめる必要があった。


　涼子が男を尾び行こうし始めると、大作は何か事情があると察したらしく黙だまって従したがった。


　一いつ般ぱん人じんの目には普通の営業マンに見えているらしい〈ハエ男〉はかなりの健けん脚きやくの持ち主で、見失わずに尾行するために涼子はしばしば早はや足あしになった。


　男は東とう武ぶ東とう上じよう線せんの駅の方ではなく住じゆう宅たく街がいに足を向ける。あたりに人ひと気けが少なくなったところで涼子は足を速めた。捕つかまえて正しよう体たいを暴あばくなら今しかない。


『ガァァ────ッ!!』


　濁にごった鳴き声が頭上から聞こえてきた。


　電線にとまっているカラスの鳴き声だった。見上げると、あちこちにカラスの姿が見られた。ざっと見回しただけでも七、八羽わはいる。このあたりは生なまゴミの管かん理りが甘あまくて餌えさに困こまらないのだろうか。


　カラスの声が合あい図ずになったように男は急に駆け足になり、路ろ地じを曲がった。


「大作君、先回りして！」


　男が入った路地と平行に走る道を行くよう大作に指示して、涼子は男を追った。


　路地に飛び込むと、すぐ先で建物に挟はさまれた狭せまい路地に駆け込む〈ハエ男〉の背せ中なかが見えた。涼子はすぐに自分の失しつ策さくを悟さとった。男が逃にげた方向に大作はいない。挟み撃うちにするつもりで大作を別行動させたが、完全に当あてが外はずれてしまっている。


　男を追って狭い路地に踏ふみ込んだとたん、涼子は頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。


　これまでの頭痛の比ひではなかった。


（熱い──!!）


　頭の中を焼やけ火ひ箸ばしでかき回されるような痛みに耐たえきれず、涼子はその場にしゃがみ込んだ。地面がぐるぐる回り、四つん這ばいになって転てん倒とうを防ふせぎながら頭痛が去るのを待つ。


　歯を食いしばって耐たえること十数秒。


　潮しおが引くように痛みが薄うすれていき、涼子は身体からだの力を抜ぬいて大きく息を吐ついた。このまま路ろ上じように寝ね転ころがって休みたい気持ちを振ふり払はらって立ち上がる。


　涼子の身体に、頭痛によるものとは別の緊きん張ちようがみなぎった。


　路地の先に〈ハエ男〉の仲間らしい男が二人、行く手をふさぐように立っている。


　ひと目で仲間だと分かったのは、その二人も首から上が〈ハエ男〉と同様に巨きよ大だいな複ふく眼がんを持つ昆こん虫ちゆうじみた頭だったからである。首から下は背広ではなく、Ｔシャツにジーンズ、サンダル履ばきとラフな格かつ好こうである。本来の顔は分からないが雰ふん囲い気きからして〈ハエ男〉よりも一〇歳は若く、体たい格かくも大きく筋きん肉にく質しつ。涼子は本ほん能のう的てきに二人からケンカ慣なれした者特とく有ゆうのふてぶてしさを感じ取った。


　二人の〈蟲むし頭あたま〉が近寄ってくる。ひとまず後こう退たいしようとした涼子は、背後にもう一人いることに初めて気付いた。三人目の〈蟲頭〉は二メートル近い大男だった。カブトムシ風の頭を持った大男は、明らかに涼子の退たい路ろをふさいでいる。


　三対一、しかも立りつ体たい視しできない状じよう態たいでのストリートファイトは圧あつ倒とう的に不ふ利りだった。先せん手て必ひつ勝しよう、目の前の大男にダメージを与あたえて怯ひるませ、すみやかにこの場を退たい散さんするのが良りよう策さくと判断した。


　涼子は無む造ぞう作さな足取りで大男に近付くと、右みぎ脇わきに隠かくし持っていた特とく殊しゆ警けい棒ぼうを左手で引き抜いた。一ひと振ふりして六〇センチに伸のばして即そく、大男の首くび筋すじに叩たたき込む。


　しかし大男の巨体は揺ゆるぎもしなかった。打だ撃げきが不ふ十じゆう分ぶんだったわけではない。涼子は再ふたたび首筋を狙ねらうと見せかけ、身を沈しずめて大男の向こう脛ずねを叩いた。弁べん慶けいの泣なき所どころである。ところが大男は痛つう覚かくがないのか痛がる気配すらない。


　それならばと顔面を狙って警棒を振るうが、大男は手を出してその警棒を摑つかんだ。手の骨が砕くだけてもおかしくない打撃だがまるで気にした様子もなく、その握あく力りよくは万まん力りきのようだった。警棒を放はなした涼子は、左手首に装そう備びした隠しナイフを抜き、右手に握にぎり込んで大男の脇腹に突つき立てた。やはり反はん応のうはない。


　続けて二度、三度とナイフで突き、さらに手首をひねって肉をえぐった。Ｔシャツがみるみる赤く染そまっていく。確かにダメージは与あたえているのにゾンビのごとく無む反はん応のうなのはなぜなのか。


　ナイフで顔面を攻撃しようとすると、大男は左手で涼子の右手を摑んで止めた。さらに右手を伸ばして涼子のセーラー服の奥おく襟えりを摑み、右足を踏み込んで外側から涼子の足を刈かる。柔じゆう道どうでいうところの大おお外そと刈がりである。


「────くうっ！」


　かろうじて受うけ身みをとり、路上に叩き付けられるダメージは回かい避ひしたものの、そのまま袈け裟さ固がための形で押おさえ込まれる。涼子はオーバーニーソックスに隠かくした棒ぼう手しゆ裏り剣けんを自由な左手で取り出すと、大男の首の裏うらあたりに突き立てた。


『ムブフゥゥゥ──ッ！』


　はじめて反応があった。大男は牛のような奇き妙みような悲鳴を上げ、頭を抱かかえてのたうち回る。


　袈裟固から脱だつした涼子は路地から外へ逃げようとするが、それまで静せい観かんしていた二人の〈蟲頭〉が飛びかかってきて、再び地面に押さえ付けられた。大男のような柔道経けい験けん者しやの動きではないが、二人がかりで四し肢しを摑まれ馬乗りにのしかかられると身動きできない。


　蛾がのような顔が目の前に迫せまった。口にあたる部分が花はな弁びらのように開き、得え体たいの知れない肉にく色いろの槍やりを思わせる器き官かんが伸のびる。〈蟲頭〉たちは涼子の口を強ごう引いんに開かせて、その器官をさし込もうとした。


　涼子は必死で口を閉とじていたが、鼻はなをつままれて呼こ吸きゆうが苦しくなり、やがて限げん界かいに達たつした。


『ガァ────ッ!!』


　再びカラスの鳴き声が響ひびいた。


　涼子の視し界かいを一いつ瞬しゆん、黒い影かげが覆おおったかと思うと、馬乗りになっていた二人の〈蟲頭〉が弾はじき飛ばされた。涼子は急いで身を起こし、壁かべ際ぎわに退たい避ひする。


　どこから現あらわれたのか、黒く変色したボロボロの帆ほ布ぬのをマントのように身にまとった人物が立っていた。〈蟲頭〉二人が左右から同時にそのマントの人物に襲おそいかかる。怪かい人じん物ぶつが身を翻ひるがえすと、〈蟲頭〉たちは広がったマントに絡からめ取られるようにして転てん倒とうした。


　マントからするりと中身が抜け出す。マントを脱ぬぐというよりは奇き術じゆつのように抜け出すといった表ひよう現げんがぴったりくる鮮あざやかさだった。


　怪人物の正体は十五、六歳に見える少年だった。


　メッシュを入れたように一ひと房ふさだけ白い髪。日焼けとは無む縁えんそうな色白の肌はだ。


　切れ長の目。鼻び梁りようは高く鼻先は尖とがっていて、全体的に鋭するどい印象のある美男子である。ハーフなのか、その瞳ひとみの色はやや緑がかっていた。


　身に着けているものは上うわ着ぎからパンツ、ブーツにいたるまで黒い革かわ製せいである。ジャケットは太いベルトを格こう子し状じように組み合わせたようなデザインで、拘こう束そく衣いを連れん想そうさせた。ジャケットの胸むな元もとの隙すき間まから下向きの五ご芒ぼう星せいの入れ墨ずみの一部が覗のぞいているだけだ。


　棒手裏剣を食くらって倒れていた大男がやにわに立ち上がり、少年に摑つかみかかった。捕つかまえて柔道技わざを仕し掛かけようと伸ばされた二本の腕うでが空くうをきる。


　少年は大男の背後にすり抜けていた。少年は身長一六五センチ前後と涼子より小こ柄がらで細ほそ身みとはいえ、それだけでは説明のつかない身のこなしである。


　少年は大男を無む視しして二人の〈蟲頭〉に近ちか寄よった。素す早ばやく二人の間を駆け抜けながら、左の拳こぶしをそれぞれの腹はらに当てる。パンチを食らわせたというより軽く当てた程てい度どの打だ撃げきに見えた。


　滑すべるように数メートル走ってから向き直った少年は、左手を顔の前に持ち上げた。立てた小指が赤黒く染そまっている。涼子は二人の〈蟲頭〉のシャツに赤い染しみが広がっているのを見た。少年は拳で殴なぐったのではない。小指を二人の腹に突つき刺さしていたのだ。


　少年はルージュを塗ぬるように小指を唇くちびるにあてて滑すべらせた。桜さくら色いろの唇くちびるが朱あけに染まる。


《遺伝情報ジエネシツク・コード──解析アナライズ》


　不ふ意いに、馴な染じみのない言葉が涼子の脳のう裏りに浮うかんだ。テレビ番組でテロップが流れるように、映画の字じ幕まくのように、あるいはマンガの書き文字のように、少年の行こう為いに重なってその言葉が飛び出してきたように感じた。


「ヒュゥゥゥゥゥゥ────シュオオオォォォ──────」


　血に塗まみれた唇を尖とがらせ、少年が細く鋭するどい息い吹ぶきの声を上げた


　聞き覚おぼえのある独どく特とくな呼吸のリズム。


（まさか……〈神威カムイの拳けん〉!?）


　少年が胸の前で組み合わせた両の拳の間に、黒い電でん光こうがスパークした。


　ガォォォン！


　空気が破は裂れつしたような激げき音おんが響いた。


　漆しつ黒こくの稲いな妻ずまと化した少年が、三人の〈蟲頭〉の間を縫ぬうように滑り抜ける。


《シヴァの雷いかずち──!!》


　再び涼子の視覚にテロップが入った。


　電でん撃げきに貫つらぬかれた三人はいったんは棒ぼう立だちになったが、すぐに正気を取り戻して少年に襲いかかった。


「闇やみに……滅めつせよ」


　背せを向けたまま少年がつぶやくと、飛びかかろうとした姿し勢せいのまま三人の動きが止まった。
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　ピキッ、パリッ……


　三人の身体からだから奇き妙みような音が聞こえてきた。


　全身の皮ひ膚ふから艶つやがなくなり、角かく質しつ化かしてひび割れが広がっていく。音の正体は鱗うろこのように硬こう化かした皮膚が割れて剝はがれ落ちる音だった。


　やがて皮膚に大きな亀き裂れつが走り、身体のあちこちから液えき体たいが噴ふき出した。


　血けつ液えきではない。無む色しよく透とう明めいの液体である。銃じゆう弾だんに撃うち抜かれた花か瓶びんから水がこぼれるように、三人の〈蟲頭〉の身体から水分が流れ出していく。


　水分を失った〈蟲頭〉たちの身体の輪りん郭かくがみるみる崩くずれていき、一分もすると、そこには大きな水たまりと、衣い類るいをまとわりつかせた塩の柱が残された。髪かみの毛や爪つめ、骨こつ格かくまでもが残らず粉ふん末まつ状じように分ぶん解かいされてしまっている。


　慶一郎や静馬、京きよう極ごく家けの三人が使う〈神威の拳〉とはまったく次元の異ことなる必ひつ殺さつ技わざであった。必殺を超えたその威い力りよくはもはや『滅めつ殺さつ』と呼ぶにふさわしい。


　少年はマントを拾うと再び身にまとった。フードを目ま深ぶかに被かぶると、緑色がかった瞳ひとみの色だけが印象に残る。この少年こそが昨日、自分を殺すと宣せん言げんして襲ってきた相手と同一人物だと涼子は確かく信しんした。


「あ、あんたいったい……何者!?」


　その問いを喉のどからしぼり出すと、少年はちらりと涼子を見た。


《オガミ・アキト──》


　声は聞こえなかったが、またもやテロップが出た。それが少年の名前だった。


　バチッ！


　少年──アキトの身体に電光が走り、文字通り一瞬の間にその姿はかき消えた。


「……さん。涼子さん！」


　遠くから大作の呼び声が聞こえてきた。


　壁に背を預あずけていた涼子は膝ひざの力が抜けてずるずると崩くずれ落ち、そのまま昏こん倒とうした。


















　弐ノ章　敵てきか味方か
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　四し方ほうをコンクリートの壁かべに囲かこまれた、外がい光こうを完全に遮しや断だんした部へ屋やだった。


　一辺の長さがおよそ一〇メートルの正方形の部屋である。天てん井じようはピラミッド型がたで、床ゆかから天井の頂ちよう点てんまではやはり一〇メートルの高さがあった。


　部屋の中央は一段高くなっていて、大型のベッドが置かれている。そのベッドを囲かこむように四台の燭しよく台だいが立っており、赤い蠟ろう燭そくの灯ともし火びが部屋の中をぼんやりと照てらし出していた。奥おくの壁には『尻尾しつぽのある胎たい児じ』の絵と大小様さま々ざまな梵ぼん字じの書かれた大きな布ぬのがかけられている。位置関係からして祭さい壇だんを思わせる配はい置ちだった。


　室内の空気には濃のう厚こうな伽きや羅らの芳ほう香こうが溶とけている。まともな神しん経けいの人間ならば数分で酔よってしまいそうなねっとりとした匂においである。


　低い引き戸をくぐって男が一人、部屋に入ってきた。年ねん齢れいは三〇前後、背せ広びろ姿すがたの営えい業ぎようマン風ふうの男──涼子の目には〈ハエ男〉に映うつっていた男である。


　後うしろ手でに戸を閉しめたハエ男は祭壇に向かって深ふか々ぶかと一礼した。


「──尾行つけられたな」


　ベッドから男の声がした。低く響ひびく艶つやのある声こわ色いろである。決して咎とがめている口く調ちようではない。事実を互たがいに確かく認にんし合うための言葉だった。


　ハエ男はいっそう深く頭こうべを垂たれた。


「バラモン様にお知らせいただかなければ気付きませんでした。私を尾び行こうしていたのは何者なのですか？」


「女だ。学生のようだが……そう、奇き妙みような眼がん帯たいをしていたな」


「捕とらえたのではないのですか？」


「失敗したよ。捕ほ獲かくに向かわせた三人は《狩人かりうど》によって滅ほろぼされた」


「なんと！　この地にも《狩人》がいたのですか？」


「いや……あれは私を追って海を越こえてきたのだ。恐おそるべき嗅きゆう覚かくだ……一度覚おぼえた臭においを決して忘れない。わずかな痕こん跡せきも見み逃のがさず、何千キロ離はなれようとも追ってくる。執しつ拗ように、確かく実じつに……」


〈バラモン〉と呼ばれた男の声に苦にがみがまじる。ハエ男は神しん妙みような面おも持もちで意見した。


「ここもすでに安全ではないと考えた方がよろしいでしょう。早そう急きゆうに脱だつ出しゆつを──」


「待て。いまはうかつに動くことの方がむしろ危き険けんだ。そして以前とは状じよう況きようが違ちがう。この大都市という環かん境きようは絶ぜつ好こうの隠かくれ蓑みのになる……化学物質によって汚お染せんされた大気やアスファルトでコーティングされた土ど壌じよう、飛とび交かう人工の電でん磁じ波はは《狩人》の超ちよう感かん覚かくを確実に鈍にぶらせる。我われ々われが活動を抑おさえている限り、奴やつには獲え物ものを見分ける手がかりすらあるまい」


「しかし私は尾行されました。ということはつまり──」


「そう、問題はお前を尾行していた娘むすめだ。尾行され始めた当初、お前は完全な休きゆう眠みん状じよう態たいにあった。そのはずだな？」


「おっしゃる通り、私の挙きよ動どうは正常そのものだったはずです。不ふ審しんに思われるようなことは何も……」


「やはりあの娘は《ヘルパー》の可能性がある。《狩人》は娘を襲った三人を始し末まつしてすぐに姿を消した。《狩人》の出しゆつ現げんが偶ぐう然ぜんであればよし、しかし必ひつ然ぜんであったなら……何らかの手を打たねばなるまい」


「その娘の居い所どころはつかんでおられるのですか？」


「救急車で運ばれて──いま、大学病院に着いたところだ。娘には意い識しきがない。おそらく今夜一ひと晩ばんは入院することになりそうだな」


「明日の朝までに病室を調べて参ります。その娘の顔をこれに……」


　ベッドに歩あゆみ寄ったハエ男は、アタッシュケースから取り出したコピー用紙をボールペンとともにバインダーに挟はさんで差し出した。


〈バラモン〉はバインダーを受け取ると、慣なれた手つきで紙の上にボールペンを走らせた。一分足らずで作業は終わり、バインダーを受け取ったハエ男は頭を垂れたまま元の位置に戻もどった。


　コピー用紙には二人の人物の姿が極きわめて正確かつ立りつ体たい的てきに描えがかれていた。鍔つば眼がん帯たいをした御み剣つるぎ涼りよう子ことお供ともの神かみ矢や大だい作さくである。二人の身に着けている制服のデザインはもとより校こう章しようや学年章までもが詳しよう細さいに描かれている。


「小こ僧ぞうの方は娘の連つれだ。行動を把は握あくしておけば対たい応おうもしやすい」


「なるほど。それにしてもこの眼帯……気になりますな」


「うむ……あるいはその娘、右目に何かを隠かくしているやもしれぬ。注意することだ」


「は。肝きもに銘めいじておきます」


　卑ひ屈くつなまでに深ふか々ぶかと礼れいをしてからハエ男は退たい出しゆつする。


　ハエ男と入れ替かわりに入ってきた者がいた。白い布を頭から被かぶり、ローブのように身にまとっている。顔は隠かくれているが、身体からだの豊ゆたかな曲きよく線せんが見て取れた。女である。


「バラモン様……またお願いに参まいりました」


「うむ。見せてみなさい」


　女はフードで顔を隠したまま、胸むねの前でかき合わせていた布を開いた。


　蠟ろう燭そくの灯ともし火びを受けて白い裸ら身しんが露あらわになる。


　声の感じからすると女は三〇をいくらか過すぎた年とし頃ごろである。年相そう応おうの肉の厚あつみはあるもののたるみは見られず、肌はだの艶つやは二〇代半ばと言っても通用するほど若わか々わかしい。およそ理り想そう的と言っていいプロポーションを保たもっているが、しかし唯ゆい一いつ、全体のバランスを崩くずしている部分があった。


　異い常じような大きさの乳ち房ぶさである。


　それぞれが大人おとなの頭ほどもあり、いまにもはち切れんばかりに膨ふくらんでいた。硬かたくしこった乳ち首くびは親指ほどの大きさがある。女は両りよう腕うでで乳房を支ささえていたが、明らかに手に余あまる大きさであり重じゆう量りようだった。


「胸が張はって……苦しいんです。どうか早く──」


「よろしい。こちらにきたまえ」


　女は命じられるままにベッドに歩み寄った。


「もっと近くへ……そう、いい子だ」


　ベッドの端はしに腰こし掛かけている〈バラモン〉の鼻先に、グロテスク一歩手前の柔やわ肉にくの果か実じつが突つきつけられる形になった。


　女が小さくうめき声を上げる。〈バラモン〉が両手で乳房をすくい上げるように愛あい撫ぶしたためだ。乳房の張りと、内容物の重さを確たしかめるように撫なで回す。


「ふふ……これは素す晴ばらしい。滋じ養ようが詰つまっているな」


「どうか、どうか早く搾しぼり出してくださいませ。自分で出そうとしても上う手まくできなくて──はうっ!?」


　乳首に軽く触ふれられただけで、女は敏びん感かんに身体を震ふるわせ、感かん極きわまった声をもらした。


「まずは味見をさせてもらうとしよう……」


　そう言うと〈バラモン〉は乳首を口に含ふくみ、両手を使って乳房全体をしごき上げた。


　女はたまらず声を上げる。それはやがて歓かん喜きのむせび泣きに変わった。
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　目覚めの前の微睡まどろみの中、涼子は謎なぞの少年──アキトの一連の行動をビデオを何度も巻まき戻もどして観みるように反はん芻すうしていた。


　記き憶おくの映えい像ぞうは驚おどろくほど鮮せん明めいで、かつ正せい確かくだった。高速度撮さつ影えいされたように超ちようスロー再さい生せいが可能で、その気になれば背はい景けいの壁かべの落書きまで確認できるほどの情じよう報ほう量りようがある。だがそれでもアキトの行動には追い切れない部分が多々あった。ほとんど瞬しゆん間かん移い動どうしているとしか思えない速はやさである。


　アキトの操あやつる〈神威カムイの拳けん〉の性質が『電気』であることは疑うたがいようもない。しかしその効こう果かは極きわめて特とく異いである。高こう電でん圧あつによる直ちよく接せつ的てきな破は壊かいではなく、生物の細さい胞ぼうレベルの崩ほう壊かいを促うながす効果を持っている。それも三人もの人間の身体を一いち撃げきで塩しおの柱はしらに変えてしまうほどのものだ。詳くわしい理り屈くつはよく分からないが、涼子はその〈滅めつ殺さつの雷いかずち〉の発動手順についてはある程度把は握あくできた。


《遺伝情報ジエネシツク・コード──解析アナライズ》


　まず目もく標ひようとなる相手の血けつ液えきを採さい取しゆし、解かい析せきする──アキトが左手の小指で突つき刺さしたのは二人だけだが、カブトムシ頭は涼子の攻こう撃げきですでに出血していたため、すれ違ちがいざまに血液を得えたものと推すい測そくできる。


《自壊命令アポトーシス・コマンド──入力インプツト》


　次はその血液から目標の体たい細さい胞ぼうの防ぼう衛えい機き能のうを無む効こう化かするパスワードのようなものを得えて、それをもとにした破は壊かいプログラムを作成する──ここがいまひとつよく分からない点だが、特定の相手にだけ効果のある、ある種の『猛もう毒どく』のレシピを瞬しゆん時じに作ることができるらしいと涼子は理解している。


《シヴァの雷いかずち──発動インヴオーク》


　最後は電でん撃げきに乗せて破壊プログラムを相手の身体に送り込み、全身の体細胞を一瞬のうちに崩ほう壊かいに導みちびく──アキトが最さい高こう速そくで動いたのはこの瞬間だった。黒い稲いな妻ずまと化したアキトはおよそ六メートルの距きよ離りを一瞬で移い動どうしている。その移動の間に三人の身体に接せつ触しよくしているはずだが、その決定的瞬間は記き憶おくの中にはない。限げん界かいまでスローで再さい生せいしても残ざん像ぞうすら見えない。文字通り電でん光こう石せつ火かの早はや業わざだった。


（あいつに狙ねらわれたら防ふせぎようがない──）


　当然の結論だった。烈れつ膳ぜんの弟で子しが仇あだ討うちにきた、などというレベルではない。血液を採取されたら最後、滅めつ殺さつの一いち撃げきで無む機き物ぶつに還かん元げんされてしまうのだ。並なみの人間ごときが対たい抗こう策さくなど考えるだけ無む駄だといえる、絶対的な力だった。


（なるほど……〈神威の拳〉ってのは、つまりこういうことなんだ）


　涼子はひとり納なつ得とくした。大おお仰ぎような名前がついているだけのことはある。


　アキトの〈シヴァの雷〉の唯ゆい一いつ弱点らしいところといえば、相手の身体に接触する必要がある点だ。間ま合あいが近い静馬の〈炎ほのおの虎とら〉では対たい抗こうできないだろうが、慶一郎の〈龍りゆう気き〉であれば離はなれた敵てきにも攻撃できる。遠えん距きよ離りからの奇き襲しゆうで先せん手てをとれれば勝てる見込みもなくはない。


　しかし考えるべきことは他にも山ほどあった。


　あの〈蟲むし頭あたま〉たちは何なのか──人間なのか、それとも人間の姿すがたを借りた別の何かなのか？


　アキトはなぜ〈蟲頭〉たちを倒たおし、涼子を残して立ち去ったのか──大作の推すい理りの通り「お前を殺す」というアキトの言葉が警けい告こくなのだとしたら、涼子を襲おそってきた〈蟲頭〉たちについての注意を促うながしたとも考えられるが、今回の場合はむしろ涼子自身が危き険けんに飛び込んでいった形である。むこうから狙ねらってきたわけではない。


　そして涼子にだけ〈蟲頭〉たちが異い形ぎように見えたのはなぜなのか──これはすぐにでも解とかねばならない謎なぞだった。アキトに殺す気があれば涼子にそれを防ぐ手だてはないが、事情も理由も分からないままではたまらない。


（このままじゃ、あの世でお母さんに合わせる顔がないじゃない──）


　気持ちが固まるとともに、涼子の意い識しきは覚かく醒せいに向かった。


　目を開いて最初に視し界かいに入ってきたのは、見み覚おぼえのない天てん井じようの照しよう明めいだった。周囲を確かく認にんしようと顔を動かしたとたん、見えるものすべてが二に重じゆう像ぞうに変わる。眼がん帯たいは外はずされていたので右目を手で覆おおい隠かくし、襲ってくるめまいを最小限に抑おさえた。


　左目で室内を見回す。白い壁、白い天井、白いカーテン。何もかも清せい潔けつそうで味あじ気けない部屋だ。病院の一室らしい。大部屋ではなく個こ室しつだった。


　窓まど際ぎわのパイプ椅い子すの上にスポーツバッグと白い革かわ製せいのショルダーバッグが置いてある。スポーツバッグは涼子の私し物ぶつに同じ物があった。ショルダーバッグにも見覚えがある。父がエジプト土産みやげに買ってきたもので、叔お母ばのまどかの物である。


「あら、起きた？」


　ドアが開いてまどかが部屋に入ってきた。スーツ姿である。涼子は右手をふさいだままベッドから身体を起こした。


「まどかさん……いま何時？」


「七時をちょっと過すぎたところよ」


「夜の？」


「朝の」


　まどかがカーテンを開けると、朝の光が部屋に差し込んだ。天気は快かい晴せいだったが、涼子の気分は晴れなかった。一五時間も眠ねむっていたせいか頭が重い。


「ここ……まどかさんの勤つとめてる病院？」


「ううん、ここは大学病院よ。出しゆつ勤きんする前に寄よったの。何も覚えてない？」


　昨日きのう、奈な々な子この紹しよう介かいで検けん査さに行くはずだった病院らしい。


「連れん絡らくは誰だれが？」


「同じクラスの神かみ矢やって子よ。さっきまでここに居いたんだけど、一度家に戻ってからまた来るって。それとバッグに着き替がえが入ってるから、検けん査さの前に着替えたら？」


「……検査？」


「もともと検査入院なんでしょ？」


「検査だけで入院する予定はなかったんだけど……」


「たまたま空あきのベッドがあったから一ひと晩ばんだけ貸してもらえたのよ。午後には人が入るから一〇時までには出てくださいって言われてる」


　涼子が寝ねている間に話はまとまっているらしい。涼子はスポーツバッグに入っていた下着に着替え、歯を磨みがいて顔を洗った。まどかが持ってきた新しい眼がん帯たいを着ける。鍔つば眼帯は枕まくら元もとのテーブルに置いてあったが、さすがに病院内で着けるのは気が引けた。


　検査にそなえて朝食はとらず、スポーツドリンクで喉のどを潤うるおす。食しよく欲よくはまったくなかった。トイレに行きたいとも思わない。身体が臨りん戦せん態たい勢せいに入っているからだ。


　八時前にノックの音がした。まどかが応じてドアを開けると、白はく衣いを着た医い師しらしい女性が入ってくる。


　二〇代半ばだろうか。清せい楚そで理り知ち的てきな印象の美人だった。腰こしまで届とどく黒くろ髪かみを一本の太い三つ編あみにしており、寿す司しネタの海え老びにどことなく似にている。薄うすいグリーンのレンズの眼め鏡がねをかけているが、色つきの眼鏡で医師としての仕事に差し障さわりはないのだろうかと、涼子は素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを感じた。


「簡かん単たんな問もん診しんです。他ほかの方は席を外はずしていただけますか」


　女じよ医いが言うと、まどかは出勤する時じ刻こくだからと言って病室を出て行った。女医はパイプ椅子に座すわり、ベッドにあぐらをかいている涼子の顔をじっと見つめた。涼子も思わず見つめ返す。女医の胸むねに下がっている名な札ふだには『水守みもり』とあった。


　無む言ごんで数秒にらみ合ってから、水守はクリップボードに挟はさんだカルテに目を落とした。


「右目の視し覚かく異い常じようと左側頭部の頭ず痛つう……この症しよう状じようはいつから？」


「昨日の朝です」


「原因に心当たりは？」


「……とくにないです」


「症状が出る前に、何か変わったことは？」


「怪あやしい男にいきなり『お前を殺す』と言われて襲おそわれました」


「その男に心当たりは？」


「ありません」


　けっこうショッキングなことを答えたつもりだったが、美人女医はとくに驚おどろいた様子もなく万まん年ねん筆ひつでカルテに何か書き込んでいる。


「視覚異常というのは具ぐ体たい的てきにどのような？」


「右目だと物がズレて見えます」


「左右の視覚が統とう合ごうされていない、ということですか？」


「右目だけあらぬ方向を向く感じなんです。自分は動かしてるつもりはないんですけど」


「眼帯を外はずしてこれを見てください。顔は動かさずに」


　水守は手に持った万年筆を涼子の目の前にかざすように差し出した。涼子は眼帯を外して万年筆を注ちゆう視しする。顔も視線も動かさずにいると、二重像はほとんど現あらわれずに視し界かいは安定している。


　不ふ意いに万年筆とそれを持つ手が右方向に二つに分ぶん裂れつした。脳が引きつったような感覚を覚えたが我が慢まんして顔と視線を固定し続けていると、二重になった像ぞうは一秒足らずで一つに重なった。分裂して増ふえた方の像に元の像が追うようにして合がつ体たいしたのだ。


「どんな風ふうに見えましたか？」


　涼子が正直に話すと、水守はカルテに何事かを書き込み、眼帯を戻していいと言った。水守は涼子の話したことをすべて書き留とめているらしく、カルテを何枚も使って速記している。
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「二重像の他に何か症状は？」


「〈蟲むし頭あたま〉が見えます」


　狂きよう人じん扱あつかいされるのを覚かく悟ごで話すと、水守は初めてわずかな困こん惑わくの表情を見せた。


「むしあたま……とは何ですか？」


「首から上が昆こん虫ちゆうの頭になってる人間です。ヒーローものの怪かい人じんみたいな」


「目に映うつる人間すべてがそう見えるということですか？　私もその〈蟲頭〉に？」


「一部の人間だけです。それもあたし以外には普ふ通つうの人間に見えるみたいで──」


　水守は万年筆の尻しりを顎あごに当てて、少し思し案あんする顔になった。


「昆虫の頭というと、具体的にどんな種類の？」


「ハエ頭の営えい業ぎようマンを見つけたのが最初で、次が蛾がか蝶ちようか……四人目はカブトムシ頭で柔じゆう道どう経けい験けん者しやでした」


「どうして柔道だと？」


「投げられましたから」


「ということはその〈蟲頭〉と肉体的な接せつ触しよくがあったわけですね。彼らについて他に気付いたことは？」


「襲おそってきたので抵てい抗こうしましたが、どれだけ殴なぐっても刺さしても通用しませんでした。痛つう覚かくがないのか、首から上以外の攻こう撃げきは効きかないみたいで」


「目もく撃げきした〈蟲頭〉は全部で四人？」


「そうです。ハエ男以外の三人は死にましたけど」


「……それはあなたが？」


　ざわり。


　涼子は肌はだが粟あわ立だつのを感じた。この水守という女医は何者なのかという疑ぎ念ねんが胸の中で急きゆう激げきにふくらんでいく。自分自身でさえ信じられないようなことを話しているのに、この女医の反はん応のうはあまりに冷れい静せいすぎないだろうか。ホラ話だと思って聞き流しているわけでもなく、揚あげ足とりではない的てき確かくな質問を返してくる。


「あたしじゃありません。オガミ・アキトが──」


　水守の万年筆の動きが止まった。


「オガミ・アキト……そう名乗ったんですか？」


「本人は名乗りませんでしたけど、たぶんそれがそいつの名前じゃないかと……なにしろテロップが出たし」


「テロップ!?」


「映画の字じ幕まくというか、マンガの書き文字というか、そんな感じのが──」


　謎なぞの美人女医は明らかに動どう揺ようしていた。適てき当とうな質問が思いつかないのか言葉に詰つまっている。


（────ん!?）


　涼子の視し界かいに黒いゴミかホコリのような無む数すうの影かげが舞まった。映画のフィルムについたゴミや傷きずのようにコマ送りで躍おどっていたかと思うと、それらは凝ぎよう集しゆうし、やがて三つの漢かん字じになった。『拝』と『暁』、そして『人』の三文字──


（拝はい？……違ちがう！　拝おがみ・暁あき人と!?）


　それがオガミ・アキトの漢字表記らしい。どうしていきなり漢字に変へん換かんされたのか、涼子は推理ではなく直ちよつ感かんした。女医が頭の中で『オガミ・アキト』を漢字変換し、それが涼子に見えた──そうとしか思えない。


「オガミ・アキトに心当たりが？」


「は？　いいえ……」


　水守は目を伏ふせた。気付くと『拝暁人』の三文字も雲うん散さん霧む消しようしている。水守が噓うそをついているとは断だん定ていできなかった。名前を聞いた水守が勝手に漢字を想像し、それが見えてしまったというだけのことかもしれない。


　テロップについて訊きいてこないので、涼子は自分から質問することにした。


「ところで訊きたいことがあるんですけど……『アポトーシス』って何ですか？」


「〈プログラムされた細さい胞ぼう死し〉の一つですね」


　考え込んでいる様子ながらも、水守は間まを置かずに答えた。


「個こ体たいをより良い状じよう態たいに保たもつために積せつ極きよく的てきに引き起こされる、管かん理り・調ちよう節せつされた細胞の自じ殺さつのことです。分かりやすい例れいで言えば、オタマジャクシがカエルに変へん態たいするときに尻尾しつぽがなくなるのもアポトーシスによるものです。癌がん化かした細さい胞ぼうが取とり除のぞかれるのもほとんどがアポトーシスの働きによるもので、腫しゆ瘍ようの成長を未み然ぜんに防ふせいでいます」


「赤あかん坊ぼうが生まれるまでのある時期までは指の皮ひ膚ふは全部つながってて、指の間の細胞が死ぬことで五本に分かれるって話を聞いたことがあるけど」


「それもアポトーシスです。生物化学に興きよう味みが？」


「いーえ、ぜんぜん。拝暁人の使った技わざがどうやらそれっぽかったんで」


「そうですか。でも本来アポトーシスによって細胞が無む機き物ぶつにまで分ぶん解かいされることはないのですが……」


「ホトケは回かい収しゆうしたんでしょ？」


　遠とお回まわしな言い方をしたため、水守が言葉の意味を理解するのに数秒を要ようした。


「あれが人間だったという立りつ証しようはほぼ不ふ可か能のうでしょう。状じよう況きよう証しよう拠こしかありませんから」


　どうやら〈蟲頭〉たちの死体は回収したらしい。しかしあの塩しおの柱はしらを検死しろというのも無む茶ちやな話ではある。


　涼子はこの問もん診しんが少し面おも白しろくなってきていた。水守というこの美人女医の態度には不ふ審しんな点も多いが、敵てき意いや危き険けんは感じられない。涼子の知らない情じよう報ほうを持っているのか、それともに単に頭が良すぎるのか──あるいはその両方か。しかし女医の方は涼子の気分には無む頓とん着ちやくなようで、カルテを見直すと質問を打ち切った。


「九時半から精せい密みつ検けん査さの予定です。ここで待っていてください」


　水守が病室を出て行くと、入いれ替かわりに大作が入ってきた。


「いまの先生、すごい美人でしたね～」


「……第一声がそれ？」


　朝っぱらから色いろ気けづいている大作に、涼子は呆あきれ顔で突つっ込んだ。


「意外と元気そうですね。よかった」


「どっちかってーと空元気よ。状況は何にも良くなってないし」


「空元気でもないよりはマシですから」


　この少年が言うとそれなりに説せつ得とく力りよくがあった。外見に似に合あわず中身はタフガイなのだ。


　涼子はベッドから降おりて靴くつを履はいた。


「ちょっと出るから付き合って」


「勝手に退たい院いんしていいんですか？」


「病院の中をうろつくだけよ。あんたは右目なんだからガタガタ言わない！」


　検査の時間までにはまだ余よ裕ゆうがあった。意い識しき不ふ明めいのまま運び込まれたので涼子は自分の病室が何階にあるのかも知らない。得え体たいの知れない怪かい人じんに狙ねらわれている現げん状じよう、逃とう走そう経けい路ろくらいは把は握あくしておく必要があった。


　涼子が入院したのは大学医学部の付ふ属ぞく病院である。病院の建物自体もかなり大きいが、それを含ふくむ医学部のキャンパスは相当な面めん積せきがあった。案内図を見ると、本ほん館かんに講こう堂どう、大学院棟とう、教育棟、複ふく数すうの研究棟、看かん護ご専門学校、寄き宿しゆく舎しや、部室、体たい育いく館かん、プール、テニスコート等とう々とうが敷しき地ち内にある。


　涼子の病室は六階だった。エレベーターで一階に下りると、外がい来らいの受付が始まっていて玄げん関かんホールには大おお勢ぜいの人がいた。涼子は注意深く一人一人を観かん察さつしたが〈蟲頭〉は見当たらない。病人だからという理由で怪人に見えるわけではないらしい。


　涼子は病院を出るとキャンパスの中を散さん策さくした。講堂の脇わきを抜ぬけて図書館の方に出ると陸りつ橋きようがあったので特に理由もなく渡わたってみる。左手に体育館、右手に広いテニスコートが見えた。


「いったいどこへ行くつもりなんですか？」


　涼子自身でも分からないのに答えようがなかった。敷地内に〈蟲頭〉に見える人間がいればとっ捕つかまえて正体を確たしかめたいところだが、それが目的ではない。とにかく奇き妙みような視し覚かく異い常じようの謎なぞを解とく手がかりが必要だった。


　陸橋を渡りきった涼子は、テニスコートの向こうに見える森の方に足を向けた。都との条じよう例れいか何かで、敷地面めん積せきに対して一定の割合の緑りよく地ちを設もうけることが義ぎ務むづけられている。目指す森もそのような緑地として残されているのだろう。


　テニスコートを右手に歩いていると、大作が急に立ち止まった。


「忘れてました。結ゆう城きさんから預あずかった物があったんですよ」


　大作が名めい刺し入れから銀ぎん色いろのカードを取り出して涼子に差し出した。金きん属ぞく製せいの薄うすい板で、表おもてにはオリオン座ざの三つ星を模もしたマークと『ドクター・マックス＝ムラサメ』の名前が彫ほられ、裏うらにはバーコードが印いん刷さつされている。それ以外には住所も電話番号もない。


「なに、これ？」


「池いけ袋ぶくろで自じ称しよう科学者の人にもらった名刺だそうです。昨日きのうの夕方に見み舞まいに来た結城さんが、何かの役に立つかもしれないから涼子さんが起きたら渡してくれって」


　池袋と聞いて涼子は思い出した。怪あやしげな白はく衣いのおっさんである。しかし電話番号もないのでは名刺の意味がない。とはいえ捨すてるわけにもいかないので、仕し方かたなく生徒手帳に挟はさんだ。


　ポーン、と何かが強く跳はねる音がした。


　黄色い物体が視し界かいに飛び込んできたので、反はん射しや的てきに右手を上げて摑つかむ。感かん覚かく的には少し反はん応のうが遅おくれたと思ったが、ぴったりのタイミングで手の中に収おさまった。


　それはテニスボールだった。


　ここの学生なのか、コートを借りているだけの部外者かは分からないが、朝っぱらからテニスに興きようじている暇ひまな連中からの贈おくり物である。サーブに失敗でもしたのか、フェンスを飛び越こえて涼子の方まで飛んできたらしい。ボールをコートの方に投げ返して歩き出そうとすると、大作が前に回って奇き妙みようなことを訊きいた。


「涼子さん……いま、何をやりました？」


「見てなかった？　飛んできたボールを投げ返したんだけど」


「問題は飛んできたボールをナイスキャッチしたことですよ。どうして右方向から飛んできたボールを片かた手てで捕とれるんです？」


「そんなの別に……」


　普ふ通つうのことじゃない──と答えようとして、涼子はようやく違い和わ感かんに気付いた。


　涼子は右方向から飛んできたボールを右手で捕ったのである。右目が眼がん帯たいでふさがっているというのに、振ふり向くこともなく。


「実はその右目、ちゃんと見えてるんじゃないですか？　それと僕ぼくの見み間ま違ちがいじゃなければ……まるでボールが飛んでくるのを予よ測そくしていたように、ほんのちょっと早めのタイミングで手を出したようにも見えましたよ？」


　大作の指し摘てきは極きわめて重要な事こと柄がらのように思えた。確たしかに涼子の視覚は右方向から飛んでくるボールの動きを正せい確かくにとらえていた。左目の視界ではカバーできない範はん囲いである。正確に表現するなら、真まっ暗くらな右目の視界の中で黄色いボールの軌き跡せきだけがはっきりと見えていた──ように思う。


　涼子は近くにあったベンチに座すわり、大作を自分と向き合うように隣となりに座らせた。


「大作君、ちょっとジャンケンしてみようか」


「ジャンケン!?　いまですか？」


「確認のためよ」


　涼子は眼帯を外はずすと、顎あごを引いて、顔と視線を固定するように心がけた。


「ジャーンケーン、ホイ！」
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　大作がパーを出すと、涼子はやや後出し気味にパーを出した。あいこである。


「続けていくわよ。ジャーンケーン……ホイ！」


　今度は大作がグー、涼子もほぼ同時にグーを出す。


　同じようにジャンケンを数回続ける。大作のチョキにチョキを合わせるのは少し遅れたが、涼子はすべての勝しよう負ぶをあいこにした。


「どういうことですか、涼子さん？」


「まだまだ、ここからが本番よ」


　涼子は一度両目をつぶり、呼こ吸きゆうを整ととのえた。


「十回連れん続ぞくでいくわよ？　ジャーンケーン、ホイ！　ホイ！　ホイ！……」


　ベンチに座ってなぜかジャンケンを続ける高校生二人。しかし観かん察さつする者がよほど注意深くなければ、その光景の本当の異い常じようさには気付かないだろう。十回勝負のすべてで涼子が勝利したのである。


「ジャンケン完全勝利……これって右京さんの十オ八ハ番コじゃないですか！　まさか〈星ほし詠よみ〉ですか!?」


「たぶん……違うものよ」


　右目を押さえながら、涼子は荒あらい息を吐ついた。二に重じゆう像ぞうによる酔よいが回っていた。左側頭部がズキズキと痛む。しかしそんな不ふ快かい感かんよりも興こう奮ふんの方がまさっていた。


「あたしの右目には大作君が次に出す手が見えた……ほんのゼロコンマ何秒の差だけど、未来の映像が見えたのよ！　それを見て勝てる手を選せん択たくするだけのギリギリの時間──」


　二重像の正体は左右の『視線のズレ』ではなく『時間のズレ』だった。


　右目で見た映像があさっての方向に向いているのは未来の映像だからである。人間の視線は一点にとどまらずにせわしなく動く。本人の意い志しによらない視し点てんのズレを無む理りに修しゆう正せいしようとすれば頭痛のひとつも起こって当然といえた。


　涼子は再ふたたび右目を眼帯で隠かくすと、ベンチから勢いきおいよく立ち上がった。


「行くわよ、大作君」


「検けん査さですね？」


「そんなものはパス！　病院に超能力科なんてないのよ」


「じゃあどこへ!?」


「とりあえずは……駅へ行ってから考えるわ」


　鳥の羽ばたきの音が聞こえた。


　振ふり向くと、森から飛び立つ一いち羽わのカラスが見えた。


　不ふ吉きつな予感を振り払はらうように、涼子は肩かたで風を切って歩き始めた。





　　　　三





　およそ一時間後──涼子と大作は新しん宿じゆくにいた。


　交通手段は地下鉄とＪＲを乗のり継ついだ。他ほかにバスや私し鉄てつという選せん択たく肢しもあったが、涼子は尾び行こうを警けい戒かいしてあえて地下鉄を選んでいた。


　ファーストフード店の二階の隅すみ、窓まど際ぎわの席に陣じん取どると、注文したモーニングセットには手をつけずに店の前の道路を見下ろす。


　早い時間だが、日本一の繁はん華か街がいだけあって人通りは多い。


　営えい業ぎよう回まわりのサラリーマンにファイルを抱かかえたＯＬ、商品を納のう入にゆうしにきた運うん送そう業ぎよう者しや、飲いん食しよく店てんの店員、フリーターや大学生風の若わか者もの、小こ金がね持もちの主しゆ婦ふ、一いつ見けんして定てい職しよくに就ついているとは思えない謎なぞのおじさん等とう々とう、通りを行いき来きする人々を眺ながめる。


　涼子は眼帯を外した。その直後、通行人の数が倍になる。右目がとらえたゼロコンマ数秒先の未来の映えい像ぞうが重なったのだ。腸ちよう捻ねん転てんならぬ脳捻転の症しよう状じようが襲おそうが、涼子は歯を食いしばって我が慢まんした。


　涼子が新宿にやってきた目的は二つあった。


　一つは〈蟲むし頭あたま〉である。涼子の目に〈蟲頭〉に見える人間がどの程度の割合で存そん在ざいするのか、これだけ大勢の人間が集まる場所ならば確かく認にんできるのではないかという期待がある。


　もう一つは訓くん練れんだった。〈蟲頭〉に未来の映像──得え体たいの知れないものが見えてしまう超ちよう能のう力りよく的てき視し力りよくをコントロールするための訓練である。当初、涼子は眼帯なしではまともに歩くこともできないと考えていたが、地下鉄に乗っている時に、話を聞いた大作がその可か能のう性せいを指し摘てきした。


「たとえば……そうですね。『カクテルパーティ効こう果か』というのをご存じですか？」


「知らない。どこかで聞いたような気もするけど」


「立りつ食しよくパーティのような大勢の人がざわめいているようなうるさい場所でも、隣となりの人と普ふ通つうに話ができる現げん象しようのことです。その場の物理的な音をテープレコーダーなんかを使って録ろく音おんしたものを再さい生せいすると雑ざつ音おんばかりでまるで言葉が聞き取れないような状じよう態たいでも、人間は声のする方向や距きよ離りから必要な音だけを聞き分けることができるんです。今だってほら、騒そう音おんだらけの地下鉄の中でも僕らは話ができてるでしょう？」


「耳の話はこの際さい関係ないんじゃない？」


「人間の情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくの高さについて言ってるんですよ。物理的な情報はすべてキャッチしていても、そこにフィルターをかけて、雑ざつ多たな情報の中から自分の知りたいことだけを抜ぬき出す、という複ふく雑ざつで高こう度どな情報処理を人間の脳はやっているんです。でもこの『聞き分ける能力』も生まれつき持っているわけじゃなくて、やはり経けい験けんと訓練を積むことで獲かく得とくしていくわけです」


「……だから？」


「聴ちよう覚かくだけじゃなくてそれ以外の五感──視覚についても同じってことですよ。ゼロコンマ何秒か先の映像が見える〈未み来らい視し〉の能力は目覚めたばかりなんでしょう？　涼子さんの脳はまだ経けい験けんが浅くてその情報を上う手まく処しよ理りできていないんだと思います。ただ二重に見えるだけで原げん理りが分からない間ならまだしも、今はそれが未来の映像だと理解できている。この差は大きいですよ。その未来の映像は今すべて見えている状態ですが、脳が経験を積つんで適てき切せつに情報を処理できるようになれば、余よ計けいな情報はカットされて、必ひつ要ようなものだけが見えるようになるはずです。その訓練にどれくらいの時間がかかるかは分かりませんが……」


「大作君──あんた、天才！」


　そんなやり取りがあって、涼子はそのアイデアに賭かけてみることにしたのだ。


　なるべく頭と視点を固定し、動いているものを見続ける。それに最も効こう率りつがいいのは物体が一方向にだけ流れる車道ではなく人ひと込ごみだった。


　涼子は現在と未来の二に重じゆう像ぞうを同一のものではなく、二つでワンセットになっているものと考えた。未来の像を現在の実じつ体たいに先行する影としてとらえれば、それはさほど難むずかしいものではない。問題は振ふり向いたりして視点が大きく動く時だった。左右で見える像が大きくズレるため目まいを起こしやすいが、しばらく雑ざつ踏とうを眺ながめているうちに、顔を動かす直前に右目をつぶることである程度は回かい避ひできることが分かった。


「そろそろ何か変化はありましたか？」


　一時間近くが経けい過かした頃ころ、涼子が残したモーニングセットのベーグルサンドを食べながら、大作が訊きいてきた。


「多少は慣なれてはきたけど……頭が熱くなってきたわ」


　涼子はドリンクの紙コップをこめかみに当て、残った氷で頭を冷やした。


「やっぱりいきなりは難むずかしいのかもしれませんね。いったん休きゆう憩けいしたらどうです？　冷れい却きやく用にシェークでも買ってきましょうか」


「ダメ、今休むと元の木もく阿あ弥みになりそうよ。右目を完全にふさぐのじゃなくて、視界をある程度限げん定ていできるような物があれば……」


　そこまで言ったところで、涼子はあることに気付いてスカートのポケットを探さぐった。中から出てきたのは伊い福ふく部べからのプレゼント──鍔つば眼がん帯たいである。


　鍔自体は模も造ぞう品ひんだが材質は鉄てつで作りは精せい巧こうだった。形はほぼ真しん円えんで、雲のかかった三み日か月づきの象ぞう眼がんがある。


　鍔の裏うら側がわにクッションとして貼はり付けてあるガーゼをはがすと、刀とう身しんを通すための長い三角形の穴あなが開いた。右目に着けてみるとほどよく視界が狭せばまり、なかなか具ぐ合あいがいい。


「ちょうどいいわね、これ。正面だけ見える感じになるし」


「その格かつ好こうで新宿の街まちをウロウロするのは……ちょっと目立ちすぎませんか？」


「こちとら命いのちが危あぶないってのに、細こまかいことを気にしている余よ裕ゆうなんてないのよ」


　再び道路に目を向けた涼子は、椅い子すを蹴け倒たおす勢いきおいで立ち上がった。他ほかの客が興きよう味みを惹ひかれて目を向けるが、鍔眼帯をした怪あやしい女子高生の姿すがたを発見すると、危き険けんな臭においを嗅かぎとったように慌あわてて顔をそむけた。


「どうかしましたか？」


「〈蟲頭〉が……いる！」


「どこです!?」


「すぐそこ。白い服を着た二人組よ」


　涼子は交差点の角かどを指さした。ゆったりとした作さ務む衣えのような白い服を着た男女が立っている。大作の目にはどちらも二〇代前半の真ま面じ目めそうな普ふ通つうの人物に映うつるが、〈未来視〉と並ならぶもう一つの超ちよう能のう力りよく──『見分ける』あるいは『見み破やぶる』視力を持つ涼子には、二人の首から上はカマキリとイナゴに見えた。


「男の方がカマキリで女の方がイナゴですか？　うーん、似にてると言えば似ているし、似てないと言えば似ていないし……」


　大作は困こん惑わくした顔でコメントしたが、涼子には比ひ較かくのしようもなかった。目の左右に関係なく〈蟲頭〉は〈蟲頭〉以外の何者にも見えないのだ。精せい巧こうな昆こん虫ちゆうのかぶり物をしているとしか思えない圧あつ倒とう的てきなリアリティがある。


　白服の〈蟲頭〉二人は街がい頭とうに立ってチラシのような紙を配くばっていた。通つう行こう人にんにはやはり普通の人間に見えているようで、異い形ぎように驚おどろく様子もない。


「大作君、何を配くばってるのか調べてきてくれる？」


　涼子が言い終わる前に大作は飛び出していた。店みせを出た大作は通行人を装よそおって〈蟲頭〉たちからチラシを受け取る。少し離はなれてからチラシの内容を確かく認にんすると、〈蟲頭〉たちのところへ戻もどって話しかけた。チラシの内容について質問しているらしい。二人の〈蟲頭〉は身み振ぶり手振りをまじえて何か説明している。やがて納なつ得とくしたのか、大作はチラシをもう一枚もらって戻ってきた。


「健康食品の販はん売ばいをやってるそうですよ」


「虫の？」


「それはどうだか知りませんが……」


　大作の持ってきたチラシに目を通す。パソコンで印いん刷さつしたものらしいチラシの表おもてには『これ一ひと粒つぶで元気ハツラツ！』のあおり文もん句くとともに白い錠じよう剤ざいの写真が載のっている。錠剤は〈仙せん珠じゆ白はく龍りゆう丹たん〉という名前で『漢かん方ぽうと西洋医学の融ゆう合ごうにより誕たん生じようした画かつ期き的てきな滋じ養よう強きよう壮そう・栄えい養よう補ほ助じよ剤ざい』と紹しよう介かいされている。原料になった稀き少しような高山植物や海かい産さん物ぶつとその効こう能のうが写真入りで解説されていて、一枚のチラシにしては情じよう報ほう量りようが多い。テレビにもよく出しゆつ演えんしている著ちよ名めいな医い師しのコメントまで載っている。


　裏うらは単たん色しよく刷ずりで、他に取り扱あつかっている栄養ドリンクや健康食品の一いち覧らんがあった。紹しよう介かいはあっさりしたもので、一いち押おし商品の〈白龍丹〉に比くらべれば扱あつかいは雲うん泥でいの差である。チラシの下の方に販はん売ばい元もとの情報があった。


〈救きゆう星せい会かい〉──それが販売元の名前だった。


「なんか新しん興こう宗しゆう教きようっぽい会社名ね」


「話を聞くとそうらしいですよ。教団の運営資し金きんを得うるために健康食品を販売しているんだとか」


「話してみてどんな感じだった？」


「あの手の人間に共きよう通つうした印象ですよ。装われた健全さが鼻はなにつきますよね。だから特とく別べつおかしいという感じもしませんでしたが」


　涼子は〈白龍丹〉の効こう能のうの部分に目を通した。滋養強壮、健けん康こう増ぞう進しん、劇げき的てきなダイエット効こう果か、さまざまなアレルギー体質の克こく服ふく、免めん疫えき力りよくの強化等々、ほとんど万ばん能のうに近い。


「昨日きのう見た〈蟲頭〉もこれを飲のんでるとしたら……確かに効果は本物かもね。ナイフで刺さされても痛くない頑がん丈じような身体からだになれるかも」


　裏返して販売元のデータを見る。商しよう品ひんはまず支部で配はい布ふしている無む料りようのサンプルを試し飲いんし、効果があったと確認できた場合のみ通信販売での購こう入にゆうが可能となる販売法をとっているらしい。チラシにはホチキスで救星会新宿支部の地図が添そえられていた。新宿支部といっても所しよ在ざい地ちが新宿区内にあるというだけで、最も寄より駅は西武新宿線の新あら井い薬やく師し前まえか中なか井いになる。どちらの駅からも徒と歩ほでおよそ十五分と微び妙みように遠い。


「……けっこう歩くわね」


「タクシーで行きましょう」


　涼子の顔かお色いろを読んだ大作が、諦てい観かんの境きよう地ちで提てい案あんした。





　　　　四





　救星会新宿支部まではタクシーで十数分の距きよ離りだった。目的の建物の一ブロック手前で降り、周囲を警けい戒かいしながら近付いていく。


　辺あたりは閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいである。真まっ昼ぴる間まだからか人通りはほとんどなく、ゴーストタウンのように静まり返っている。一〇分ほどの間に通行人は一人もなく、生き物の気け配はいといえば遠くでカラスの鳴き声が聞こえるだけだった。


　目的の場所はくすんだ色の外がい壁へきにツタの絡からんだ築ちく一五年以上の七階建だてマンションだった。その六階の一室が支部になっているらしい。


「…………チッ」


　人ひと影かげもないのに民みん家かの塀へいの陰かげに身を隠かくしながら、涼子は舌した打うちした。


「正直、イヤな感じしかしないわね」


「どうします？」


「……爆ばく弾だん」


「はい？」


「爆弾出してよ。あのマンションを木こっ端ぱ微み塵じんにぶっ飛ばして、中にいる〈蟲頭〉どもをいぶり出す！」


　マンションの内部は蟻ありか蜂はちの巣すのようになっていて〈蟲頭〉たちが四つん這ばいでガサゴソうごめいている──そんなおぞましい想像図が涼子の脳のう裏りに描えがかれていた。


「さすがに爆弾は無む理りですが、代わりの武ぶ器きなら用意しましたよ」


　タクシーに乗る前に大作は防ぼう犯はん・護ご身しん用よう品ひんの専せん門もん店てんに寄より、対たい〈蟲頭〉用のアイテムを購こう入にゆうしていた。首から下に痛つう覚かくがない人間を相手にするには、やはりそれに対たい応おうした武器が必要になる。涼子は大作が用意したアイテムの中から、掌しよう中ちゆうに隠し持てるサイズのものを選んでポケットに忍しのばせた。


「あたしが様子を見てくるから、大作君はここで待ってて」


「ええ～っ!?　それはないんじゃないですか？」


「二人で行って二人とも捕つかまったら誰が助けを呼ぶわけ？　〈蟲頭〉には打だ撃げきで怯ひるませる手が通じないのよ？　だいたい奴やつらを見分けられるのはあたしだけだし、一人の方が逃にげやすいと思うけど」


「正直心配なんですが……」


　大作は残ったアイテムの中からハート型がたのキーホルダー風ふうのものを取り出した。


「防ぼう犯はんブザーです。下に付いてるストラップを引くと大だい音おん量りようで鳴りますから、ピンチになったらそれで知らせてください。すぐに通つう報ほうしますから」


「頼たよりにしてるわよ」


　涼子は防犯ブザーをポケットに入れると、塀の陰から出て問題のマンションに向かった。


　マンションの玄げん関かんから入り、郵ゆう便びん受うけで救星会新宿支部の部屋番号を確認する。


（六〇四号室……やっぱり六ム四シだわ）


　妙みようなところで感心しながらエレベーターに向かう。操そう作さパネルから飛び出しているボタンを押おし込むと、窓のない扉とびらがゆっくりと開いた。昇のぼっていく速度も遅おそく、涼子は狭せまいエレベーターの中でイライラと足あし踏ぶみする。


　チーン。


　電子レンジのような音が鳴って、エレベーターが停止する。


　扉が開いていくと、涼子の全身が緊きん張ちようで強こわ張ばった。


　コガネムシに似にた〈蟲頭〉が一人、六階でエレベーターを待っていたからである。


　首から上がリアルな昆こん虫ちゆうなので表ひよう情じようはまったく読めないが、身み振ぶりからして〈蟲頭〉の方も少し驚おどろいた様子だった。鍔つば眼がん帯たいをした女子高生といきなり対たい面めんすれば誰だれでもギョッとするだろう。人間として普ふ通つうの反はん応のうといえた。


　コガネ頭が身を引いて涼子に道を譲ゆずった。涼子は頰ほおを引きつらせながらも軽く会え釈しやくしてエレベーターを降おりる。


（ビンゴ！……ってところね）


　涼子は〈救星会〉こそが〈蟲頭〉たちの活動拠きよ点てんだと確信した。悪の組そ織しきのアジトを突つき止め、潜せん入にゆうを試こころみるエージェントの気分だった。


　クランク状じように折れ曲がった薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進み、六〇四号室の前に立つ。表ひよう札さつには堂々と『救星会新宿支部』と書いてあった。


「大だい胆たん不ふ敵てきな……」


　表おもて向むきはまっとうな宗しゆう教きよう団だん体たいが普通に表札を出しているだけなのだが、涼子から見れば人を舐なめきった態度に思えた。


　後から付けられたらしいインターホンを押すと、女性の声が応こたえた。チラシを見て話を聞きに来た旨むねを告つげる。ほどなくしてチェーンロックの外れる気配がして扉が開かれた。


「あらあら、いらっしゃいませ～」


　応おう対たいに出てきた中年女性が愛あい想そよくそう言っておじぎする。実じつ際さいには満まん面めんの笑えみを浮うかべているのかもしれないが、首から上はテントウムシであった。しかもテントウムシの頭にすげ変わっているのではなく、頭が丸ごと一匹ぴきのテントウムシになっている。赤地に七つの黒丸があるナナホシテントウで、肩かた（？）の白い模も様ようが目のように見えるため無む理りをすれば『赤い帽ぼう子しを被かぶった色黒の人』だと思い込むこともできなくはない。


「どーぞどうぞ、靴くつはそのままでお上がりくださいね～」


　招まねかれるままに入ってみると、中は普通のマンションの一室ではなかった。ほとんどの壁かべが取り払はらわれ、フロア全体が一つのオフィスのように改かい装そうされている。元にあった壁の代わりにフロアは白いパーテーションによって仕し切きられており、涼子は六畳じようほどの広さの一室に通された。会かい議ぎに使われるような折りたたみ式のテーブル一つとパイプ椅い子すが置いてあるだけの殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やだ。


　オフィスには他に人の気配はなかった。パーテーションの向こうからラジオの音声が聞こえていたが、テントウ女が止めたらしく間もなく静かになった。


　室温は暑あつくもなく寒くもなく適てき温おんだった。芳ほう香こう剤ざいのものかハーブかは分からないが、いい匂においが漂ただよってくる。パイプ椅子に座すわって待っていると、ハーブ系けいの香かおりのせいか張りつめた気分が急速に落ち着いてきた。次し第だいに肩から力が抜ぬけ、二分もするとあくびが出た。


「すいませんね～、お待たせしちゃって～」


　背はい後ごから不ふ意いに声を掛かけられ、涼子は驚いて顔を上げた。慌あわてて腕うで時計を見る。部屋に入ってから五分が経けい過かしていた。二分間ほど記き憶おくが飛んでいる。その間、自分がまったくの無む防ぼう備びだったことを思い出し、背せ筋すじに冷たいものが走るのを感じた。


　入ってきた女性が、銀ぎん色いろの水すい筒とうのような筒つつと紅こう茶ちやセットを載せたトレーをテーブルに置いた。ガラス製のポットからティーカップに薔ば薇ら色の紅茶を注つぐと、スライスしたレモンを添そえて涼子に差し出した。


「お砂さ糖とうの代わりにハチミツを入れてあります。暑い時はこれに限りますよね」


「……いただきます」


　涼子は警けい戒かいせずにティーカップをとって口に運んだ。甘あまみをおさえた爽さわやかな飲のみ口のアイスティーだった。紅茶に無む頓とん着ちやくなのは、その他に気になることがあったからだ。


　目の前の中年女性は〈蟲頭〉ではなかった。しかし別人ではない。さっきのテントウ女と同一人物のはずである。


　人間の顔に戻ったテントウ女が持ってきたファイルを手に、支部で取り扱あつかっている健康食品についての説明を始めたが、涼子は完全に上うわの空そらで女の顔ばかり凝ぎよう視ししていた。四〇代前後に見えるが肌はだの色つやは若わか々わかしい。肌に張はりがあってしわがほとんど見られない。化け粧しようで隠かくしているわけでもないらしい。


　涼子の脳のう裏りにもう一つの疑ぎ惑わくが浮かんでいた。〈蟲頭〉に見える人間の側に異い常じようがあるのではなく、涼子の頭の方がどうかしているという可か能のう性せいである。〈蟲頭〉が見えるのは涼子だけである。涼子の妄もう想そうの産さん物ぶつでないといったい誰が保ほ証しようできるというのか。


　少なくとも目の前の女性は宇宙人か何かにしては人間的すぎた。表情の読めない〈蟲頭〉なら嫌けん悪お感かんが先に立つため単たん純じゆんに『敵てき』として認にん識しきできたが、人間の顔をされては戦せん意いがわいてこない。


「〈仙珠白龍丹〉を最初から通信販売でお売りしないのは、基本的に生しよう薬やくだからです。正しい温度管理で保ほ存ぞんしないとすぐに腐ふ敗はいして効こう能のうが失われてしまいます。逆ぎやくにおなかをこわすこともありますからね。まずこちらで試し飲いんされてその効こう果かを確認し、正しい取り扱あつかい方をご理解いただいた上でなければお売りできません」


　元テントウ女はそう言うと、銀色の水筒をとってフタを外した。水筒をゆっくり傾かたむけると、白っぽい玉たまがひとつ、お猪ちよ口こサイズのグラスの中に転ころがり落ちた。直ちよつ径けいは一センチ足らず。飲のみ薬ぐすりとしてはやや大きめである。


「飲む時は決して嚙かまないでくださいね。糖とう衣い錠じようですが、中身はものすご～く苦にがいですから。お試ためしになります？」


　勧すすめられるまま、涼子は〈白龍丹〉の入ったグラスを手にとった。顔の前まで持ち上げて観かん察さつする。


　表面は真っ白ではなく透とう明めい感かんのある白だった。中身の黒い色がまだらに透すけて見える。


（〈白龍丹〉の白は糖衣だとして……龍って何？　タツノオトシゴの粉ふん末まつとか？）


　原材料の説明の中にタツノオトシゴについての言げん及きゆうはなかった。


　さらに丸薬を凝ぎよう視ししているうちに奇き妙みようなことが起こった。糖衣の下の中身が動いたように見えたのだ。


（────!?）


　涼子は無む意い識しきのうちにグラスを眼帯にくっつきそうなほどに近づけていた。


　右目の視界一いつ杯ぱいにズームアップされた〈白龍丹〉の表面に、縦たて一いち文もん字じの亀き裂れつが走った。


　糖衣の殻からの中で何かがグルグルと回かい転てんしているような動きがある。急に裂さけ目が大きくなったかと思うと、そこからヘアピンのような細い棒ぼうの束たばが伸のびた。


　涼子の背せ筋すじに怖おぞ気けが走る。


　それは折りたたまれた無む数すうの脚あしだった。グラスからはみ出すほどに成長した脚が涼子の手に突つき刺ささり、皮ひ膚ふの下に深く潜もぐり込んでいく。


「うわあああああああ──────ッ!!」


　涼子はパイプ椅子を蹴け倒たおして立ち上がると、グラスごと〈白龍丹〉──〈蟲頭〉の卵たまごを床ゆかに叩たたき付けた。グラスが割れて卵が床を転ころがる。それを拾ひろおうとする女に膝ひざ蹴げりを食らわすと、卵を踏ふみつけ、爪つま先さきでえぐり込むようにしてすり潰つぶす。


　涼子の右目に映うつったのは未来の映えい像ぞうだった。涼子は理解した。〈救星会〉は丸がん薬やくに偽ぎ装そうした寄生虫の卵を使って〈蟲頭〉を増ふやしている！


「あ……あなた、何てことをするの!?」


　手て加か減げんなしの蹴りを食くらったにもかかわらず、女はたいしてダメージを受けていないのか起きあがってきた。しかしその顔は〈蟲頭〉に戻もどっている。


「クソったれの寄き生せい虫ちゆうの卵はどこ!?　今すぐ全部出しなさい！　一ひと粒つぶ残らず始し末まつしてやるわ!!」


「寄生虫？　何を言ってるのか……」


「すっとぼけても無む駄だよ！」


　前に突つき出した涼子の手から水みず鉄でつ砲ぽうのように液えき体たいが発はつ射しやされ、テントウ女の顔がん面めんを直ちよく撃げきした。女は激はげしく咳せき込み、〈蟲頭〉のため涼子には見えないが涙なみだが止まらなくなっている。


　大作オススメの催さい涙るいスプレーの威い力りよくだった。痛つう覚かくがなくとも顔面にトウガラシ液を浴あびせれば視し界かいを奪うばうことができる。本来は相手が怯ひるんでいる間に逃にげるためのものだが、〈蟲頭〉の製せい造ぞう拠きよ点てんと知ったからにはすぐに逃げるわけにはいかない。


　催涙スプレーを浴びたテントウ女はしゃべるどころではなくなっていた。涼子は尋じん問もんをあきらめて自じ力りきで探さがすことにし、手当たり次し第だいに扉とびらを開けた。パーテーションで仕切られた部屋のほとんどは倉そう庫こになっていて、偽装のための健康食品が置いてあった。


　キッチンで冷蔵庫の中を調べたが、卵を保ほ管かんしているケースのようなものは発見できなかった。食しよつ器き棚だなや収しゆう納のう庫こを探しているうちに、何人もの人間が入ってくる気配があった。おそらく〈蟲頭〉の仲間だろう。涼子はガスコンロのホースを包ほう丁ちようで切せつ断だんし、元もと栓せんを全開にした。最悪の場合、ガス爆ばく発はつを起こしてでも寄生虫の卵を始し末まつする覚かく悟ごだった。


　屋内で大勢の〈蟲頭〉を相手にはできない。ひとまず脱だつ出しゆつすることに決めて廊ろう下かに飛び出した涼子の前に、黒々とした影かげが立ちはだかった。


「ひっ……ぎゃああああああああぁぁぁ────ッ!!」


　新手の〈蟲頭〉の姿すがたを目まの当たりにした涼子は恥はじも外がい聞ぶんもなく絶ぜつ叫きようした。


　それは頭だけが昆虫といった生なまやさしい代しろ物ものではなかった。腰こしから上が完全に昆虫化している。しかもゴキブリだった。直ちよく立りつする巨きよ大だいゴキブリである。


　涼子は昆虫一いつ般ぱんがとくに苦にが手てというわけではないが、ゴキブリだけは別だった。不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であり、まるで前ぜん世せからの因いん縁ねんがあるかのごとく見た瞬しゆん間かんに逆ぎやく上じようしてしまう。恐きよう怖ふが形を得たのがゴキブリという存そん在ざいだと確信していた。


　今や極きよく限げんの恐怖が涼子を発はつ狂きよう寸すん前ぜんまで追い込んでいた。正しよう気きを失いそうになる自分を憤ふん怒ぬで支ささえながら、涼子は両手を突き出し、二丁ちようの催涙スプレーを同時に噴ふん射しやする。


　ゴキ男は反射的に前まえ肢あしで顔を覆おおったが、スプレーの一部が目に入ったらしく悶もだえ苦しんだ。それでも涼子を逃がすまいと腕うでを振ふり回して暴あばれる。


　涼子は右目でその動きの先を読み、ゴキ男が方向感覚を見失って背を向けた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて廊下を駆かけ抜ぬけた。カメムシ男とゾウムシ男が邪じや魔まをしたが催涙スプレーと跳とび膝ひざ蹴げりで一いつ蹴しゆうして六〇四号室から脱だつ出しゆつした。


　エレベーターの方から〈蟲頭〉たち数人が向かってきた。小型の催涙スプレーの連れん続ぞく噴ふん射しや時間は五秒で、すでにほぼ使い切っていた。涼子はスプレーを捨すてて逆ぎやく方ほう向こうに逃げた。フロアの構こう造ぞうは頭に入れてある。廊下の突き当たりの扉を開け、螺ら旋せん階かい段だんに出た。


　錆さびた鉄の階段を四段飛ばしに駆け下りる。上から複ふく数すうの足音が追ってきた。三階まで降おりたところで下からも何人かの〈蟲頭〉が上ってくる。挟はさみ撃うちだった。池袋でゾンビに囲まれた時も似にたような状じよう況きようだったが、〈蟲頭〉はゾンビよりも断だん然ぜん動きが速い。


　建物の中に入ろうとしたが扉が内側からロックされていた。涼子は落ち着いてポケットを探る。出てきたのはハート形の防ぼう犯はんブザーだった。迷まよわずピンを引くと、耳をつんざく大音量の電でん子し音おんが鳴り響ひびいた。


　鳴らせた涼子自身が怯ひるむほどの大音量だが、〈蟲頭〉たちは意外な反応を示した。苦にが手てな周しゆう波は数すうでもあるのか、急に涼子を追う意い欲よくを喪そう失しつしたように立ちすくんだのだ。これ幸さいわいと涼子は〈蟲頭〉たちの間をすり抜けて地上に降りた。


　駐ちゆう車しや場じように出た涼子は再び悲鳴を上げた。すっかり撃げき退たいしたつもりだったゴキ男がいきなり空から降ふってきたからである。


　涼子は思わず頭上を仰あおいだ。よもや六階から飛び降りたわけでもあるまいと思ったが、否ひ定ていはできなかった。


　四つん這ばいに着地したゴキ男が二本の足で立ち上がる。着地の衝しよう撃げきのためか左足首があらぬ方向を向いていた。


　防犯ブザーをかざしたがゴキ男には通用せず前まえ肢あしの一ひと振ふりで叩たたき落とされる。地面に転がってもまだ鳴り続けているブザーに、ゴキ男は右前肢（おそらく拳こぶし）を叩き付けた。頑がん丈じようなブザーは一発では鳴りやまず、ゴキ男は何度も何度も殴なぐりつけた。前肢がつぶれ、血が飛び散っても殴るのをやめない。


〈蟲頭〉に痛覚がないのは、寄き生せい虫ちゆうに意い識しきまで乗っ取られているためだと涼子は気付いた。目的のためには宿やど主ぬしの肉体がどうなろうとお構かまいなしなのだ。ヤドカリが貝かい殻がらを取り替かえるように寄生虫が宿主の身体からだを乗り換かえることができないとすれば、これも一種の自じ己こ犠ぎ牲せいともとれるが、ゴキ男の宿主は被ひ害がい者しやにすぎない。


　十数回も殴って前肢の先が原げん形けいをとどめなくなった頃ころ、ようやくブザーの音は臨りん終じゆうのアブラゼミの鳴き声のように小さくなった。


　涼子は自分が完全に包ほう囲いされていることに気付いた。〈蟲頭〉の数は二〇──いや三〇人近い。老ろう若にやく男なん女によ、下は小学生くらいの男の子から、上は還かん暦れきの老人までとバラエティに富んでいる。おそらくこのマンションの住人のほとんどがすでに寄生されて〈蟲頭〉になっていたのだろう。


　ゴキ男が近ちか寄よってきたが、涼子は足がすくんで動けなかった。闘たたかう意い志しを失ったわけではない。だが状況は八方ふさがりだった。右目にも脱だつ出しゆつルートは見えない。


　この世で最もつともおぞましい、黒光りする怪かい物ぶつが眼がん前ぜんに迫せまった。


「いや……いやあああぁぁぁぁぁぁっ!!」


　涼子は目をつぶり、両りよう腕うでで顔を覆おおって悲鳴を上げた。生まれて初めて、誰かに助けを求めるためだけの悲鳴だった。


　ドォン！


　轟ごう音おんとともに地面が揺ゆれ、足がすくんでいた涼子はその場に尻しり餅もちをついた。


　恐おそる恐る瞼まぶたを開いて顔を上げる。


　目の前に、縦たて長ながの黒い箱が立っていた。上下が伸のびた六角形をしていて、上の方に細長い覗のぞき窓が、下の方には金色の十じゆう字じ架かのレリーフがある。表面にはロココ調の優ゆう美びな装そう飾しよくがびっしりと彫ちよう刻こくされている。


　それは西洋風の棺かん桶おけだった。〈蟲頭〉たちが運んできた物ではない。さっきの地じ響ひびきからするとゴキ男と同じく空から降ってきたと考える他なかった。


　まるで中に収おさめられた死者が息を吹ふき返したように、棺桶が震ふるえ始めた。


　バタン！


　棺桶の蓋ふたが開き、中から〈闇やみ〉があふれ出した。


　晴せい天てんの空がまたたく間に黒く塗ぬりつぶされ、日の光が遮さえぎられる。


　その〈闇〉は無む数すうの羽ばたき音と細い鳴き声を伴ともなっていた。すぐに涼子は〈闇〉の正しよう体たいに気付いた。それは数千匹びきのコウモリの群むれだった。


　コウモリの群れが空中の一点に吸すい寄せられるように集まっていき、やがてひとつの塊かたまりになった。黒い繭まゆのようなその塊が駐ちゆう車しや場じようの屋根の上に舞まい降りる。


『天が呼ぶ、地が呼ぶ、風が呼ぶ──』


　艶つやのある男の声が響ひびいた。


『──地じ獄ごくの使者と人の言う！』


　黒い繭が破れ、深しん紅くのマントを翻ひるがえした一人の男の姿すがたに変身した。


　トゲのように鋭するどく逆立つ金きん髪ぱつ。白しろ塗ぬりの顔。ピンクの頰ほおに黒い唇くちびる。


　体操選手のようにしなやかな筋きん肉にく質しつの身体を包む革かわのボディスーツ。胸むねの鎧よろいは蠍さそり、両肩には大トカゲの頭ず蓋がい骨こつを模もしたプロテクター。腰こしにはパワーの源みなもとたるライダーベルト。


　それは涼子の知っている人物だった。唯ゆい一いつの相そう違い点てんは、顔に西せい洋よう甲かつ冑ちゆうの鉄てつ兜かぶとを思わせる大おお型がたのゴーグルを装そう備びしているところである。


「魔ま界かい仮か面めんヘルマスカーＤ！　呼ばれて飛び出て只ただ今いま見けん参ざん!!」


　高らかに名乗りを上げて大おお見み得えを切るキング・オブ・イロモノの姿に、涼子の中で限げん界かいを超こえて張りつめていた緊きん張ちようの糸が音を立ててぶち切れた。


「フヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャァ！」


　ヘルマスカーＤはご満まん悦えつの笑い声を上げると、涼子に向かって立てた指を気き障ざったらしく振って見せた。


「フフフ……吾わが輩はいは果はたして敵てきかな？　それとも味方かな～？」


「自分で言うな！」


　涼子は腰を抜ぬかしたまま、逆ぎやくギレ気ぎ味みに突っ込んだ。
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「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　ヘルマスカーＤのゴーグルから稲いな妻ずま状じようの光こう線せんがほとばしった。


　ビョイィィ────ン！


　のたうつヘビのごとき金色の光線が、涼子の周囲をぐるりと円を描えがいて走る。涼子を包ほう囲いした〈蟲むし頭あたま〉たちは強力な放ほう水すい銃じゆうの直ちよく撃げきを受けたように弾はじき飛ばされた。


　派は手でな閃せん光こうだが熱エネルギーは感じない。高こう熱ねつによって溶とかしたり切せつ断だんしたりするものではなく、光の圧あつ力りよくで薙なぎ払はらう技わざらしい。


　しかし問題はそんなことではなかった。


　イロモノ系バイパーズ〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉のリーダーであるデルモンテ＝嘉か門もんは、ヒーローショーのアトラクションと奇き術じゆつをミックスした格かく闘とうエンターテイナーであり、奇き人じん変へん人じんの類たぐいではあったが少なくとも普ふ通つうの人間だったはずだ。それがなにゆえにこんな超ちよう能のう力りよくを使えるのか──それともこれも奇術のひとつなのか。


「フッ、今のは名めい刺し代わりの挨あい拶さつよ！」


　駐ちゆう車しや場じようの屋や根ねの上から跳ちよう躍やくしたＤは、涼子の目の前に着地した。お近づきにはなりたくないタイプだが、腰こしが抜けていては逃にげるのもままならない。


「吾わが輩はいを召しよう喚かんしたのは汝なんじか。サムライガール」


「召喚!?　あたしが？　あんたを？」


　突っ込みどころ満まん載さいの台詞せりふだが、Ｄの口ぶりに冗じよう談だんめかしたところはない。存そん在ざい自体が冗談か悪ふざけとしか思えない男ではあるが。


「助けを求める汝の魂たましいの声が、現げん世せと魔界の狭はざ間まを漂ただよっていた吾輩を呼び寄せたのだ。汝の所しよ有ゆうする〈ソルバニアの秘ひ石せき〉を通じてな」


「ソルバニア──!?」


　涼子は胸むねに下げている石のペンダントをセーラー服の上から摑つかんだ。慶けい一いち郎ろうから預あずかって以来、ほとんど肌はだ身み離はなさず持っているが、いまだにラッキーアイテムとして機き能のうしているらしい。


「なんであんたがソルバニアのことを？」


「吾輩はソルバニアの統とう治ち者しやたる〈魔王〉から地球側の代行者エージエントとして選ばれ、この魔ま力りよくを授さずかったのだ。魔ま素そを浴あびて魔ま人じん化かした下げ郎ろうどもとは違ちがう」


　Ｄの答えは答えになっていなかったが、おおよその事じ情じようは呑のみ込こめた。真まな鶴づるでの〈フライング・シーマンズ〉や〈Ｖ─１エクストリーム〉決けつ勝しよう戦せんにおける〈ブラック・ノヴァ１号２号〉はソルバニアから地球に送り込まれた魔素に憑ひよう依いされて魔人化していた。彼らが魔力を発はつ揮きする際さいは怪かい物ぶつに変身していたが、Ｄの場合はこの姿すがたですでに変身した状態なのだ。人間の心の底にある欲よく望ぼうや衝しよう動どうが暴ぼう走そうしたような怪物化とは違い、Ｄの魔力は理り性せいによってコントロールされているらしい。とはいえその魔力の発はつ現げんする形は、当然ながらＤ自身のパーソナリティーを反はん映えいしたものには違いない。


　Ｄは主人に仕える騎き士しのごとくひざまずくと、涼子に右手を差し伸のべた。


「呑のん気きに話している暇ひまはあるまい。さあ、吾輩に命じるがよい。サムライガール！」


「その呼び方はやめろっての！」


　Ｄの手をはねのけ、涼子は自力で立ち上がった。Ｄの光線に吹き飛ばされた〈蟲頭〉たちも何事もなく起きあがってくる。


「こいつら首から下に痛つう覚かくがないから、単たん純じゆんな打だ撃げきで痛いためつけても効こう果かはないわよ」


「承しよう知ち！」


　ゴキ男が前まえ肢あしを振ふり上げて背はい後ごから襲おそいかかってくる。Ｄは振り向きざまにカウンターで右ストレートをボディに打ち込んだ。涼子の警けい告こくした通り、ゴキ男はまるで怯ひるまない。


「言ったそばから……」


「〈ドリル・プレッシャー……」


　ギュルルルルルルッ！


　ゴキ男の胸に押しつけた、Ｄの右みぎ腕うでの肘ひじから先が高こう速そく回かい転てんを始める。


「──ナックル〉！」


　キュゴォォン！


　回転する下か腕わんがロケットパンチよろしく発射された。青白い炎ほのおを噴ふん射しやする腕がゴキ男の巨きよ体たいを飛ばし、数人の〈蟲頭〉を巻まき込こんで転ころばせた。


　飛び去った右腕が真ま上うえから戻もどってきて元通り右みぎ肘ひじに接せつ続ぞくされる。その手でベルトのサイドにある円形のスイッチを叩くと、バックルのシグナルが唸うなりを上げて点てん滅めつした。


　バックルの上部が開き、直ちよつ径けい一〇センチほどの円えん盤ばんが飛び出した。表面に六芒星ヘキサグラムが刻きざまれたメダリオンである。


　Ｄはメダリオンをゴキ男に投げつけた。メダリオンはゴキ男に命中した直後、直径数メートルの光の魔ま方ほう陣じんに変化した。一いつ緒しよに倒たおれていた数人を巻き込み、まるで蜘く蛛もの巣すにかかった虫のごとく空中に磔はりつけにする。


「メダリオン・パワー・プラス！」


　Ｄは二つめのメダリオンを取り出し、それを右膝ひざのプロテクターにあるスロットに挿そう入にゆうした。腰こしを落として構かまえると、足元に出しゆつ現げんした光の魔方陣が右足に吸すい込まれていく。


「──ハッ！」


　真しん紅くのマントを翼つばさのように広げ、Ｄが高々と跳ちよう躍やくする。


　磔にされた〈蟲頭〉たちの背後に黒い棺かん桶おけが瞬しゆん間かん移い動どうし、蓋ふたが開く。その内部は底なしの暗あん黒こくの淵ふちへとつながっていた。


「──〈ネバーエンディング・ダークネス〉!!」


　Ｄが流りゆう星せいのようなキックをゴキ男たちに食くらわせる。


　魔方陣に捕とらわれていた〈蟲頭〉全員が棺桶の中に吸い込まれ、無む限げんの闇やみの底へと落ち込んでいった。その姿が完全に見えなくなると自動的に棺桶の蓋が閉とじる。


「フハハハッ……成せい敗ばい！」


「何やらかしてくれてんのよ！」


　勝利のポーズを決めていたＤに、涼子は跳とび蹴げりをかました。


「あんた、今のアレはなに？　ゴキブリ男たちをどこへやったの!?」


「どこへと言われてもな……」


　涼子の剣けん幕まくが理解できないといった風にＤは腕うで組ぐみをして首をひねる。


「まあ、俗ぞくな言い方をさせてもらうなら──いわゆる〈地じ獄ごく〉だな」


「誰だれが殺せっつったのよ!!」


「地獄に送っただけで殺したわけではない。彼らは地獄で厳きびしい訓くん練れんを受け、やがては立りつ派ぱな魔ま界かいの軍団の兵士として……」


「んなこたあどうでもいいのよ！」


　涼子は蠍さそりの尻尾しつぽになっているＤの襟えり首くびを摑んだ。


「〈蟲頭こいつら〉は悪あく党とうでも何でもなくて、おかしな寄き生せい虫ちゆうに乗っ取られてるだけなのよ！　殺すのも地獄へ送るのもナシ！　分かった!?」


「ならばどうせよと言うのだ？　汝なんじはさっきから〈蟲頭〉などと言っているが、吾わが輩はいにはヤバいカルト教団の信者にしか見えんのだがな」


「寄生虫だけを殺す技わざとか、ないの？」


「まずはその寄生虫とやらの居い場ば所しよを確かく認にんせんことには始まらんぞ」


　Ｄはマントを脱ぬいで一ひと振ふりした。マントは瞬しゆん時じに硬こう質しつ化かし、鋭えい利りなエッジを持つ巨きよ大だいなブーメランに変形する。
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「ゆくぞ！　〈ギガンティック・ブー……」


　回かい転てんを加えて巨大ブーメランを投げようとするＤに、涼子は延えん髄ずい切ぎりを食くらわせる。


「ええい、何をする？」


「それはこっちの台詞せりふよ！　あんた、そのドでかいブーメランで連中の首を片かたっ端ぱしからすっ飛ばすつもりだったでしょ!?」


「首から上にしか攻こう撃げきが効きかんということは、頭部のどこかに寄生しているはず。それを確認しようと……」


「首が取れたら人間は死ぬようにできてんのよ！」


「魔界では生きているか死んでいるかはたいした問題ではない」


「ここは地球なのよ、ち・きゅ・う！」


『ガァァァ────ッ!!』


　不ふ毛もうなドツキ漫まん才ざいに終しゆう止し符ふを打ったのはカラスの一声だった。


　涼子は不吉な予感に頭上を振ふり仰あおいだ。


　ドォン！


　大気が震ふるえ、紅ぐ蓮れんの閃せん光こうと灰はい色いろの爆ばく風ふうが頭上に広がった。


　マンションの上の階で爆ばく発はつが起きたのだ。おそらく六〇四号室だろう。出しっぱなしにしてきたガスが何かに引いん火かしたに違ちがいない。


　粉ふん砕さいされた窓まどガラスが無む数すうの破は片へんの雨となって降ふり注そそいだ。Ｄがマントをドーム状に変形させ、破は片へんから涼子を守る。


　六〇四号室に居い残のこっていて爆発に吹ふき飛ばされたらしい〈蟲頭〉の一人が駐ちゆう車しや場じようの屋根でバウンドして、目の前に落ちてきた。テントウ女である。


「う……ふぐ……」


　テントウ女はひと目見て助からないと分かるダメージを受けていた。全身の骨が砕くだけ、おそらく内ない臓ぞうも破は裂れつしてまともに動けるはずもない致ち命めい傷しようだが、痛みを感じない〈蟲頭〉らしくテントウ女は身体からだを起こした。


　涼子は違い和わ感かんに気付いた。大おお怪け我がにもかかわらずテントウ女は血を流していない。裂さけた皮ひ膚ふから流れ出るのは無む色しよく透とう明めいの液えき体たいだった。


　ピキッ……パキッ……


　女の肌はだからつやが失われ、皮膚の表面に無む数すうの亀き裂れつが走った。鱗うろこ状じように角かく質しつ化かした皮膚が弾はじけてボロボロと剝はがれ落ちる。


　大きな鱗が剝がれて開いた穴あなから、色しき素そを失った透明の体たい液えきが噴ふき出した。テントウ女の身体の輪りん郭かくは見る間に崩くずれていき、やがて一ひと塊かたまりの塩しおの柱はしらに変わった。


　涼子の腕うでに鳥とり肌はだが立った。


「き……来た!!」


　カッ！


　一ひと筋すじの黒い稲いな妻ずまが天から落ちた。


　薄うす汚よごれた帆ほ布ぬののマントを被かぶった影かげがひとつ、〈蟲頭〉の群むれの中に降り立った。爆ばく炎えんを浴あびたらしくマントは焼やけ焦こげ、部分的に炭たん化かしている。


　帆布のマントが宙ちゆうに舞まった。しかしその中身は消えている。


　涼子の右目は神しん速そくで走る拝おがみ暁あき人との姿すがたをとらえていた。暁人はすれ違ちがいざまに八人の〈蟲頭〉の身体を左手の小指で突つき刺さし、血液を採さい取しゆする。


《遺伝情報ジエネシツク・コード──解析アナライズ》


　身を翻ひるがえすと、黒い電でん光こうと化して逆方向に駆かけ抜ぬける。


　ギュオオオォン！


　大たい気きを引き裂さく爆ばく音おんとともに《シヴァの雷いかずち》が炸さく裂れつした。


　攻撃を受けた〈蟲頭〉たちはテントウ女と同どう様ように肉体を細さい胞ぼうレベルで破は壊かいされ、脱だつ色しよくされた体液をまき散らして塩の柱と化す。


「──Ｄ、あいつを止めて！」


「なぜだ？　敵てきの敵は味方……ではないのか？」


「あいつは〈蟲頭〉を全員滅ほろぼすつもりよ！　連中は寄生されてるだけで、いわば犠ぎ牲せい者しやなのよ。寄生虫をばらまいた張ちよう本ほん人にんは別に──」


　涼子は自分が寄生虫の卵たまごやゴキ男に逆ぎやく上じようしたせいで重大な見み落おとしをしていたことに気付いた。ここは新宿支部にすぎない。元げん凶きようとおぼしき〈救星会〉の主しゆ催さい者しやや本部についての情じよう報ほうを得ることが重要だった。支部の〈蟲頭〉が全ぜん滅めつしてしまってはせっかくの手がかりが途と切ぎれてしまう。


「元凶を叩たたくには情報が必要なのよ。全滅させられちゃ困こまるの！　ＯＫ!?」


「なるほど。承しよう知ち」


　Ｄは鉄てつ兜かぶと風ふうゴーグルの耳の部分に手を当てた。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　ゴーグルから金色の光線がほとばしる。


　しかし暁人はＤに対して真ま横よこを向き、そのまま普ふ通つうに歩いて光線を避よけた。


「むう？　ならばもう一発！」


　Ｄはさらに二発目、三発目を放つが、暁人にはかすりもしない。神しん速そくの歩ほ法ほうで避けるならともかく、歩いているだけで当たらないのは異い様ような光景だった。


「どういうこと？　なんで当たんないのよ!?」


「ううむ……ならば解説せねばなるまい。〈魔眼光殺法〉は実じつ際さいにはゴーグルからではなく、吾わが輩はいの眼がん球きゆうから直接放ほう射しやされている」


「……だから？」


「そのため発射の瞬しゆん間かん、吾輩の視し力りよくは失われているのである！」


「動いてる的まとに当たらないなら最ハ初ナっから使うんじゃないわよ!!」


「使ってみたらそういう仕し様ようだったのだから仕方あるまい。完かん璧ぺきすぎるのも面おも白しろくないしな」


　魔人化しても笑いをとることを忘れない男である。


「とにかくあいつの足を止めるのよ！」


「行動不ふ能のうにすればよいのだな？　ならば！」


　Ｄはふわりと跳ちよう躍やくすると、真しん紅くのマントを左右に大きく広げた。


　マントの内側に無数の切れ目が生じる。それらは生きた瞼まぶただった。涼子は次に起こることを予よ視しして、目をつぶり両りよう腕うでで顔を覆おおった。


「──〈真しん・デビル・フラッシュ〉！」


　マントの裏うらを埋うめ尽つくす無数の目が開き、そのひとつひとつが太陽に匹ひつ敵てきする閃せん光こうを放はなった。ほんの一いつ瞬しゆんだが、目を閉とじていても瞼の上から網もう膜まくを焼くほどの光量である。無む防ぼう備びに顔をさらしていた〈蟲頭〉たちは目をつぶされてのたうち回った。


「…………なぬ!?」


　防ぼう御ぎよ姿し勢せいから顔を上げた涼子は、我わが目を疑うたがった。


　拝暁人はダメージを受けていなかった。閃光が放たれる直前にサングラスをかけていたからである。それも溶よう接せつに使われる遮しや光こうグラスだった。


　閃光攻撃を見み越こして防御していたのとは違ちがう。暁人はＤの〈真・デビル・フラッシュ〉を浴あびながら一瞬たりとも戦せん闘とう能のう力りよくを失わなかったのだ。


　普通のサングラスでは太陽を直ちよく視しできない。溶接の光から目を守るほどの遮光グラスは、あらかじめこの事じ態たいを予よ測そくしていなければ用意できないアイテムだった。


（もしやこいつ〈星ほし詠よみ〉の能力を……!?　いや、それともあの占うらない師しがこいつに味方している？）


　澁しぶ澤さわ右う京きようが暁人の側についているとすれば事じ態たいは深しん刻こくだった。Ｄの攻撃はすべて無む駄だということになる。


「フム……ちょいと小こ粋いきで乙おつな真ま似ねをしてくれる！　よかろう、もはや容よう赦しやはせん！」


　Ｄはメダリオンを暁人に向かって投げた。


　ピュキィィィン！


　封ふう印いんの魔ま方ほう陣じんが空中で展てん開かいする──しかし、魔方陣は暁人を捕ほ獲かくしてはいなかった。暁人に命中する前に空中で何かにぶつかり、その場で魔方陣に変化したのだ。


　Ｄが続けてメダリオンを投げる。暁人は右手の親指で小さな物を弾はじき飛ばし、飛ひ来らいするメダリオンに当ててその場で魔力を解かい放ほうさせた。


「コイン!?」


　暁人が飛ばしていたのは『五百円玉』だった。メダリオンが反はん応のうするギリギリの質しつ量りようの物体である。


「ええい、これでは赤字ではないか!!」


　Ｄはよく分からない理由で憤ふん慨がいした。そもそもメダリオンが日本円に換かん算さんできるのかという疑ぎ問もんが脳のう裏りによぎったが、涼子はあえて突っ込まなかった。


　Ｄは三枚目のメダリオンを取り出し、足元に叩き付けた。メダリオンは魔方陣を展開しつつ地面を滑すべっていく。コインによる迎げい撃げきを無む効こう化かする策さくだった。


　しかし移動タイプの魔方陣は暁人の足元を素す通どおりし、背はい後ごにいた〈蟲頭〉たちを巻き込んだ。涼子は身を屈かがめて低い位置から暁人を見た。暁人の両足は地面から数センチ浮いている。


「電でん磁じ力りよくによる浮ふ揚ようだと!?　あるいはイオノクラフトか？」


「どっちだっていいわよ。メダルが当たらないからって何か問題でも？」


「大いに問題ありだ。封ふう印いん結けつ界かいが通用せんということは、すなわちロックオン系けいの必ひつ殺さつ魔ま法ほうの大半が当たらんということ！」


「もうタネ切れ？　魔人なんだからどうにかしなさいよ！」


「半径一キロ圏けん内ないが丸ごと焦しよう土どと化しても構かまわんのなら、やれんこともないが──」


「そんなの却きやつ下かよ、却下!!」


　どうやらＤの魔法は派は手でな攻撃しかできないらしい。普通の人間が相手なら申し分のない性能だが、布ふ石せきを打たないと本命の攻撃に移れないのは大きな弱点といえた。


「やはりこちらから当てに行く他ないか……メダリオン・パワー・プラス！」


　二枚のメダリオンを両りよう膝ひざのスロットに挿そう入にゆうすると、両足の踵かかと部分のプロテクターが変形し、卍まんじ型がた手しゆ裏り剣けんのような大おお型がたの拍はく車しやが装そう備びされた。


「──〈クロノ・アクセル×６〉！」


　高こう速そく回かい転てんする拍車が地面に触ふれて火花を上げる。次の瞬間、Ｄの身体は静止状態から一気に加速した。空気を切り裂さきながら猛もう烈れつな速度で突とつ進しんし、拝暁人の身体を跳はね飛ばす。


（いや──躱かわした!?）


　Ｄの超ちよう加か速そくからのストレートを、暁あき人とは紙かみ一ひと重えで避よけていた。Ｄは横よこ滑すべりしながら反はん転てんし、再加速する。


「さらに〈×６〉！」


　三十六倍速に加速したＤは新しん幹かん線せん並なみの速度で暁人に迫せまった。暁人は電光を身にまとい、稲いな妻ずまのような速さでそれを避ける。


「オマケに〈×６〉!!」


　ドン！


　六の三乗倍に加速したＤの行動速度は瞬間的に音おん速そくを突とつ破ぱした。


　暁人は避けきれずに弾き飛ばされ、駐車場のワゴン車の側面に叩き付けられた。ドアが人間の形に陥かん没ぼつし、暁人は身体をめりこませた状態で動きを止めた。


　ひとまず停止したＤは、全身からくすぶった煙けむりを上げていた。大気との摩ま擦さつによる熱エネルギーで体表面の温度が数百度に上がっていた。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　バイザーから光こう線せんがほとばしった。直撃を受けた暁人の身体は光の圧あつ力りよくによってさらに深く車体にめりこみ、ワゴン車全体がひしゃげていく。


　Ｄはメダリオンを投げた。今度は躱かわされることなく命めい中ちゆうし、展開した封印の魔ま方ほう陣じんが暁人をワゴン車ごと空中に磔はりつけにする。


「フハハハハハッ！　これでもう動けまい!?　吾わが輩はいの勝利である！」


　勝ち誇ほこるＤがさらにもう一枚、必殺技のためのメダリオンを取り出したのを見て、涼子は警けい告こくした。


「殺すのも地獄へ送るのもナシだからね！」


「…………」


「返事は!?」


「ええい、いちいち言われずとも分かっておる！」


　Ｄはいかにも不満げな口く調ちようで答えた。


「ならば死なない程てい度どに叩たたきのめしてくれる──メダリオン・パワー・プラス！」


　Ｄは胸の前で合わせた両の拳こぶしで一枚のメダリオンを挟はさみ込んだ。魔力を帯おびた両腕が、エメラルドグリーンの輝かがやきに包まれながら高速回転を始める。


「──〈ブリリアント・ドリル・クラッシャー・マグナム・ツイン〉!!」


　ドギュゥゥン！


　強きよう化か型がたドリルパンチが左右続けざまに発はつ射しやされる。


　その直後──すべての音がかき消えた。


　写真の中の画が像ぞうのように目に映る光景から立りつ体たい感かんが消失し、視線も動かせなくなった。


　何もかもが静止した世界の中で、唯ゆい一いつ、動くものがあった。


　拝暁人である。


　ワゴン車にめりこんだ身体を引っこ抜いて地面に降り立つと、暁人は悠ゆう然ぜんとした足取りでＤに向かって歩いていく。


　Ｄの発射した両腕も空中で止まっていた。正確には回転しつつ動いてはいるのだが、その速度はカタツムリの歩あゆみのようにスローだ。


　暁人はドリルパンチを余よ裕ゆうで避さけながら歩ほを進めると、両腕を発射して無む防ぼう備びになったＤのボディに右拳を叩き付けた。


　次の瞬間、何百倍何千倍にも伸しん長ちようしていた時間の流れが元に戻った。


　バリバリバリバリッ！


　青黒い電でん光こうがＤの全身を貫つらぬいて炸さく裂れつする。


　落らく雷らいに匹ひつ敵てきする巨大な電でん撃げきをまともに食らい、Ｄの身体は一瞬にして炭たん化かした。


　暁人が放ったのは《シヴァの雷いかずち》と同様の攻撃である。遺い伝でん子し解かい析せきを経へて個こ体たいに対たい応おうしたアポトーシス信号を送り込むという手て順じゆんを省はぶいてはいるが、単たん純じゆんな電撃としても桁けた外はずれの威い力りよくだった。


　電撃の余よ波はを浴びて足あし腰こしが立たなくなっている涼子を無む視しして、暁人は残る〈蟲頭〉たちに向かった。


《遺伝情報ジエネシツク・コード──解析アナライズ》


《自壊命令アポトーシス・コマンド──入力インプツト》


《シヴァの雷──発動インヴオーク》


　駐車場は仕し置おき場ばと化した。


　拝暁人は一連の作業を黙もく々もくと実行し、〈蟲頭〉たちを葬ほうむっていく。涼子にできるのはそれを見ていることだけだった。


　子供の〈蟲頭〉が塩の柱と化して崩くずれ落ちるのを見た涼子は怒いかりに震ふるえた。


「い……いったい、なんでこんな……あんたは……!!」


　涼子は立ち上がって暁人に挑いどみかかろうとしたが、何者かに二の腕を摑まれて止められた。見ると、暁人に躱かわされてあさっての方向に飛んでいったＤの両腕だった。


　ピシッ。


　炭たん化かして立ち往おう生じようしていたＤの体表面に亀き裂れつが走り、炭すみの破は片へんが飛び散る。中から現あらわれたのは無む傷きずのＤだった。《シヴァの雷》によって炭化したのは皮一枚だけだった。


「デルザーク！　チェンジ・ザークローダー!!」


　Ｄの声に応こたえて黒い棺かん桶おけ──〈デルザーク〉が動き出した。


　側面が開き、二つの車しや輪りんが飛び出す。そのまま横向きに倒たおれながらパズルのように各部が伸しん縮しゆくして組み代わり、大型のバイク──〈ザークローダー〉に変形した。体てい裁さいこそバイクだが、側面から見ると棺桶のシルエットがそのまま残っている。


　無む人じんのまま発進した〈ザークローダー〉がＤの元に走ってくる。涼子はＤの腕で宙ちゆうに持ち上げられ、〈ザークローダー〉のタンデムシートに座すわらされた。Ｄも飛び乗り、涼子を摑つかんでいた両腕を戻してハンドルを握にぎる。


　サイレンの音が近付いてきた。ガス爆ばく発はつが通つう報ほうされたのだ。


「今のままでは奴やつには勝てん。ここはいったん退ひくぞ！」


　Ｄは〈ザークローダー〉をＵターンさせ、アクセルを全開にして急発進させる。


　涼子は背後を振り向いたが、暁人は涼子と目を合わせることもなく背を向け、雷らい鳴めいとともに姿を消した。





　　　　二





　すべての風ふう景けいが凄すさまじい速度で後ろにすっ飛んでいく。


　近くを通り過ぎる物は形を把は握あくできず、残ざん像ぞうの色しか見えない。


　棺桶バイク〈ザークローダー〉はありえない速度で疾しつ走そうしていた。時速三〇〇キロは出ているのではないか。Ｄの身体からだを風よけにして背中にくっついていないと、強すぎる風ふう圧あつで呼こ吸きゆうもままならない。


　どうやって事じ故こらず走り続けられるのか見当もつかないが、同どう乗じようしている涼子の方が限げん界かいだった。風で体温が奪うばわれ、身体がしびれている。


「こ……この、いい加か減げんに……」


　横に手を出すと風圧で身体ごと飛ばされそうになるので、上に伸のばしてＤのツンツン頭を摑み、首も折れよとばかりに引っぱる。


「もういいから止まれっての！」


　バシュッ！


　バイクのテールからパラシュートが開いた。〈ザークローダー〉は急速に減げん速そくし、路ろ肩かたに停てい車しやする。


「なぜ止める？」


「あんたこそ、どこまで逃にげる気よ!?　だいたいここはどこ？」


　辺あたりは涼子の見知らぬ街まち並なみだった。左手に森のようなものが見える。


「代よ々よ木ぎ公こう園えんだな。吾わが輩はいの地元だ」


　このナリで渋しぶ谷や原はら宿じゆく系けいとはふざけた魔ま人じんである。


　涼子は近くに電話ボックスを見つけて駆かけ込んだ。テレホンカードを使い、生徒手帳に控ひかえてあった携けい帯たい電話の番号を押おす。つながるまで少し間があったが、二回目のコールで相手が出た。


「あ、大作君？」


『──涼子さんですか!?　どこからかけてるんですか？　それより何をやらかしたんです！　本当に爆ばく破はしちゃうし』


「まあその……いろいろあったのよ。とにかくあたしの方は無ぶ事じよ。今は代々木公園の近くにいる」


『なんでそんなところに？　こっちは消しよう防ぼう車しややパトカーが押しかけて大変なことになってますよ!!』


　大作の声に混まじって複ふく数すうのサイレンの音が聞こえた。大声でしゃべっているのは周まわりがうるさいからだろう。


「説明は後よ。とにかく今日きようのところは出直した方がいいみたい。ひとまず大門高校で落ち合って、これからどうするか考えるわ」


『分かりました。くれぐれも勝手な行動は慎つつしんでくださいよ。僕もフォローのしようがありませんから』


「はいはい」


　受話器を戻し、テレホンカードを手帳に戻そうとした涼子は、見み慣なれない銀ぎん色いろのカードが挟はさまっているのに気付いた。今け朝さ大作から渡わたされた自じ称しよう科学者の名めい刺しである。


　住所も電話番号もないその名刺を、試ためしにテレホンカードと重ねてみる。名刺の方がひと回り大きい。光にかざしてみると、ほんのわずかだが名刺の周囲に枠わくのようなものが見えた。


　カードの両りよう端はしを指でつまんで曲げてみる。パキッと音がして枠が折れ曲がった。そのままぐるりと枠を折っていくと、名刺は完全にテレホンカードの形に切り抜かれた。


「これは……使えるの？」


　涼子は名刺のテレホンカードを電話機に挿そう入にゆうしてみた。カードの度数を表示する三さん桁けたの数字がスロットマシンのように目まぐるしく変化し、やがて『ＡＡＡ』と読める表示で止まった。すぐに呼び出しが始まり、区切りのないコール音が数秒続いた後、相手が出た。


『──村むら雨さめじゃ。この回線でワシを呼ぶのは誰だれかね？』


「一昨日おととい、池いけ袋ぶくろで会った者よ」


『ほっ、あの時の学生じゃな？　よくあの名刺がテレカだと分かったな。偉えらいぞ』


　自称『科学の使し徒と』のドクター村雨は頭の回かい転てんが速かった。


「ところで科学の力ってやつを借かりたいんだけど」


『学校や警けい察さつではどうにもならん類たぐいの問題かね？』


「自じ衛えい隊たいでもちょっと無む理りね」


『それは緊きん急きゆうの用件なのかね？　前にも言ったがワシは少々忙いそがしい身だ』


「わりと大勢の人の命がかかってるっぽいのよ。警察に相談してもたぶん相手にしてもらえないし、下へ手たすりゃあたしが捕つかまるかも」


『ふむ……ちょっと待ってくれたまえ。ワシはいま都内を移動中なのだが……ほほっ、君がいる場所は代々木公園の西側じゃな？』


「どうして分かるの？」


『なに、初歩的な逆ぎやく探たん知ちじゃよ。ちょうどいい、そこで二分ほど待っていたまえ。多少寄り道になるが拾ってやろう』


　通話は一方的に切れた。


　電話ボックスの外に出て腕うで時ど計けいを見ながら待っていると、きっかり二分後、見たこともない車両が南から走ってきた。


　それは、日本の道路事じ情じようを完全に無む視しした巨大な四よん輪りん駆く動どう車しやだった。正面は軍用車両のような無ぶ骨こつなデザインだが、車体は微び妙みような丸みを帯びており、後部には窓まどがなくワゴン車のような箱形になっていた。しかも全体がショッキングピンクときている。屋根には取って付けたようなパラボラアンテナが載のっている。


　後部ドアがスライドして開き、恰かつ幅ぷくのいい白はく衣いの中年紳しん士しが顔を出した。ドクター村雨である。村雨は涼子の顔を見るなりガハハと笑った。


「独どく眼がん竜りゆうだな！　日本でも最近はそういうのが流は行やっとるのかね？」


「これは伊だ達てでやってるわけじゃないんです」


「政まさ宗むねなのに伊達じゃないとはこれいかに、だな。まあとにかく乗りたまえ」


　涼子は招まねかれるままに乗り込んだ。内部は細いテーブルを挟はさんで二人掛がけのシートが左右に対面する形で置かれており、奥おくにはパソコンとコンポのような機き器きが並ならんでいる。車しや載さいＡＶシステムにしてはものものしい装そう備びだった。どことなく秘ひ密みつ基き地ちを思わせる。


　左奥の席に座すわっている白衣の女性と目が合った。互たがいに相手が誰かに気付いて目をみはる。今朝の美人女じよ医いであった。


「どうしたね、水守みもり君？」


「先ほど報ほう告こくした例の目もく撃げき者しやが彼女です」


「なんと！　病院から行方ゆくえをくらましたという女子高生かね？　それは奇き遇ぐうだな。まあ座りたまえ」


　村雨が水守の隣となりに座る。涼子は村雨の正面に座ろうとしたが、横から待ったがかかった。


「奥に詰つめてもらえるかな」


　涼子を奥の席に追いやり、村雨の正面に座ったのはＤであった。


「あんた、なんで一いつ緒しよに乗ってくんのよ!?」


「この車は米軍の汎はん用よう装そう輪りん車しや『ハンビー』をベースに改かい造ぞうしたものだな？　ちょっと乗り心ごこ地ちを確たしかめてみたい」


「棺桶バイクでついてくりゃいいでしょ？」


「あれはもう片付けてしまった。かたいことを言うな」


　Ｄの態たい度どは堂どう々どうとしたものだったが、金きん髪ぱつを逆さか立だてたヘビメタ怪かい人じんの放ほう射しやする異い様ような存そん在ざい感かんはあまりにもこの空間にそぐわなかった。さすがの村雨も処しよ置ちに困った顔で涼子に訊たずねる。


「……彼氏かね？」


「断だんじて違ちがいます！」


「吾わが輩はいは魔ま界かい仮か面めんヘルマスカーＤ！　故ゆえあってサムライガールのボディガードの任にんに就ついている」


　勝手に自じ己こ紹しよう介かいを始めたＤの脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを食らわせるが、まったく効きいた様子がない。


「こいつのことは一切気にしないでください。説明しようとすると、とにかく面めん倒どうくさいことになりますから」


「よろしい。だがひとつだけ質問させてもらおう。ヘルマスカーＤのＤは何の略りやくかね？　悪魔デーモンか？　ドラキュラのＤか？　ダンテのＤ？　まさかとは思うがＤ型アミノ酸さんのＤではあるまいな？」


「デルモンテのＤです」


「ケチャップかね？」


「エネルギー源げんがトマトジュース……」


「あんたは黙だまってなさい！」


　結局、Ｄの乗車はなし崩くずし的に認みとめられ、ハンビー改かいは発進した。精せい密みつ機き器きに衝しよう撃げきを与あたえないようにサスペンションが調ちよう整せいされているらしく、加か減げん速そくのショックや上下の揺ゆれはほとんど感じない。シートもしっかりと身体を支えていて座り心地は満まん点てんだった。乗った経けい験けんはないが高級リムジンの乗り心地だと思えた。


　水守が淹いれた水出しコーヒーを飲むと、ようやくささくれた気分が落ち着いてきた。頃ころ合あいと見た村雨が話を切り出す。


「さて、何から話したものかな？　サムライガール」


「御み剣つるぎ涼りよう子こです！」


「よろしい、では御剣君。我われ々われも君に訊ききたいことがあるのじゃが、先に君の質問から聞かせてもらおう」


「じゃあ……まず確かく認にんしときたいんだけど、そもそもあなた方はどこの誰だれなんですか？」


　基本的な問いに、村雨と水守は顔を見合わせた。水守が任まかせるというように頷うなずくと、村雨は居い住ずまいを正して答えた。


「我々は〈オリオン〉という超ちよう国こつ家か的てき機き関かんに所しよ属ぞくしている。どこの国にも属ぞくさぬ秘ひ密みつの組そ織しきなのじゃよ」


「大学の研究室じゃなくて？」


　いきなり飛び出した怪あやしげな話に、涼子は不ふ審しんな顔つきになる。その反はん応のうを見み越こしていたように村雨は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。


「そう難むずかしく考えることはない。地球規き模ぼの学会のようなものだと思ってくれればいい。そう、簡かん単たんに言うなら──『世界平和と人類存そん続ぞくを目もく論ろみ日々暗あん躍やくする善ぜん意いの秘密結けつ社しや』といったところかの」


「ドクター、その言い方はどうかと……かえって不ふ信しん感かんを煽あおるだけです」


　村雨の悪わる乗のりを水守がやんわりとたしなめる。


　突とつ飛ぴな話だが、涼子の抱かかえている事じ情じようからすればそれくらいの規き模ぼの組織の方が有り難がたいのは確かだった。


「で、そちらの方は？」


「水守みもり真ま名な君は、今回の我々の調査に同行してもらっているゲストスタッフで優ゆう秀しゆうな生せい化か学がく者しやじゃ」


「病院で医者のふりして問もん診しんに来ましたよね？」


「水守君は自分が医者だとはひとことも言っとらんはずじゃが？」


　確かにその通りである。それに名な札ふだにも本名を書いてあった。事情を説明しなかっただけで故こ意いに騙だましたわけでないという言い訳は十分通用しそうだ。少なくとも水守本人に騙すつもりはなく、村雨の指示でそうしたのだろう。


「調査って、何を？」


「それは君の抱かかえている問題と関係のある質問なのかね？」


「たぶんね。例たとえば人間が塩の柱になる怪かい現げん象しようとか、拝暁人という少年のこととか──」


「ふむ……君はどこまで知っているのかね？」


「それが分からないから困こまってるのよ」


　村雨はギョロリと目を剝むいて涼子の顔を穴あなが空あくほど凝ぎよう視しした。押おしの強い視し線せんだが、涼子は臆おくすることなく正面からにらみ返す。村雨は口ひげを撫なでると、心を決めたように咳せき払ばらいをひとつした。


「よろしい。では、我々が現げん在ざい追っている事じ件けんについて最初から説明するとしよう」


　村雨の指示で水守がキーボードを操そう作さする。向かい合わせのシートの間にあるテーブルの天てん板ばんが開き、透とう明めいのガラス板がせり上がってくる。村雨がやたらボタンのたくさん付いたリモコンを操作すると、ガラス板に輝かがやく点で地図が表示される。東南アジアとインド周辺の地図が表示され、その中間辺あたりにズームしていく。


「昨年の二月七日未み明めい、ネパール北西部の山中に二トンクラスの隕いん石せきが落下した。現地は雪が深く、その隕石の調査隊が派は遣けんされたのは半年後じゃった──」


　ＥＬパネルに回収された隕石の写真が映うつし出される。


「その隕石の成分には大きな特とく徴ちようがあった。二十五パーセントもの水分を含ふくんでいただけでなく、微び量りようながらアミノ酸が検けん出しゆつされたのじゃ。学会のアホどもは隕石の落下後に付着したものだろうなどと無責任な結論を出したが、妄もう言げんで事実は変えられん。隕石には確かに生命体の痕こん跡せきがあった。地球外生命体のな」


　パネルにアミノ酸の立体構こう造ぞう図ずがＣＧで表示されるが、涼子には何のことやらさっぱり分からない。


「それから間もなく、隕石の落下地点にほど近い人口五百数十人の街まちで奇き妙みような事件が起きた。村人が次々と行方ゆくえ不ふ明めいになり、その後、行方不明者の所しよ持じ品ひんの埋うまった『塩しおの柱はしら』が森の中で発見されたのじゃ。その塩の柱が『人間の死体』だと判はん明めいするまで二週間もかかった……いや、厳げん密みつに言えば物ぶつ的てき証しよう拠こはなかった。塩の柱の成せい分ぶんと質しつ量りようが人間一人分のそれと合がつ致ちしたという状じよう況きよう証拠から推すい測そくしたにすぎん。そこまで完かん璧ぺきに分ぶん解かいされていたということじゃ」


　塩の柱と人体それぞれの構こう成せい成分と質量の比ひ較かく一いち覧らんが表示される。人間が塩の柱に変わる現場を目もく撃げきしている涼子にはとくに意味のないデータだった。


「当時その街には、最近になって急に信しん仰こうを集めるようになった一人の若わかいラマ僧そうがいた。外がい見けんは吹ふけば飛ぶような青あお二に才さいなのじゃが、どのような修しゆ行ぎようを積つんだのか驚おどろくべき身しん体たい能のう力りよくを持っておってな、数々の奇き跡せきを起こしたという話じゃ」


「奇跡……というと、燃もえてる炭すみの上を歩いて渡わたったりとか？」


「まあその類たぐいの話じゃよ。焼きゴテを身体に押おしつけられても、火ぶくれが見る間に治なおったという話もある。厄やつ介かいなのは信しん頼らいできるスタッフによる記き録ろくに残っていることじゃな。まあ本人の身体能力に関する逸いつ話わはこの際さい問題ではない。その僧が作る〈万ばん能のう薬やく〉こそが奇跡の源みなもとじゃった──」


　パネルにひどく粗あらい画が像ぞうが何枚か表示された。小型のカメラで隠かくし撮どりした画像を拡かく大だいしたものだろう。若い僧が白い粉こなをまぶした丸がん薬やくを手にしている。ベッドに横たわる老人に与あたえているところらしい。


「この丸薬の効果というのが文字通りてきめんでな。およそ死人以外は誰でも健康体にしてしまうという代しろ物ものじゃ。生まれつき盲もう目もくだった者の目が見えるようになったり、十数年前に事じ故こで失った指が生はえてきたという例さえある」


「当然、調べたんでしょう？」


「交こう渉しようはしたが、宗教上の理由を盾たてに頑がんとして拒きよ否ひされたよ。丸薬自体も、それを投とう与よされた患かん者じやを医い学がく的てきに詳くわしく検けん査さすることもな。こちらとしても好こう奇き心しんだけで強ごう引いんな調査をするわけにもいかん。だが間もなく事じ態たいは思わぬ方向へ動いた」


「塩の柱になったのが、全員、その〈万能薬〉を飲んだ人間だった──てこと？」


　村雨が再ふたたび目を剝むいた。涼子は少しばつの悪い顔になり、手をヒラヒラさせた。


「悪い。続けて？」


「…………ふうむ」


　話の腰こしを折られて調ちよう子しが狂くるったのか、村雨は平ひら手てで自分の頰ほおをぺちっと叩たたいた。


「ワシは一いち応おう順じゆん序じよ立ててしゃべってはいるが、すべての現場に居い合あわせたわけではない。別件の調査で現場を離はなれていた期間の方が長いくらいでな……後のち々のちの調査で判はん明めいした事実に推すい測そくも加か味みしていることは了りよう承しようしてくれたまえ」


　今さらの前置きに涼子が頷うなずくと、村雨は話を続けた。


「現場を離れて二週間後、現地調査を任まかせたスタッフと連れん絡らくが取れなくなってな。気になって急ぎ戻ってみると──街まちは全ぜん滅めつしていた。すべての人間、家か畜ちく、動物という動物がすべて塩の柱と化しておったのじゃ。しかしよくよく調べてみると、人間の死体の数が合わない。例のラマ僧と、その信者十数名が消えていた。おそらく街が災さい難なんに見み舞まわれる前に逃にげ出したのじゃろう」


「全滅!?　その街の人間や家畜すべてが万能薬を飲んでいたわけじゃないんでしょう？」


「おそらくはな。我々は調査隊の残した資し料りようをすべて回かい収しゆうして分ぶん析せきした。電子機器は破は壊かいされ、磁じ気きにより記き録ろくされたデータのほとんどが消去されていたが、スタッフが撮さつ影えいしたビデオ映像の中に、人間を塩の柱に変えた張ちよう本ほん人にんの姿すがたを奇き跡せき的てきに確認できた」


「それが──」


「オガミ・アキト……というわけじゃ」


　パネルにモノクロのビデオ画像が表示される。立ち並ならぶ無数の塩の柱の列の中に立つ、黒い人ひと影かげ──その髪かみには一ひと房ふさの白はく髪はつがまじっていた。拝暁人に間ま違ちがいない。


　涼子はふと水守真名を見やった。水守は少し青ざめて、ひどく虚うつろな表ひよう情じようで目を伏ふせている。沈ちん痛つうな面おも持もちを見かねて、涼子は村雨に視し線せんを戻もどした。


「……で、ズバリ訊きくけど、この拝暁人って何者なの!?」


「〈覚醒者アートマン〉──そう呼ばれる存そん在ざいの一人とされておる。〈千年紀の守護者ミレニアム・ガード〉あるいは〈滅日の戦士ドウーム・ソルジヤー〉とも称しようされているらしい。呼び方はどうあれ、それらの指しているものはひとつじゃ」


「つまり……？」


「世界の均きん衡こうを保たもつ役割を与あたえられた者ということじゃよ。言うなれば〈正義のヒーロー〉……それも完全無欠のな」


　村雨は興こう奮ふんを抑おさえきれないように鼻はな息いきを荒あらげ、白い歯を見せてニヤリと笑った。


「では御剣君、そろそろこちらの質問に答えてもらうとするかの。君の目にだけ見えるという〈蟲むし頭あたま〉の話から聞かせてくれるかね？」


　ここまで事じ情じようを知っている相手に隠かくすことは何もなかった。


　涼子は一昨日おとといの暁人との出会いから、昨日きのうの最初の〈蟲頭〉との遭そう遇ぐう、そして暁人により滅ほろぼされた三人の〈蟲頭〉について詳くわしく話した。


　興きよう味み津しん々しんの顔つきで話に聞き入っていた村雨は、インターホンが鳴ると不ふ機き嫌げん極きわまりない口く調ちようで出た。


「何の用かね。ワシは今とても重要な情報を……何!?　うむ……そうか、分かった。すぐに向かうとしよう」


　受話器を置くと、村雨は申もうし訳わけなさそうに言った。


「急用でな。Ｕターンすることになる。都内のマンションで拝暁人が闘たたかった形けい跡せきが発見された。ガス爆ばく発はつが起きて消防や警察が駆かけつけたのだが、駐ちゆう車しや場じようで二〇以上の塩の柱が発見されたそうじゃ」


　涼子とＤは顔を見合わせた。互たがいにうんざりした表情になる。


「そのマンション……別に行かなくていいと思いますよ」


「どうしてかね？」


「あたしたち、ついさっきまでそこに居いたんですから」


「それは本当かね!?」


　村雨が心底慌あわてている様さまはなかなか愉ゆ快かいだったが、マンションでの出で来き事ごとを語るのは気が重かった。完全なる負まけ戦いくさだったからである。当然ながらヘルマスカーＤの活かつ躍やくした部分は突っ込まれても説明不可能なので適てき当とうに誤ご魔ま化かした。


　一度Ｕターンした車は、村雨の指示で再び元の道に戻された。


「〈万ばん能のう薬やく〉は〈寄き生せい虫ちゆうの卵たまご〉だった──なるほどな。これで辻つじ褄つまは合う……」


　話を聞き終えた村雨は考えにふけった。右手が目にも留とまらぬ速さでテンキーを叩たたき、何かの文書を作成している。


「取り込んでるところ悪いんだけど、あたしの質問に答えてもらえる？　そのために呼んだんだから」


「うむ。言ってみたまえ」


　村雨の右手は動き続けている。視線は宙ちゆうを泳いでいて、ほとんど上うわの空そらのように見えるが、涼子は身を乗り出して言った。


「あたしの知りたいことは二つよ。一つは、あたしのこの視し覚かくの異い常じようは何なのか──どうしてあたしにだけ〈蟲頭〉が見えるのかってこと。そしてもう一つは……もちろん拝暁人の目的よ。あいつはなんで〈蟲頭〉を滅ほろぼすの？　最初にあたしに向かって『お前を殺す』なんて言ったのはどうしてなの!?」


「──〈月の眼グラムサイト〉だ」


　言いつけを聞いて大人おとなしくしていたＤが、不ふ意いに口を開いた。


「グラム……何ですって？」


「グラムサイト──イギリスの民話にある『妖よう精せいが与える不ふ思し議ぎな視し力りよく』のことだ。月光に生きる妖精エルフが『目に見えないものを見る視力』を人間に授さずけることがあるという。汝なんじの能力はそれに相そう違いない」


「いや、あのね……能力に名前を付けられても何の解決にもなんないし」


「そうでもないぞ。そういった特とく殊しゆな能力は特とく別べつ珍めずらしいものではない」


　なぜか村雨はＤの説を支し持じした。


「人間には未み知ちの可か能のう性せいがある。普ふ段だんの生活では必要とされない能力は発はつ現げんせずに眠ねむっている場合がほとんどだ。そういった隠かくされた資し質しつが目覚める条件には共きよう通つうするものがある……たとえばその人間が生せい命めいの危き機きに瀕ひんした時だ。これは突とつ発ぱつ的てきな事じ故こよりも、危機的状況というストレスが長く続いた場合の方がより発はつ現げんの可能性は高まる。最近、君は生命の危き険けんを感じるような状況にさらされたかね？」


「────!!」


　身に覚おぼえがありすぎる話だった。[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜんとの勝しよう負ぶがまさにそれである。その対たい決けつで涼子は生と死の狭はざ間まに身を置いたのだ。


「拝暁人の宣せん言げんはワシにとっても驚おどろきだが……おそらくその言葉こそが〈月の眼グラムサイト〉能力発現の引き金トリガーになったと考える他ほかあるまい」


「あいつが、あたしのこの能力を目覚めさせるためにわざとそうしたっての!?　何のために？」


「〈蟲頭〉を狩かるためじゃろうな」


「だからどーして!?」


　問い立てる涼子に、しかし村雨は視線を合わさず、右手でキーを叩き続ける。静かな車内にキーを打つ音だけがしばらく続いたが、エンターキーを勢いよく叩く音を最後に途と絶だえた。


「ナチュラル・キラー……」


　そう独ひとり言のようにつぶやくと、村雨は顔を上げて涼子を見た。


「これからワシが語かたろうとしていることはあくまで仮か説せつにすぎん。明めい確かくな証しよう拠こはない。それを心して聞いてくれたまえ」


　涼子が頷うなずくと、村雨はまとまったばかりの自じ説せつを披ひ露ろうした。


「免めん疫えき機き能のうというものを知っているかね？」


「ええと……生物の抵てい抗こう力りよく？　毒どくとか病気とかに負けないようにする力のこと？」


「大おお雑ざつ把ぱに言えばそうじゃな。外から侵しん入にゆうしてきた細さい菌きんやウイルスはもちろん、体内で発生したガン細さい胞ぼうなどの異い物ぶつから自分自身を守る──それが免疫力じゃ。免疫力のほとんどは血けつ液えき中ちゆうの白はつ血けつ球きゆうの中に存在するわけじゃが、白血球全体の一五％から二〇％の割合で存在するのがＮＫ──〈ナチュラル・キラー細胞〉じゃ。ＮＫ細胞は文字通り『生まれついての殺し屋』であり、殺さつ傷しよう力りよくが非常に高い。常に体内をパトロールしていて、ガン細胞やウイルスに感かん染せんされた細胞を発見すると単たん独どくで直接殺す。人類という種しゆ全体をひとつの生命体と考えるなら、〈覚醒者アートマン〉はそのＮＫ細胞に等ひとしい存在と言えるじゃろう」


　パネルには免疫細胞の種類と役割についての一いち覧らん表ひようが表示される。


「ＮＫ細胞としての彼の能力は主おもに二つある。『人類』と『そうでないもの』を判はん別べつする能力、そして『異物』と判別した存在を抹まつ殺さつする能力じゃ。抹殺する能力については直接目まの当たりにした君の方が詳くわしかろう」


「人間と異物をどうやって見分けるわけ？」


「正常な人間からはある種の『識しき別べつ信しん号ごう』が出ていると考えられる。それはフェロモンなのか、生体電流なのか現状では特とく定ていはできん……おそらくは複ふく数すうの判定材料があるはずじゃが、とにかく〈覚醒者アートマン〉の超ちよう感かん覚かくによってそれは受じゆ信しんされる。寄生虫に乗っ取られた人間からはその『識別信号』が消えるため、抹殺すべき異物として認にん識しきされるのじゃろう」


「じゃあ『見分ける能力』は自じ前まえで持ってるってことでしょ？」


「寄生生物がその仕し組くみを知り、学習していたとしたらどうかね？　話を最初に戻そう。寄生生物の正しよう体たいは、隕石に付ふ着ちやくしていた未み確かく認にんの地球外生命体、あるいはそれが人間と合体することで誕たん生じようした新生物と考えられる。ワシはそれを仮かりに〈ゾーン〉と呼んでおる。〈ゾーン〉がラマ僧の肉体を借りてネパールの街まちに現あらわれた時点では、ＮＫ細さい胞ぼうたる〈覚醒者〉の存在を知らなかった。しかしその存在を知り、日本へと逃のがれてくる過か程ていにおいて〈覚醒者〉の能力を学習し、その対たい策さくを講こうじていたとしたらどうかね？　ネパールにおける万能薬の効果はすさまじいのひとことだが、日本で〈救星会〉が販はん売ばいしている卵たまごは、そこまでの劇げき的てきな効果は謳うたっていない。つまり寄生体の活かつ性せいを抑おさえることで『識別信号』を消すことなく仲間を増ふやしているとしたら……？」


「拝暁人は〈敵てき〉を判別できない？」


「そうじゃ。だからこそ君の〈月の眼グラムサイト〉の能力が必要だった」


「────!?」


「ＮＫ細胞と同じリンパ球きゆうの仲間にＴ細胞があるが、その中のひとつ『ヘルパーＴ細胞』はその名の通り助っ人ヘルパーであり、免疫の司し令れい塔とうの役割を果たす。倒たおすべき敵の情じよう報ほうをＮＫ細胞に伝える──それがヘルパーＴ細胞の役目じゃ。実際の免疫細胞と役回りは少々異ことなる部分はあるが、ヘルパーＴ細胞たる君が〈蟲頭〉を発見すると、即そく座ざに何らかの生体信号が発信され、それをＮＫ細胞たる拝暁人が受信して攻こう撃げきに移る……」


「待って！　ちょっと待って！　それじゃ……」


　涼子の顔から血の気が引いた。握にぎった拳こぶしが小こ刻きざみに震ふるえ出す。


「あたしが〈蟲頭〉を見るだけで、殺し屋にその情報が伝わるってこと……？　じゃあ、あたしが必死になって〈蟲頭〉たちの正体を探ってたのって──」


「免疫系の一いつ端たんを担になっていたということじゃな」


　ガン！


　涼子はテーブルを両手で叩いた。拳を握り、二度、三度と繰くり返し叩きつける。ＥＬパネルの画像が乱みだれた。


　涼子は歯ぎしりした。マンションの件では〈蟲頭〉が寄生された人間だと知って暁人から守ろうとしたが、村雨の説が正しいとすれば、殺し屋である暁人を呼び寄せたのは涼子自身なのだ。本ほん末まつ転てん倒とうもいいところである。


「つまり、あたしが……あたしが殺したってこと……」


「君が気に病やむことはない。それが自然の仕し組くみというものじゃ。人類──ひいては地球の生せい態たい系けいを守るための働きをしていると考えたまえ。むしろ誇ほこるべきことじゃよ」


　村雨の言葉は何の慰なぐさめにもならなかった。涼子はぐったりとシートに背せを預あずけ、深ふか々ぶかと嘆たん息そくする。自分を支ささえていたものが跡あと形かたもなく崩くずれ去ったように感じた。


「──〈覚醒者アートマン〉の活動を止める方法はないのか？」


　Ｄの問いに、村雨は首を横に振ふった。


「現状では何もないな。それに免疫系としての活動であるなら、それを阻そ害がいすることはより大きな危険を招まねくことになろう。ＡＩＤＳエイズという病気を知っているかね？」


「後こう天てん性せい免疫不ふ全ぜん症しよう候こう群ぐんのことだな」


「ＡＩＤＳウイルスに感かん染せんすると免疫機能が著いちじるしく低下し、様さま々ざまな病びよう原げん体たいに対する抵抗力が失われる。〈覚醒者アートマン〉の活動を阻害すればそれと同じ結果を招くじゃろう」


「倒たおすわけにはいかんということか。厄やつ介かいだな」


「じゃあ……足止めするというのは!?」


　涼子は顔を上げて村雨とＤを交こう互ごに見た。


「あたしが〈蟲頭〉を発見しても、拝暁人を足止めして、その間に寄生虫を取り除のぞいて正常な状態に戻せば──」


「奴やつを足止めするのは限りなく不可能に近い」


「どうして!?」


「速いからだ。それも並なみ大たい抵ていの速さではない」


　Ｄはゴーグルの耳の部分からコードを伸のばすと、先せん端たんのプラグをＥＬパネルに直接突つき刺さした。ゴーグルの内部でチカチカと光が瞬またたいたかと思うと、パネルに映えい像ぞうが映うつし出された。マンションでの拝暁人との戦せん闘とうの様子が再さい生せいされている。


「な……何をしているのかね!?」


「黙だまって！」


　度ど肝ぎもを抜ぬかれている村雨を制して、涼子はパネルの再生映像に見入った。Ｄの光線を歩いて避よける暁人の姿すがたが映し出されている。


「もっと先！　最後のところを出して」


　映像が早送りされ、ワゴン車にめりこんだ暁人にＤがとどめとばかりにドリルパンチを放はなつシーンにたどりついた。パンチを発はつ射しやした直後、Ｄは電でん撃げきを受けて画が面めんがブラックアウトする。


「二秒ちょい戻して、超ちようスロー再生！」


　リクエストに従い、パンチを発射した直後から映像がスローになる。静止したような時間の中で、暁人がワゴン車の車体から身体からだを抜ぬき、Ｄに向かって歩いてくる様子がはっきりと映っていた。画面の隅すみに経けい過か時間が表ひよう示じされているが、一秒あたり一万分の一秒単位でしか表示が変わらない。


「吾わが輩はいが超ちよう加か速そく魔ま法ほうで六の三乗倍速を出しても音おん速そくを突とつ破ぱするのが精せい一いつ杯ぱいだが、奴が本気を出した時の行動速度は稲いな妻ずまに匹ひつ敵てきする」


「バカな！　稲妻の速度といえば秒速一五〇キロ──マッハ四四〇だぞ!?　空気抵てい抗こうを考えたまえ。人間の身体の方が保もたんじゃろ」


「当然だ。だが奴はその速度で歩くことができる。奴の肉体はほんの一いつ瞬しゆんとはいえ、三次元空間における時間の束そく縛ばくから解かい放ほうされているのだ」


　Ｄの解説は涼子の理解の及およぶ範はん囲いをあっさり飛び越こえていた。しかし村雨はその話を理解しているのか、Ｄに好こう奇きの視し線せんを向けた。


「Ｄ君、先ほどから君の状態をここにあるセンサーで計けい測そくさせてもらっているのだが……どうして君のエネルギー値ちはマイナスなのかね？　現実に存在する物体が虚きよ数すう値ちを示しめすことはあり得えん。もしや君の言う〈魔法〉というのは、空間そのものに存在する〈ゼロポイント・エネルギー〉を消しよう費ひしているのかね!?」


「ほほう……鋭するどい見けん識しきだ」


　Ｄは不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。


「しかし今は吾輩について語かたるべき時ではない。〈ゼロポイント・エネルギー〉について言げん及きゆうできるのなら、〈覚醒者アートマン〉の超加速能力について説明できるのではないか？」


「つまり〈ゼロポイント・エネルギー〉の影えい響きようをキャンセルしているということか？」


「いかにも」


「あんたら、さっきから何を言ってるのかわけが分からないのよ！」


　涼子がＤの襟えり首くびを摑つかんで問いつめた。Ｄはやれやれと肩かたをすくめる。


「では分かりやすく説明しよう。空間そのものが保ほ有ゆうする〈ゼロポイント・エネルギー〉は時間の流れと等とう価かのものとして扱あつかうことができる。たとえば川の流れのようなものだ」


　パネルに流れる川のアニメーションが表示される。


「三次元空間におけるすべての物体は時間エネルギーによって過去から未来へと流される。物体の速度によって流される速さに違ちがいが出るが、それは微び々びたる差にすぎない」


　川の上流から、大きな桃ももの実みがドンブラコと流れてくる。涼子はひどくバカにされているような気分になった。


「〈覚醒者アートマン〉がその能力を最大限に発はつ揮きする時、その行動速度が超加速されるのは、この時間エネルギーの流れの影えい響きようを無む効こう化かしているからだ。たとえるなら、川かわ底ぞこに足をついて、流れの中で立ち止まるようなものだ」


　川の画が像ぞうが横から見た断だん面めん図ずに変わる。ラクガキのようなあっさりしたデザインの人物が川底に足をついて流れの中に立ち止まる様子がアニメで表示された。桃の実は流されるままに下流に押し流されていく。


「時間の流れを無む視しして立ち止まった状じよう態たいで三次元の移動を行えば、それは四次元的に超ちよう絶ぜつ的てきな速度となる。最高でおそらく光こう速そくに限りなく近付くことができるだろうが、〈覚醒者アートマン〉の能力をもってしても時間をさかのぼることは不可能だ。仮かりにできたとしても地球上から飛び出してしまうからな。意味がない」


　Ｄの説明は涼子には何ひとつ理解できなかった。ポカンと口を開けているしかない。


「そしてこの能力の最もつとも厄やつ介かいなところだが……吾わが輩はいの魔力は〈ゼロポイント・エネルギー〉を利用したものだ。すなわち魔法による直ちよく接せつ攻こう撃げきでは〈覚醒者アートマン〉を倒たおせないどころか足止めすらままならん」


「ダメじゃん！」


　結局、涼子に言える台詞せりふはそれだけだった。


（このひょうろく玉が……）


　涼子は忌いま々いましげに舌した打うちする。延えん々えんと説明したわりには、要ようするにＤが役立たずのでくの坊だと分かっただけの話だった。


　不ふ機き嫌げんな涼子をなだめるように村雨が言う。


「まあそう落ち込むことはない。これから頼たのもしい助すけっ人とをスカウトに行くところじゃ。〈覚醒者〉を止められるかどうかは分からんが。彼なら力になってくれるじゃろう」


「助っ人……？　そういえば、どこかへ行く途と中ちゆうだとか言ってなかった？」


　車が音もなく停車する。運うん転てん席せきからインターホンで連れん絡らくがあり、目的地に着いたということだった。


「とりあえず君らも降おりたまえ。せっかくだから彼に紹しよう介かいしてやろう」


　ドアが開き、村雨と水守に続いて涼子も車から降りる。


「え？　ここって──」


　目に飛び込んできたのは、涼子にとっては馴な染じみのありすぎる風景だった。


　大門高校正門前である──





　　　　三





「──涼子さ～ん！」


　車から降りるなり、待ち構かまえていた大作が飛び跳はねるようにして駆かけ寄ってきた。


「あれ？　病院にいた美人のお姉ねえさんじゃないですか！」


　大作は水守に気付いて目を丸くした。続いて奇き天て烈れつな風ふう体ていのＤを見て愕がく然ぜんとなる。


「ええっ!?　なんでまた魔界公爵ヘル・デユークが一いつ緒しよに……？」


「勘かん違ちがいしてもらっては困る！　吾輩は魔界仮面ヘル──」


　ゲシッ！


　涼子はＤの足を思い切り踏ふんづけたが、安あん全ぜん靴ぐつになっているらしく逆ぎやくにダメージを受けた。予想外の痛いたさに目め尻じりに涙なみだがにじんだ。


「御剣君。君の友人かね？　どうしてここにいるのかね？」


「そりゃあ……ここがあたしの通ってる高校だから……」


「それは奇き遇ぐうだな！　ちょうどいい、校長室に案内してもらえるかね？」


　事じ情じようがよく呑のみ込こめない大作は、涼子に無む言ごんで判断を求めた。涼子は苦にがい顔で頷うなずく。


「じゃあこちらへどうぞ」


　大作の案内で涼子たちは正門から校こう舎しやに入った。


　五限目の授業中ということもあって廊ろう下かは静かなものだった。涼子は村雨の横に並ならび、小声で訊たずねた。


「あの……その『助っ人』ってどんな人なんですか？」


「ワシの知る限り史上最強の兵士であり、無む敵てきの勇ゆう者しやであり、現代に生きるサムライだ」


「へえ～、その人とはどこでお知り合いになったんです？」


　何となく事情を察さつしたらしい大作が訊いた。


「彼とは三年前まで同じ職しよく場ばで働いていた。ワシがみずから設せつ計けいに参さん加かし〈オリオン〉が建造した強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい戦せん艦かん──まあワシは個こ人じん的てきに〈海底軍ぐん艦かん〉と呼んでおったが──彼はそこのクルーだったのだ。もっとも、ワシが乗じよう艦かんした時には彼はキッチン担たん当とうだったが」


「あははは」


「彼の料理の腕うでは一流でな。着ちやく任にんの手て土産みやげに三〇〇キロのマグロを持っていたが、見み事ごとにさばいて見せてくれたよ。その後マグロ料理が一ヶ月続いたのは少々閉へい口こうしたがね」


「ははあ、それはそれは……」


　そんなことを話しているうちに校長室に到とう着ちやくした。大作がノックすると、中から「入りたまえ」と返事が聞こえた。


　藤堂校長は同行している大作と涼子を見て怪け訝げんな顔をしたが、村雨が求めた握あく手しゆにはにこやかに応じた。


「電話でうかがいました。私が大門高校校長、藤とう堂どう鷹たか王おです」


「村雨じゃ。社しや交こう辞じ令れいは抜ぬきにして早速用よう件けんに入らせていただこう。南雲慶一郎君を呼んでくれたまえ。今すぐに！」


　その要求に、藤堂は露ろ骨こつに困こん惑わくの表情を浮かべた。


「申し訳ないが、それはできませんな」


「ほう、それはどうして？」


「南な雲ぐも君が今、どこで何をしているのか……私の知るところではないということです。なにしろ彼は今週頭あたまから行方ゆくえ不ふ明めいになっている」


「どういうことなのかね!?」


　村雨はマホガニーの机つくえを叩たたいた。


「あなたは彼の身み元もと保ほ証しよう人にんじゃろ？　そして職しよく場ばの上じよう司しでもある。そのくせ彼の居い場ば所しよを知らんとは、どういうつもりなのかね！」


「南雲君の行動を私がすべて把は握あくしているわけではない。それに帰国してからの彼には奇き妙みような失しつ踪そう癖へきがあった。今回はそれが長引いているだけだと──」


「話にならんな！　南雲君がどれほど優ゆう秀しゆうな人材なのかまったく分かっておらん！　あんたには上司の資し格かくはない!!」


　自分より十歳さいは年下の男に罵ば倒とうされ、藤堂のこめかみにくっきりと青あお筋すじが浮いた。


「君にそんなことを言われる筋すじ合あいはない！　だ、だいたいだな、君こそ南雲君に逃にげられたクチではないのかね!?　上司失格とは君の方だろう？」


「ワシは彼の上司ではなかった。仕事仲間であり個人的な友人だったのじゃ。いい加か減げんな推すい測そくでものを言うと恥はじをさらすだけじゃぞ！　校長のくせに安っぽいグラサンなんぞかけおって！　そもそも人の上に立つ器うつわではないわ!!」


「なんだと!?」


　藤堂は椅い子すから立ち上がると、額ひたいがくっつきそうなほど顔を近づけて村雨とにらみ合った。


「──すいません。もっと言ってやってください」


　大作が横から村雨にアドバイスしようとする。涼子は大作の首くび根ねっこを摑んで下がらせた。


　藤堂をここまで怒おこらせた人物は村雨が初めてだったが、しかし校長も大人おとなである。すぐに怒いかりをおさめて椅子に座すわり直した。


「南雲君の居場所を知りたいのは私も同じだ。それに彼のことなら……そこの二人が知っている！」


　藤堂が指さしたのは涼子と大作だった。村雨は二人の顔を交こう互ごに見て、険けわしく眉まゆをひそめた。


「南雲君のことを知っているのかね？」


「知っているもなにも、二人は彼の生徒だ。プライベートでも付き合いがある。ここ数日の失踪の理由も知っているはずだ」


「どうしてそれを早く言わん!?」


　村雨に問いつめられ、涼子は決まり悪そうに指でこめかみを引っかいた。


「その……なんか言い出しにくくて」


「まったく、君には驚おどろかされることばかりじゃな！」


「あたしの方こそ、そっちの情じよう報ほう網もうの頼たよりなさに驚いてるんだけど」


　涼子から見れば村雨の情報はどうにも後ご手て後手に回ってる感じがした。組そ織しきがバックについているのなら、慶けい一いち郎ろうの不ふ在ざいくらいは事じ前ぜんに調べがついていてよさそうなものだ。図はからずも情報の最さい先せん端たんに身を置いた者だけが知る失しつ望ぼう感かんだった。


「で、南雲君は今どこに？」


　振ふり向くと大作と目が合った。涼子は憂ゆう鬱うつな気分でため息をついた。


「分かりました。話しますよ。全部──」


　涼子と大作、村雨と水守は応おう接せつ用ようの椅子に腰こしを落ち着けた。


　先週の日曜から翌よく月曜の朝までの間──池袋での〈Ｖ─１エクストリーム〉決けつ勝しよう戦せんの裏うら側がわで起きた『鬼おに塚づか美み雪ゆき誘ゆう拐かい事じ件けん』の顚てん末まつについて、ソルバニア関係のことは上う手まく誤ご魔ま化かしながらかいつまんで話した。涼子が話すとボロが出そうな部分については大作が巧たくみにフォローをいれた。


「つまり……最終的に彼がどうなったかは分からんということかね？」


「草くさ[image: ]なぎ君まで行方不明とはな」


　村雨と藤堂は同じようなポーズで腕うで組ぐみをしながら唸うなった。


「しかしまあ……悪あく党とうは容よう赦しやなくぶっ殺すあたり、彼らしいといえば彼らしい話じゃな」


「……そうですね」


　黙だまって話を聞いていた水守が珍めずらしく同どう意いする。話を聞いて村雨は気が済すんだようだった。


「まあ彼のことじゃ。どうせ生きておるじゃろう。なにせ不ふ死じ身みの男じゃからな」


「──あれ？」


　涼子はあることに気付いて腰を浮かせた。校長室の中を見回す。どこをどう確認しても一人足りない。


「Ｄの奴やつはどこ行ったの？　あいつならエクストリームの会場で起きたことを全部知ってるかもしれない！」


「忘れてました！　そういえばそうですよ!!」


　涼子の言葉を聞いて大作も急に色めき立った。一度にいろんなことが起きすぎて、普ふ段だんなら気付いて当然のことを見落としていたのだ。


　コンコン。


　ノックの音がした。


「入りたまえ」


　藤堂が応こたえると、扉とびらが開いて一人の女子生徒が入ってきた。


「あ、結ゆう城きさん。ちょうどよかった、涼子さんならここに──」


　ドクンッ。


　涼子の心しん臓ぞうが痛いほど大きな鼓こ動どうを打った。


　血けつ圧あつが上がり、クーラーの効きいた部へ屋やだというのに脂あぶら汗あせが噴ふき出す。涼子は震ふるえる手で大作の肩かたを摑んだ。


「大作君……教えてくれる？　そこにいるのは……誰、なの？」


「なんでそんなことを聞くんです？　結城さんですよ。結城ひとみ──」


　涼子の歯がガチガチと音を立てる。やがて恐きよう怖ふの叫さけびが校長室に響ひびいた。


「うっ、うっ……うわあああああああぁぁ────ッ!!」


　涼子の目にはひとみの姿すがたは見えなかった。


　そこには大門高校の女子の制服を着た、一人の〈蟲頭〉が立っていた──





　その頃、魔ま界かい仮か面めんヘルマスカーＤは校舎の時計塔の上に立っていた。











[image: ]








　快かい晴せいだった空には暗あん雲うんが広がり始めていた。


　風は凪ぎ、不ふ快かいな湿しつ気けが肌にまとわりつく。


『[image: ][image: ]────ッ！』


　逆上したようなカラスの鳴き声が聞こえた。


「──来たな」


　Ｄは視線を下げ、正せい門もんの方を見下ろした。


　そこに、ひとつの影が幻まぼろしのように立ち現あらわれた。


　拘こう束そく衣いのような黒革のライダースーツに身を包つつんだ少年。


　その黒髪には一房の白髪が混じっている。


　顔を上げた少年は、緑がかった瞳ひとみで校舎を見上げた。


　生まれついての殺し屋ナチユラル・ボーン・キラー。


　滅ほろびの運はこび手て。


　神威カムイの拳けんを極きわめし者。


〈覚醒者アートマン〉──拝暁人であった。














　あとがき







　あ、サイガ～サイガ～……どうも雑さい賀がです。


　ファンタジア文庫のタイガー＆ドラゴンといえばご存ぞんじリアルバウトハイスクールなわけですが、今回は肝かん心じんの野郎どもが二人ともいやしねえという異い常じよう事じ態たいです。


　普通に考えれば前巻までのイベントの後あと始し末まつというかフォローを入れるのが順じゆん当とうな流ながれといえましょう。ところがどっこいそうストレートにはいかないのがリアルバウト流りゆう。


〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手てが軒のき並なみ行方ゆくえ不ふ明めいという状況でしか成立しない番外編的エピソードとして『サムライガール［天てん魔ま降こう臨りん篇へん］』をお送りしちゃおうってのが今回の趣しゆ向こうです。


　このエピソードでは今まで単たんなるバイオレンス女子高生だった涼りよう子こがついに特とく殊しゆ能のう力りよくに目め覚ざめます。もちろん〈独どく眼がん竜りゆう涼子〉をやりたかっただけとか、そういうのではありませんので……間違っても『二代目伊だ達て政まさ宗むね』とか『政宗ちゃん』とか言わないように！


　当初の目もく論ろ見みでは一冊の中できっちり収め、慶けい一いち郎ろうの安あん否ぴを確認するところまで書く予定でしたが、申し訳ないことに力ちから及およばず間に合いませんでした。しかもこれからという場面で切れちゃうし……まあ予定通りに書いたところで、とんでもない場面で「次巻に続く！」になるのは変かわりゃしませんが。


　第十三巻はなるべく早めにお届とどけしますのでどうかご容よう赦しやを。





　前巻のあとがきクイズの答えは──[image: ]午後五時四十八分[image: ]黄泉門の暴風──でした。


　今回中ちゆう途と半はん端ぱなところで切れたのでアレなんですが一応出題しておきましょう。


　闇やみ神威カムイの覚醒者アートマンという無む敵てきの肩書きを持つ新キャラ・拝おがみ暁あき人との秘密について。


〈Ｑ‥拝暁人の黒い小指の元ネタは？〉


　ヒントは三十年くらい前のマンガです。《黒い小指》の《狩人》といえば分かるかも？


　次巻では以前のクイズで登場を予よ告こくしたっきりの『あの人』も満まんを持して本編に参戦してくれるはず……そしてまたタイガー＆ドラゴンの華か麗れいなる復活もお楽しみに。


　今回はページに余よ裕ゆうがないのでこの辺で。


　それでは、また。







　　　平成十七年七月二十六日




雑賀　礼史












召喚教師


リアルバウトハイスクール12





雑さい賀が礼れい史じ
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